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だから僕は、Ｈができない。４
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。






また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　いきなり登場




「はっ……ああぁんっ、んぅぅぅ」

　湿しめり気けをたっぷりと含ふくんだ生暖かい夏の夜に、少女の喘あえぎ声が響ひびいていた。クーラーが利きいていたはずの部屋は、開け放たれた窓のせいですっかり寝ね苦ぐるしい部屋に変わってしまっている。纏まとわり付くような夜風が、レースのカーテンをゆらゆらと踊おどらせていた。

　月が見えた。

　違ちがう。街灯の光で黄金の仮面が光っているのだ。

　よく見れば男が一人、塀へいの上に立っている。腕うでを組み、開け放たれた窓から部屋の中をじっと見み据すえている。

　男の名はメイズ・ガルダーブロウグ。死神の中でも抜ぬきん出た力を持つ者にだけ与あたえられるスタンザの六十九位に属する、重犯罪者だ。かつてレストール家に属し、その秘宝の一つ《テュルフィング》を盗ぬすみ出し、人間界と死神界の秩ちつ序じよを破は壊かいしようとした咎とがによって、今は人間界に逃のがれている。

　その自じ称しよう革命家の視線の先で、少女──大おお倉くら美み菜ながまた喘いだ。

「んぅっ……あっ、ああぁぁんっ」

　苦しそうにベッドの上で悶もだえている。

　夏がけの布ふ団とんは床ゆかに落ち、パジャマも大きくはだけてしまい、大きな胸の深い深い谷間が露あらわになっている。その谷間にじっとりとした汗あせが垂れ落ちていく。

　ハァハァと熱い吐と息いきを漏もらしながら、ベッドの上で身じろぎする姿は圧巻だった。動く度たびにパジャマはさらにはだけていき、じっとりと汗が肌はだに垂れ落ちていき──ガルダーブロウグが堪たまらずゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。

「い、いや、違うっ。私はこんな、そのノゾキをするために来たのではないぞ」

　頭を何度も何度も、煩ぼん悩のうを振ふり払はらうように振る。

「楔くさびの修復に来ただけだぞ」

　悶える美菜からは視線を外さずに、ガルダーブロウグはブツブツと呟つぶやき続ける。

「様子がおかしいから確かく認にんしに来たが、まさかここまで抵てい抗こうしているとはな。無意識なのだろうが、楔を抜き取ろうとしている。大倉美菜、この魂たましいもより深く調べる価値はありそうだ。だが、まずは楔をしっかりと固定させてもらおう」

　ガルダーブロウグが右手の平を美菜に向けて差し出した。

「《豊穣の神フレイ》よ。盟約に基もとづき、牧場の主あるじを定め給たまえ」

　その瞬しゆん間かん、美菜の体がガクガクと震ふるえだす。プルンプルンとおっぱいが揺ゆれる。

「んあぁぁぁっ、だ、だめぇぇぇぇ……あっ……はぁぁぁぁ」

　そう叫さけびながら、美菜はがっくりと脱だつ力りよくして深い深い眠ねむりに落ちていった。

　ガルダーブロウグは満足そうに頷うなずくと、くるりと身を翻ひるがえして……振り返った。名残なごり惜おしそうに美菜の胸むな元もとを見る。

「いや、一搾しぼりしてから帰っても罰ばちは……」

「コラ──────、アンタ、そこで何やってるんだ！」

　突とつ如じよおまわりさんの声が響き渡わたり、ドスンッ。

　ガルダーブロウグが塀から落ちた。

「くっ、集中し過ぎていて《幻術の巨人ウートガルザ・ロキ》で姿を隠かくすの忘れていたのか。やれやれ、まったくおそるべき巨きよ乳にゆうよ！」

　何事もなかったように立ち上がると、深く頷く。

「そうか、さては大倉さんちの美菜ちゃんをノゾいてたんだなっ。この性犯罪者め！」

「違うっ」

　ガルダーブロウグが言い切る。

「確かに私は犯罪者だ。だが、ノゾキなどという小さな犯罪者ではない。そう私は革命家だ。この世界の秩序に反逆する者よ！」

　その否定は、堂々として威い厳げんすら漂ただよわせていた。おまわりさんは数秒ほど気け圧おされたが、すぐに職務を思い出した。

　そう、革命家だろうと政治家だろうと正義のヒーローだろうと、ノゾキをしたヤツはノゾキ魔まなのだ。等しく性犯罪者なのだ！

「う、うるさいノゾキ魔っ。へんてこな仮面なんか被かぶって、用意周しゆう到とうなヤツめ！」

　おまわりさんがジリジリとガルダーブロウグに近寄ってくる。

「ヘ、へんてこ。いや、これは由ゆい緒しよ正しい……ふっ、下等な人間に説明しても無む駄だか。いいか、よく聞けよ。やがて人間界の巨乳という巨乳は私の物になるのだ。だから今、ちょっとつまみ食いしたって問題はないのだよ」

「巨乳マニアかっ！」

「いや、まぁ、うん。いや、そうではなくっ。まぁいい。下等な人間よ、ここ数日メルローの連中が五う月る蠅さいからな、今は逃にげてやる。その命を救ったことを感謝するんだな。ふははははははは」

　高笑いし、ガルダーブロウグは人間には不可能な速さで逃げ出したのだった。




　なお、翌朝にはご町内に『のぞき魔に注意！　変質者はへんてこな黄金の仮面に全身黒タイツ！』と、ビラが貼はられまくったのだった。

「お、おのれっ、あの公僕め─────っ！」









　一章　ちいさな手とおおきな出来事




「お祭り？」

　試験休みの夕方、居い候そうろうを決め込んでいる加か賀が良りよう介すけの家の食堂でリサラ・レストールは、椅い子すに座ったまま細い首を傾かしげた。赤く長い髪かみがサラサラと揺れて、シャンプーの香かおりが周囲に漂う。

「私は今、今後の対策についての話をしていたんだけど。あのガルダーブロウグがこのままでいるとは思えないのよ」

「でも、レストールの代わりにメルロー人生保障が動いているんだろ。だったらこっちはやることないじゃん」

　正面に座っている家主の良介の返答に、リサラは心外だと唇くちびるを尖とがらせた。

　赤く薄うすい唇に、細く通った鼻筋、少しきつさが漂うつり目、紛まぎれもない美少女だ。唇を尖らせる、そのちょっと幼い表情ですら様になっている。

「こっちはお忍しのびで人間界にいるんだから、おおっぴらに動けないのよ。でも良介、ガルダーブロウグが貴方あなたを狙ねらってる可能性は高いわ」

「犯罪者として追われてるヤツが、派手に行動したりしないだろ。特に人ひと混ごみならな」

「人混み？」

「そう、人混み。つまりお祭りだ」

　良介が強く訴うつたえる。

「だから、何なのよお祭りって」

「なんだよ、お祭りを知らないのか？」

「良介、私をなんだと思っているのよ。死神界きっての名門レストール家の令れい嬢じようにして跡あと継つぎ候補、そして一級死神試験次席のリサラ・レストール様よ？」

「そこまで揃そろえて、次席ってのがいかにもリサラらしいとは思うぞ」

　うんうんと良介が頷く。なんとなく、リサラはいつも最後の最後でコケるイメージがあるのだ。

「本来なら私は主席よっ、主席っ。良介だって知ってるでしょ、イリアの馬ば鹿かが偽にせ乳ちちで試験受けたの！」

　椅子から身を乗り出してリサラが訴える。

　イリア──福ふく宗むねイリア、現げん役えきグラビアモデルにしてその正体は死神組織であるメルロー人生保障幹部連帯直属一級死神、ついでに良介やリサラのクラスメイト。たわわに実った巨乳が売りの彼女だが、先日の事件でその胸が死神が使う術式による偽乳だと発覚していた。本当の彼女の胸はリサラとほぼ同じレベルの貧乳だったのだ。

　そう、リサラもまた貧乳。

　おっぱい真っ平ら。

「良介……今、どうせ私だって似たり寄ったりの貧──ちょっと小さめな胸だって思ってたでしょ」

　ギロリとリサラが良介を睨にらむと、隣となりに座っていたキュール・ゼリアが、

「リサラお姉様、そうやって自分を偽いつわるのは悲しいことですわよ」

　ティーカップ片手にやれやれと頭を振った。栗くり色いろで少しウェーブの掛かかった髪がふわりと揺れる。リサラの従い姉と妹こであり、少々性格がねじ曲がっている可か愛わいらしい少女の見習い死神だ。

「キュール、それはどういう意味かしら……」

　ヒクヒクと口元を引きつらせながら、リサラがキュールに振り返った。

「どうもこうも」

　キュールがクスリと微笑ほほえむ。

「お姉様のバストサイズは完全無欠に真っ平らですのに、ちょっと小さめとか嘘うそを吐つくんですもの。キュールはお姉様が可か哀わい想そうで可哀想で。出来ればキュールのバストを分けてあげたいくらいですわ」

　同情する様子は欠片かけらもなく微笑んでいるくせに、そう言う。ちなみにキュールのバストは確かにちゃんとある。成長途と上じようの割には大きいと言ってもいいくらいのサイズだ。

「ふ、ふうん、キュールは私に喧けん嘩かを売っているようね」

「あら、バストの喧嘩ならば受けて立ちますわよ。もちろん、キュールが勝ったらレストール家の次期当主を譲ゆずってくれるって条件で」

　キュールがリサラをにらみ返す。

　そう、キュールはリサラを日々追い落とそうとしているのだ。そもそもリサラが人間界に来たのも、キュールの陰いん謀ぼうの結果だった。その陰謀は、良介の活かつ躍やく？　もあって失敗し、キュールもまた人間界に居続けることになっていた。

「それ私にメリットないじゃないのっ。て、そもそもバストの喧嘩ってなによ！」

　リサラがドンッと机を叩たたく。

「それは俺が答えよう」

　良介が立ち上がり背せ筋すじを伸のばした。

「バスト、つまりおっぱいの喧嘩の歴史は長い。古代中国で発はつ祥しようし、徐じよ福ふくと共に日本に伝来した後に、平安貴族の密ひそかな娯ご楽らくとなった。そして、江え戸ど時代大奥内での序列を決めるためにルールが固定されて現代に伝わっている」

「……何言ってるの？」

「頭がおかしくなったんですわ、きっと」

　リサラとキュールの冷たい視線が、良介に突つき刺ささる。

「なんだよっ、そんな目で見るなよな。授業で大奥って存在を知った時から妄もう想そうし続けてきた、俺の夢なんだぞ。ステキじゃないか、女の園で繰くり広げられる美乳合戦。キャッキャウフフしながら、女の子達がおっぱいもみ合ったり、計ったり、見つめ合ったり、擦こすり合わせたり、あげくの果てに……ハァハァハァ……た、たまらねぇぜ」
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　目を閉じれば浮うかんでくる、この世の楽園。和服美少女達のおっぱい合戦。その中に男は良介ただ一人。ああ、なんてステキ空間なんだろうか。ワクワクとドキドキが止まらない。

「たまに思うんですけれど、いくら死神が人間界で実体を保つために《存在ボドウライス》を使い続けなくてはいけないと言っても、その霊れい力りよくのためにこんな男の魂たましいにレストール家の秘宝、《旧ふるき五つ》の一つ《折れた剣けんグラム》を突き刺すなんて、とんでもないことをしたんではありません？」

　キュールがリサラを非難がましい目で見た。

「仕方ないじゃない。私の所有物として刻印が打たれている《グラム》を良介の魂の奥深く、生きる力に刺さないと霊力が吸い取れないんですもの。まさか生きる力が、エッチな魂だなんて分からなかったんだし……はぁ」

　リサラがため息を吐く。

「もういっそ、普ふ通つうに死神契けい約やくを結べばよかったんじゃありません？」

「それで、私が良介の人生をサポートするの？　嫌いやよ、そんなの。そもそも良介の魂が自然に供給してくれる霊力で、《存在ボドウライス》なんて使えるわけないじゃない」

「良介さんの霊力は一いつ般ぱん人の半分程度ですものね」

　キュールの指し摘てきに、リサラが渋しぶい表情を浮かべる。

「そうよ。まして普通は大勢の人間と契約して《存在ボドウライス》を使うんだから。霊力が尽つきて死神界に強制送そう還かんされそうな非常事態よ、直接生きる力から吸い取る以外に手がなかったのよ」

「まぁ確かに良介さんは吸い取られても、非常識な速度で霊力が復活しますしね……エッチな刺し激げきで」

　キュールが苦く笑しようする。

「うう、それは言わないで……」

「その点キュールは、犬とはいえ英えい雄ゆうの素質を持つカエサルが契約相手で良かったですわ。ええ、カエサルは犬の特異者と言えますわね」

「オンッ」

　キュールの足あし下もとに寝ねそべっていたカエサルが、小さく吠ほえた。

　三歳にして良介達が住む朝あさヶが谷や町犬社会の頂点に立ち、ぶっちぎりで抱だかれたい雄おす犬いぬナンバーワンの座に立つ、まさに犬の中の犬、犬の英雄だ。

「確かにカエサルは、犬の特異者ではあるわね」

　まだハーレム妄想に取り憑つかれている良介をチラリと見て、リサラはがっくりとうなだれた。

「どうひいき目に見ても、特異者には見えないわよね……」

　特異者、それは一人で千人万人の霊力を持つ特別な人間だ。そもそも死神は、人間が死ぬ際に放出する霊力の結けつ晶しようライフジュエルを手に入れるために、死神契約を結んでサポートを行っている。それは、満足いく幸福な人生を送った人間ほど、質の高いライフジュエルを放出するからだ。

　となれば、特異者にはより満足いく人生を送ってもらう必要がある。そのために死神は、特異者に対してのみマンツーマンのつきっきりの専属契約を結ぶのだ。偉いぎ業ようを成し遂とげた英雄や天才の裏には、彼らをサポートする死神の存在があった。

「そろそろ特異者を見つけないと、死神界でも私達の動向が不ふ審しんがられるわよね」

　リサラの呟つぶやきにキュールが同調する。

「当たり前ですわ。古い術式の研究してるって届け出てはいますけど、そろそろ疑う死神が出てきて不思議じゃありませんわ。ましてレストール家の跡継ぎ候補が、二人揃って人間界に居るんですもの」

「……今、しれっと跡継ぎ候補の中に自分を入れたわよね。貴方、まだ私を追い落とそうってしてるわけ？」

「お姉様、ひどいですわっ！」

　口の前で両りよう拳こぶしを逆手に握にぎって、キュールが目に涙なみだを浮かべる。

「キュールは献けん身しん的に特異者探しを手伝って来たつもりですわっ。一日でも早く特異者を見つけ出して、お姉様に専属契約してもらうためにっ」

「ご、ごめんね。貴方が、そこまで思ってくれてるなんて」

「もちろんですわっ。リサラお姉様と良介さんの愛の力に破れて、キュールは改心したんですから！」

「あい……あ・い・の・ち・か・ら？」

　少しずつ首を傾かたむけつつ、リサラが片言で繰り返す。

「はい、良介さんに惜おしげもなく恥はずかしい姿を見せるお姉様、そしてお姉様を守るために《グラム》を覚かく醒せいさせる良介さん。ああ、これを愛と言わずしてなんと言うんでしょうか！」

「や、やめてよっ。なんで私が良介とっ。そうよ、あんなエロ介のことなんて！」

　反論するリサラに、キュールがニヤニヤと笑いかける。

「あら、本当にこれっぽっちも思ってないんですね。あーあー、良介さんも危ない目に遭あいながらも頑がん張ばってきてるのに可哀想ですわね」

「それと……それとこれとは違ちがうわよ。そりゃぁ良介には感謝してるし、その、ええと、あれよ、あれ。愛とかそーいうのじゃなくて、友情的なものは感じているわ。男友達っていうのかしらね。ほら、好意は好意でも信用出来るヤツって感じよ、うん。そうそう。あれで意外に、いざって時は頼たよりになるじゃない」

　天てん井じようを見上げながら、リサラが何な故ぜか言い訳がましく喋しやべり続ける。

「ふうん、だそうですわよ、良介さん」

「良介──え、ええぇっ!?」

　慌あわてて周囲を見み渡わたすと、リサラの正面で妄想を終えた良介が頬ほおを掻かいていた。

「い、今の、聞いてたわけ？」

　逃にげるように視線を斜ななめに落として、リサラが顔を少し赤らめながら呟く。

「愛とかそーいうのじゃなくてって辺りで、キュールにつつかれたんでな」

「…………キュールゥ～」

　ジロリと見るが、キュールはニヤニヤと笑うだけだ。

「リサラ」

「ひゃいっ」

　良介にいきなり呼ばれて、リサラの返事が裏返る。

「お前がどう思っているかは別にどうでもいいさ」

「え？」

「俺はリサラのことを大事に思ってる。そう愛してると言ったっておかしくない」

「──！」

　ポンッとリサラの頭上に蒸気が上がりそうなほど、一気に顔が真っ赤になる。それは隣のキュールも同じだ。予想外の事態に、何度も瞬まばたきをしながら慌ただしく二人の顔を見比べる。

「りょ、りょりょりょ、良介、何を、何を言っているのかしら」

「何をも何も、リサラだってもう分かってるだろ？」

　良介がじっとリサラを見つめる。

「分かってるって……そ、そのまぁ、もしかしたら、そうなの、か、かなぁって思うことはあったけど」

　しどろもどろにリサラが答える。

「女の子は俺の宝物なんだ。そこのキュールだって、性しよう悪わるのイリアだって、俺は守る。大事にしてみせる。その結果、モテれば最高だけどそうじゃなくったって、妄想するだけで俺を幸せにしてくれる女の子を、俺は大事にするんだ。そう、愛してる。俺は全世界中の女の子を愛しているんだ！」

　拳を強く握りしめて、良介が熱く熱く断言した。

　そしてリサラは、冷たく冷たく断言する。

「この気持ちが殺意ってものなのね……」

「え、あれ、なんで。俺、今格好いいこと言ったよな？」

　顔中に疑問符ふを浮かべて、良介はキュールを見る。が、キュールもまた冷たい視線を良介に投げかけていた。

　いや、足あし下もとのカエサルもだ。

「なんとっ、四面楚そ歌か!?」

　そんな良介の絶体絶命のピンチを救う呼び鈴りんが、ピンポーンと鳴った。

「あっ、美み菜なだっ！」

　良介は逃げるように立ち上がり、玄げん関かんに向かった。その様子に、

「美菜が来るの？」

「さあ、キュールは聞いてませんわ」

　リサラとキュールが互たがいの顔を見合わせた。今日は試験休み中の水曜日──明後日あさつてには終業式な夏休み直前で、クラスメイトでもある美菜とはまだ顔を合わせていない。

　どうやら良介だけが美菜と連れん絡らくを取り合っていたらしい。となれば、そこには何かしらの企たくらみを感じざるを得ない。

　時計を見れば、午後四時になろうという時間だ。

「そういえば、お祭りがどうとか良介言ってたわね」

　夕飯に安く買った鶏にわとりのももを焼こうかと思って良介に相談したところ、お祭りがあると言われたのだった。

「お祭りと何か関係する企みかしら」

　リサラは顎あごに手を当てて悩なやんだ。

「悩むだけ無む駄だですわ。どうせエッチな方向に決まっていますもの」

　身も蓋ふたもないことをキュールが言う。

「あのねキュール。良介だって、たまにはまともなことを考えるかも知れないじゃない」

「人間界に来てから、そんなことありまして？」

「え……」

　言われてリサラは考え込んだ。

　思い付かない。

　良介の名めい誉よのために必死に記き憶おくの底をさらうのだが、どうしても思い付かない。塵ちり一つないくらいにさらっても、エッチではない良介の素す晴ばらしい提案は思い付かなかった。

「…………」

「リサラお姉様？」

「キュール、未来の可能性を信じることって私、とても素晴らしいことだと思うの」

「それ、意訳すれば思い付かなかったけど、次は良いかも知れないってことですわよね」

　ハァとため息を吐つきながら、キュールが頭かぶりを振ふる。

「その信しん頼らいの原点が、キュールにはさ────っぱり分かりませんわ」

「そう言わないであげてよ。良介は良介で、色々と頑張ってくれてるんだから。嫌な顔はするけど、なんやかんや言って霊れい力りよくを分けてくれてるし、そもそも私達をこの家に居い候そうろうだってさせてくれてるのよ？」

「それは、そうですけれど」

「それに……」

　リサラは思わず言い淀よどんだ。良介を持ち上げるのが、ちょっと気恥ずかしくなってしまったのだ。

（だって「いざとなったら身を挺ていして守ってくれたりして、格好いいところもなくはない」なんて言ったら、またキュールにいらない詮せん索さくされそうだし。はぁ、あれでもう少しエッチじゃなければね。他の女の子にまで妄もう想そうしたりしなければ、もう少し……）

　とか思い悩んでいると、美菜を連れて部屋に入ってきた良介に声をかけられた。

「なに考え込んでるんだよ」

「なにって、良介の妄想癖へきよ。あれがなければ私だってもう少し……」

　良介の存在に気が付いてリサラが、口を閉じた。そしてコホンと咳せき払ばらいをして、

「その大きな袋ふくろはなによ」

　良介が抱かかえている袋の存在を指し摘てきする。

「あからさまに話題を変えたな、おい」

　苦く笑しようしながら良介が袋を食しよく卓たくの上に置いた。

「気のせいよ」

「まぁいいけどさ」

　良介はリサラのはぐらかしはさして気に留めず、いそいそと袋から荷物を取り出した。

「美菜に持ってきてもらったんだ」

　机の上に取り出したものを並べていく。

「うわぁっ、可か愛わいいっ。これ、もしかして浴衣ゆかたってヤツ？」

　目を輝かがやかせたリサラに美菜が微笑ほほえむ。

「うん、私が数年前に着ていた浴衣と、去年着ていた浴衣を持ってきたの」

「でもでも、どうして？」

「良介くんがね、今夜お祭りにみんなで行こうって電話してくれたの」

「そうとも。そしてお祭りと言えば浴衣だ。浴衣姿ってだけでワクワクするだろ？」

　リサラとキュールが顔を見合わせてから良介に振り返り、深く頷うなずいた。

「ね、キュール。良介だって、たまには良いこと企むじゃない！」

　リサラが嬉うれしさに言葉を躍おどらせる。

「うう、今回だけはキュールの負けですわ」

「ふふ、大勝利ね！」

　キュールの敗北宣言を聞いて、リサラは嬉しそうに勝ち誇ほこった。浴衣の可愛さだけではなく、なんとなく良介の株が上がることがリサラには関係ないはずなのに嬉しいのだ。

　まぁ、イレギュラーな形とはいえ良介とは契けい約やくをしているのだから、パートナーが認められることを喜ぶのも当然かも知れない。

「そして、浴衣といえばうなじだ」

　リサラの耳に、良介のあまりまともとは思えない言葉が飛び込んできた。

「普ふ段だんロングヘアーの子が髪かみの毛を結ゆわいた時に見えるうなじ。何より洋服にはない、浴衣の少し下がった襟足からのぞくうなじ。俺は、見たかったんだ。そう、リサラとキュールのうなじを、夏の夜に浮うかぶ、うなじを俺は見たかったんだ！」

　両りよう拳こぶしを握にぎりしめて喜びにむせび泣く良介が、そこには居た。

「……もしかして、それ目当てで浴衣を用意したの？」

「おいおい、俺のことを馬ば鹿かにするなよな」

　リサラの問いに良介が笑う。

「当然、帯がほどけるラッキーイベントも期待しています」

　その返答にリサラはがっくりと崩くずれ落ち、キュールは机を叩たたいて笑い転げたのだった。

「……私は、毎年見せてるのに」

　美菜はそう呟つぶやくと、パンパンと頬を軽く叩いた。

「どうしたんだよ、美菜」

　良介の問いに「なんでもない」と笑え顔がおで返すと、美菜はリサラとキュールに声をかけた。

「二人とも、浴衣の着付けって出来ます？」

「肝きも試だめしで和服を着たけど、自信ないわね」

「そもそもキュールは経験すらないですわ」

「なら、私が手伝ってあげますね」

　答えると、美菜が手を拍うって立ち上がった。

「もう夕方だから、リサラ達が使っている和室で着き替がえましょうか」

　美菜の言葉に従って、リサラとキュールも用意された浴衣を手にとって立ち上がる。ついでに良介も立ち上がる。

「……良介」

　リサラが振り返った。

「はい、なんでしょう」

「カエサルと一いつ緒しよにここでお留守番ね」

「いや違ちがう。これはその、トイレだ、トイレに行こうと思っただけなんだ。別にさりげなく一緒に歩けば、ごくごく自然に着替えをのぞけるんじゃないかとか、そーいうことを考えたわけじゃないんだ」

「ふうん。なんなら今ここで、のぞいても嬉しくない、ううん、のぞく気すら起きない状態にしてあげましょうか」

　リサラが良介の胸に手を伸のばす。そう、良介の生きる力──エッチな魂たましいを霊力として吸い取るためにだ。

　良介の脳のう裏りに、忌いまわしい記憶がよみがえってくる。どんなに刺し激げき的な、手を伸ばせば男の子の夢が叶かなうシチュエーションになっても、まったく興奮しない、何か、いやナニをしようと思えない、あの涸かれ果てた感覚。男としてもう終わってしまったあの苦しみ。その忌まわしい記憶に突つき動かされて、良介はピシッと敬礼をした。

「ごめんなさい。カエサルと一緒にここで着替えを妄想するだけにしておきます！」

「妄想するのもやめてよね!!」

「ええぇ。思想信条の自由、精神の自由は憲法によって保障されてるんだぞ。つまり、俺の妄想はいかなる制約も受けない不ふ可か侵しんの──ごめんなさい。しません」

　リサラの手がさらに接近してきたのを見て、良介は素す直なおに頭を下げたのだった。

　その様子に満足したのか、リサラは結局良介からエッチな魂を吸い取ることなく、美菜とキュールと共に歩き出した。

　最初の数歩は静かに落ち着いて。

　少しすると、少し浮うわついて。

　そして食堂兼けん居間から出て行く時は、ほとんどスキップで。

「リサラのやつ、そんなに嬉しかったのかよ」

　自然と良介の顔に微び苦く笑しようが浮かび、かき消えた。

　思うのだ。

　リサラが人間界に来てから、まともに着た服は何着だろうかと。良介とリサラとキュールの生活は、海外赴ふ任にん中の両親から送られてきている仕送りで成り立っている。だが、両親はそこにリサラとキュールというイレギュラーな住人が居ることを知らないし、そもそも「色々あって死神と同どう棲せいしてます。テヘ」なんて言えるわけがない。である以上、仕送り額は良介一人分になる。そのお金を三人の食費と光熱費に充あてているのだが、生活費はかつかつだ。余分な物を買う余よ裕ゆうなんてあるわけがない。

　しかもリサラは抜ぬけ駆がけして人間界に来ている。

　キュールの情報工作によって古いにしえの術式研究中ということになっているとはいえ、勝手に出てきたことには変わりない。いくらお嬢じよう様さまといっても、そんなリサラにお小こ遣づかいがあるわけがなかった。

　つまり、リサラは必要最低限の衣服しか持っていなかった。

「そりゃまぁ、可愛い服とか着てみたいだろうなぁ。といって、夏休みとか以外はバイト禁止だしな……」

　一つ、リサラに衣服をプレゼント出来る方法はあった。

　それは、良介のエッチな魂。

　エッチな魂を霊力として取り込み、術式によって衣服を塵じん芥かいから作り出す方法だ。制服や下着がこの方法で作られている。

「いやだが、それはその……」

　思い悩んだ良介の足あし下もとで、カエサルが苦笑するように小さく吠ほえた。それはまるで、

「とりあえず浴衣を用意したんだし、いいんじゃないか？」

　と言っているようだった。

「そうだよな、カエサル。てか、今いま頃ごろあの三人で着替えてるのか……」

　思考が瞬またたく間に着替えシーンに飛んでいく。

　きっと下着姿でバストの大きさを指摘し合ったり、ウエストの細さをうらやんだり、上う手まく着付けられないで乱れて胸むな元もとがはだけた浴衣姿になったりしているに違いない。

「オン……（妄想しないんじゃなかったのか？）」

「カエサル、お前ほどの犬でも分からないのか。これは妄想じゃない、シミュレーションだ。現実を想定しているだけで、そこに脚きやく色しよくは加えていない。妄想は、そこによりエッチな要素を取り込み、脳内に俺の楽園を築く行こう為いを言うんだぞ」

　その良介の返答に、カエサルは付き合ってられないと床ゆかに寝ねそべったのだった。

　そして良介の妄想、もといシミュレーションワールドが繰くり広げられること二十分、居間の扉とびらを開けて三人が入って来た。

　瞬しゆん間かん、良介のシミュレーションは綺き麗れいさっぱり吹ふき飛んだ。

　現実が、良介の妄想を超こえていた。超えまくっていた。

　キュールの浴衣姿は、本当にお人形のようだった。栗くり色いろの淡あわい髪を後頭部で結わいて、ニコニコとしている。

　美菜は浴衣を着てなお目立つその胸の大きさが、このまま帯を取ってクルクルと回したくなる。

　そしてリサラだ。長い長い赤い髪を頭の上でお団子状に結わえている。似合うかどうか不安なのかちょっと俯うつむき気味で、巾きん着ちやくを両手で持ちながら、上うわ目め遣づかいで良介を見ていた。

「…………くぅぅ」

　良介の瞳ひとみから涙なみだが流れ落ちる。

「ど、どうしたのよ」

「リサラ、俺は……俺はもしかして夢を見ているんじゃなかろうか」

「夢？」

「ああ、そうだ。こんな最高の、最高の浴衣姿と夏祭りだなんて……」

「最高？　そ、そうかしら。似合ってる？」

　少し照れながらリサラがくるりと一回転をする。

「ああ、似合ってる。まさに浴衣美少女だ」

「あははは。やーねぇ、そんなこと言われないでも分かってるけど、え、えへへ」

「そしてキュール、美菜。お前達も最高だ」

「ま、まぁキュールが可愛くないわけありませんし」

「最高、良介くんに最高って言われちゃった……」
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　キュールは頬ほおを掻かきながら、美菜はモジモジとしながら答えてくる。

　その様子を良介は──見ていなかった。

　ボロボロと涙が溢あふれ流れているのだ。目をギュッと閉じて、拳をフルフルと握りしめ、感動にむせび泣きながら熱い想いを吐と露ろする。

「うう、分かってる。これが単なるラッキーだってことは分かってるさ。こんな俺に、本当の意味で浴衣ゆかた美少女イン夏祭りなんてビッグイベントが来るわけないって分かってる。それでも、たとえそれがラッキーイベントだとしても、これで俺の、俺の夏に悔くいはないっ。俺は明日あしたを生きていける！」

　熱くむせび泣く男が一人。

　照れながらクルクル回る少女が一人。

　ニヤニヤと頬を掻く少女が一人。

　俯きながらモジモジと照れる少女が一人。

「ふわぁぁ」

　呆あきれて欠伸あくびをするカエサルの前で、突っ込み役不在のまま四人は暫しばらくそのままの状態を続けたのだった。




　　　　※　　　※　　　※




「かなり混こんでるな」

　お囃はや子しが響ひびく神社の参道の中、良介は人混みをかき分けて歩いた。その後を浴衣姿の三人が続いて歩く。浴衣美少女三人に囲まれる奇き跡せきの夏を体験したかった良介にとって、この人混みは邪じや魔ま以外の何物でもなかった。だって、道を造る役目を女の子にさせるわけにはいかずに先頭を歩くと、目の保養が出来ないのだ。

　たとえそれが、自分の物ではないとしても、自分には届かない美少女達だとしても、見るくらいは許してくれてもいいじゃないか。この一いつ瞬しゆんは囲まれてハーレム気分を味わったっていいじゃないか。神様の馬ば鹿か野や郎ろう！

「くそ、だからもっと早く家を出たかったんだ。予定より遅おくれたせいで、この人混みだよ！」

「遅れたって、ずっと泣いていたのは誰だれよ」

　良介の愚ぐ痴ちを、すぐ後ろを歩いているリサラが耳ざとく聞き留めて非難の声を上げた。

「見てないで止めてくれたっていいだろう！」

「……その、ええと」

　良介の反論にリサラが口ごもる。すると、その後ろからキュールの突っ込みが入る。

「リサラお姉様もクルクル回ってましたものね～」

「キュールだってニヤニヤしてたじゃないのっ」

「クルクル回ってるよりはマシですわ」

「いや、似たようなもんだと思うぞ……」

　良介の指し摘てきに、リサラとキュールがプイッと顔を背そむけてしまう。

「あの三人とも、喧けん嘩かしてないで夜店とか行きましょうよ」

　美菜がおずおずと最さい後こう尾びから提案してきた。彼女の言う通り、神社の参道脇わきには夜店が所ところ狭せましと並んでいる。綿わた飴あめ、バナナチョコ、ソースせんべい、リンゴ飴、焼きそば、げそ焼き……どれもこれもお祭りには欠かせない、いやお祭りのメインといっていいラインナップだ。

　良介も、リサラもキュールも思わず立ち止まると夜店に目移りし始める。

「こ、これが日本の夏祭り……死神養成学校で習ってはいたけど、何なのかしら、このチープ感が漂ただよっているにもかかわらず、心を、いいえ魂を引きつける魅み力りよくは」

　リサラの呟つぶやきに、キュールも同調する。

「ええ、どれもこれも安そうで粗そ雑ざつそうなのに、キュールの魂が叫さけびますわ。買いたい、はしゃぎたい、両手に持ちたいって！」

「クスクス、その気持ちは私も同じかな。お祭りは幾いくつになっても楽しいから。ね、良介くん」

　いつの間にか良介の隣となりに来た美菜が、ニコリと微笑ほほえんだ。

「まあな。小さい頃から美菜とは毎年お祭りに来てるけど、何度来ても飽あきないよなぁ」

「うん。いっつも楽しいよね」

「ふううううん、毎年二人で来てるんだ」

　リサラの横目に、良介は平然と答える。

「幼おさな馴な染じみとはいえ、美菜は可か愛わいい上に巨きよ乳にゆうだからな。わざわざ大おお平ひらなんかと来るわけないだろ」

「あ、あの良介くん、人混みの中でそれはちょっと……」

　美菜がカァッと顔を赤くする。

「一目瞭りよう然ぜんなんだからいいだろ。というか、既すでに目立ってるし」

　そう誰が見たって、いや誰しもの目を引く巨乳なのだ。現に、周りを行き交かう男達が一度は美菜の胸に目をやっている。

「目立ってるって……あ、あははは、やだ可愛いって……あは」

　モジモジしてる美菜から視線を外して、良介はリサラとキュールを呼んだ。

「何よ、良介」

「あら、美菜さんは放置ですの？」

　なんでかリサラの声は不ふ機き嫌げんそうで、キュールは苦く笑しようしている。

「どうしたんだ、お前達」

「別になんでもないわよっ」

「そうそう、キュールには何でもないですわ」

　変な奴やつらである。

「まあいいや。夜店のことだけど、当然お前達は我が家の財政状じよう況きようを理解しているな？」

　二人がコクンと頷うなずく。

「美菜の小遣いに頼たよるわけにはいかないからな。我ら三人の軍資金は三千円だ」

「さ、三千円っ！」

　リサラが目を丸くして驚おどろく。そりゃお嬢様のリサラにしてみれば、あり得ない金額だろう。だが仕方ないのだ。夏休みにバイトをするにしたって、今無いものは無いのだ。

「仕方ないだろ。これから夏休みだってあるんだぞ、遊ぶお金も考えれば……」

「違うわよ。いいの、そんなに使っちゃって！」

　逆方向の驚きだった……。

（まぁ、リサラはスーパーの特売とか漁あさるの上う手まいもんな。あと安売りで美お味いしい料理作るのも）

　昨日は、仲良くなったパン屋で貰もらった食パンの耳に、砂糖をまぶして揚あげたお菓か子しが出てきました。

「夏場は生ものの足が早くて腐くさりやすいから、特売を買い込むとか難しいのよ？」

　生活臭しゆう漂ただよう指摘だった。

「俺の計算なら問題ない。それに夏休みは桃もも園ぞの学園はバイトＯＫだからな。ちょっとは稼かせごうと思ってるんだ」

「計算出来てるならいいけど……」

「ってわけでだ、夜店は厳選しなきゃならん」

「はいっ、はいはい！」

　勢いよくキュールが手を挙げた。ぴょんっと体ごと飛び跳はねながらだ。

「キュールはあの綿飴ってお菓子を希望しますわ」

「でもキュール。あの綿飴って、中身がスカスカなんでしょ。だったらもっと、ちゃんと中身があるものがいいと思うけど」

「リサラお姉様は、どうしてそうケチなんですの」

「ケ、ケチッ!?」

「せっかくのお祭りなんですから、もっと楽しまなきゃ損ですわ」

「でも、そんなにお金もないんだし……焼きそばとかの方がお腹なかにたまって、効率的なんじゃないかしら」

「なんだリサラ、もしかしてお腹が減ってるだけか？」

「ばっ、ばかっ、違うわよ。別にそういう意味で言ったんじゃないってば！」

　ブンブンとリサラが首を横に何度も振ふる。その仕草が微び妙みように怪あやしい……。

「あのあの、三人とも」

　素すに戻もどっていた美菜が、小さく手を挙げる。

「そこそこお小こ遣づかいあるから、キュールちゃんの分は私が払はらってもいいかなって」

「え、本当ですの！」

　キュールが手を拍うって跳とび上がる。が、良介とリサラは思わず顔を見合わせた。

「美菜、そう言ってもさ」

「ううん、いいの良介くん。それに私とキュールちゃんが綿飴とか欲しいものを買って、良介くんとリサラも欲しいものを買ってくれば、みんなで分けられるでしょ」

「言われてみれば、その通りね。良介、今度何かでお返しするとして今夜は美菜のお世話になるのもいいんじゃない？」

「う、うーん……」

　何となく、幼馴染みの美菜とはいえ女の子におごってもらうってのが、釈しやく然ぜんとしない良介だ。

「良介くん、女の子の顔を立てるのも時には大切だよ？」

「そんなもんかな」

「うん、そんなもんだよ」

　微笑みながら言う美菜に、どうやら良介は勝てそうもなかった。

「そうだな。なら美菜、キュールを頼たのむ」

「うん」

「美菜さんっ、さっそく綿飴の屋台に行きますわよ！」

　キュールが美菜の手を取ると、勢いよく人混みの中に分け入ってしまう。

「お、おい。待ち合わせは、三十分後に本ほん殿でん脇わきのおみくじの自じ販はん機きだぞ！」

「いつもはぐれたら合流する所だね！」

　人混みの中から美菜の返事が聞こえてきた。

「ったく、キュールのヤツはしゃぎ過ぎにもほどがあるだろ」

　良介が苦笑すると、隣のリサラも苦笑した。

「ませてるけど、まだまだ子供なのよ」

「まったくだな」

「でも、貴方あなたたち本当に幼馴染みよね」

「本当にって嘘うそなんて吐つくわけないだろ」

「そういう意味じゃないんだけどね」

　リサラが肩かたをすくめるが、良介にはその意味がさっぱりだ。

「ま、いいわ。ならこっちはこっちで楽しみましょ」

　リサラが機き嫌げん良さそうに微笑んだ。

　良介はその微笑みを見ながら、今年の夏祭りが楽しくなる予感がしていた。

　……していた。

　そう、気が付けば全く想定していない事態になっていたのだ。

　それは、楽しくなる予感から僅わずか数分後の出来事だった。

　リサラが、緊きん張ちようしてうわずった声を上げた。

「は、初めては初めてなんだから、その……わ、私だけに任せないで、男の方から、ちゃ、ちゃんとしなさいよね」

「え、ええと、え？」

「わ、私だって男の人と、は、初めてなのよっ」

　顔を背けていたリサラが良介の顔を見る。その顔は真っ赤で、瞳ひとみは一瞬良介と交わっただけで、すぐに横に移動してしまう。

「だから良介からしっかり、そ、その……し、してよ」

　最後の「してよ」って時には、もうボソボソとした小さな呟きになってしまっていた。そして、言い終わるとすぐにまた顔を背けてしまう。

「リサラ……あ、ああ、分かった。す、するよ、俺からちゃんと」

　ドキドキと高鳴る心臓は、このまま臨界点を突とつ破ぱしてしまいそう。それでも良介は男の子だった。女の子からここまで言われて、しないなんて選せん択たく肢しはなかった。

「リサラ、い、いいか？」

「う、うん……」

　小さな返事を聞いて、良介はゆっくりと力を入れた……。

「いっ、痛っ。も、もう少し優やさしく……」

　リサラの声を聞いて、良介は慌あわてて力を緩ゆるめた。

　そして感じる。

　リサラの温かさを。

　そう、握にぎったリサラの手の温かさを。

　良介とリサラは、初めて手を握って歩き出したのだった。

　ことの発ほつ端たんは、リサラが微笑んですぐ後のことだ。

　リサラが歩き出し、ピタッと止まった。

「どうしたんだよ？」

「こ、混雑してるわよね」

　振り返らずに言ってくる。

「ああ、そうだな」

「はぐれちゃわないかしら」

「そりゃまぁ、危険性はあるな」

「さっき、キュールが美菜の手を取ってたのは、きっとその危険性を減少させるためよね。いわゆるリスクマネージメントってヤツよね」

「リスクマネージメントって、そこまで言うほどじゃ……」

「いいえ、リスクマネージメントよ」

「はぁ」

「危機管理の第一歩は、可能性の芽を摘つむことにあるとは思わない？」

「ええと、俺はリサラが何を言いたいのかがさっぱり──なんだ？」

　リサラの右手が後ろに、つまり良介に向かって差し出された。

「いい良介、これはあくまでもリスクマネージメントよ」

「…………ええと、だからなに？」

「──っ！」

　ぐるりとリサラが振り返るとズカズカと戻ってきて、良介の左手を握った。

「ちょっ、ちょっとおい!?」

　心臓が飛び跳ねる。そんな良介の心臓発作の危険を気にも留めずに、リサラが言葉を叩たたき込んでくる。

「はぐれたくないでしょっ。そもそもお財さい布ふは良介が持ってるのよ！」

「は、はい」

「はぐれたら、私が何も買えないじゃない」

「そ、そうですね」

「だからこれは、リスクマネージメントなのよ。分かる、ただのリスクマネージメントよ！」

「りょ、了りよう解かいです！」

　握り返すことなんか出来ずに、ただ握られたまま良介は背筋を伸のばして歩き出した。

　文句なんてあるわけがなかった。それがたとえどんな理由であろうとも、夏祭りの夜店を浴衣ゆかた姿の女の子──それも美少女──と、手を繋つないで回る。これ以上の青春があるだろうか。ない。絶対にない。

　良介が望んでも望んでも手に入らないと思っていた、充じゆう実じつした青春が今ここにあった。

　そう考えて、ふと思った。

「あ、あれ？」

「なによ」

　隣となりを何な故ぜか良介の反対を向きながら歩くリサラが、硬かたい声で返してくる。

「いや、霊れい力りよく測定で手を握ったことはあったけどさ」

「そ、そんなこともあったわね」

「こうやって手を繋いで歩くのって、は、初めてじゃね？」

　うわずった声になってしまう。が、その問いへのリサラからの答えは、ない。何も言ってくれない代わりに、ただ立ち止まってしまった。

「ええと、あの、リサラさん？」

　名前を呼ぶと、リサラがビクッと一いつ瞬しゆん肩を跳ねさせる。そして、握った手を離はなしてしまう。

（くっ、余計なこと言ったせいで手を繋ぐのはここまでかっ）

　と思うと同時に、なんとなくホッとする良介もいた。嬉うれしい。凄すごく嬉しいけど、どうしていいのか分からない、幸せすぎて逃にげ出したくなる気持ちもまたあるのだ。

　が、そんな良介の思いとは裏腹に、リサラは良介の名を呼んだ。

「良介」

「は、はい」

「そうね、貴方の言う通りだわ。私、男の人と初めて……て、手を繋いで歩くのね。だからその、やっぱり自分からじゃなくて……りょ、良介からしてよね」

　そしてリサラは、自分から手を差し伸べたのだった。

　で、良介はぎこちなくその手を握り返して今に至る。

　興奮する。凄く興奮するが、ドキドキするだけで……普ふ段だんの大興奮とは何かが違ちがうのだ。何がどう違うのか分からないのが、良介にはもどかしい。

　しかも、リサラもずっと黙だまったままのせいで、二人はあてもなく参道を歩いていた。

　途と中ちゆう、当初から購入予定の焼きそばを買い、隣の夜店からの誘さそいのままにお面を一つ買い、それだけだ。

　二人とも黙ったまま、ただ参道を歩いていた。

　気まずい。凄く気まずい空気だった。

　にもかかわらず、良介はこの空気を壊こわすことが躊躇ためらわれたし、リサラの方から何かアクションを起こすこともなかった。

　その何とも言えない緊張した空気が破られたのは、たった一言だった。

「あれ、リサラさんに良介じゃないか」

　人ひと混ごみの向こうから響ひびく、クラスメイトにして校内女子の好こう事ず家かによる情報ネットワーク『マンコカパックパーティー』現会長大平の呼び声、それが二人の緊張した空気をものの見事にぶち壊したのだ。

　良介とリサラ、ほぼ同時に手を離して互たがいの顔を見て、

「あははははははは」

　やや引きつりながら笑いあう。

「くぅぅ、ずるいぞ良介。浴衣姿のリサラさんを独どく占せんするなんて！」

　人混みをかき分けてやってきた大平が、良介に詰つめ寄ってきた。

「ん、まぁほら、居い候そうろうさせてる特権ってヤツでさ」

「そうそう、たまには良介にも目の保養っていうご褒ほう美びをあげないとね」

　良介の言葉をリサラが受ける。何の不自然もない、いつも通りの会話のキャッチボールだ。

「でだ、良介」

「なんだよ」

「ここにリサラさんがいるってことは、大倉さんもキュールちゃんもいるってことだよな」

　その勢いに押されて良介とリサラが頷うなずくと、大平は小さくガッツポーズをした。

「よし決めたっ。こうなれば、今こ宵よいこのお祭りに来ている校内女子の浴衣姿ランキングを作ってやるっ。そしてリポート書き上げて明後日あさつての終業式で発表してやるっ。うっし！」

　力強く宣言して、大平は人混みの中に消えていった。

　その迫はく力りよくに良介もリサラもあっけにとられて、数秒間大平が消えていった方向をただ見ていた。

　が、そこは人混みだ。人の流れに押されて、油断すると良介とリサラの距きよ離りが離れていってしまう。

「お、おい、リサラ」

　慌てて人混みに流されてしまうリサラを追う。ハッとして状じよう況きように気が付いたリサラも、自力で良介に近づいてくる。

　なんとか人混みの中で合流した時には、参道脇わきの茂しげみ近くだ。

「あーっと、つまりはじき出されたってことか」

　苦く笑しようしながら良介が隣を見ると、いつの間にかリサラが子供向け番組のヒロインのお面を被かぶっている。

「何してんだ、お前？」

　その疑問に答えずに、リサラがお面を被ったまま良介を見る。

「またリスクマネージメント……しよっか」

「え？」

「はぐれちゃう危険性が現実のものになったしね」

　お面のせいで顔色は分からないが、なんとなくリサラの声のトーンはいつもより高いような……。

「いや？」

「まさか。そうだな、はぐれかけたもんな今さっき」

「ええ」

「でもさ、歩くときはお面を外せよな。危ないぞ？」

「…………歩き出したらね」

「ま、いいか」

　良介は軽く頭を掻かくと、お囃はや子しと喧けん噪そうの中でリサラの手を握にぎった。そして歩き出す──た時だった。

「キャッ」

　リサラが小さな悲鳴と共にバランスを崩くずす。

「とっ！」

　手を握っていたおかげもあって、良介は転てん倒とう前にリサラの体を抱だき抱かかえることが出来た。もちろん焼きそばは落とさずにだ。

「…………」

「…………」

　固まること数秒。どちらからということもなく、二人は体を離した。

「だ、だからお面を着けたままじゃ危ないって言っただろうが」

　良介の指し摘てきに、お面を外したリサラが唇くちびるを尖とがらせた。

「違うわよ。草履ぞうりの鼻はな緒おが切れちゃったのよ」

　確かに、リサラが履はいている右足の草履の鼻緒が切れていた。

「美菜んちにあった古い草履らしいから、まぁ仕方ないか」

「美菜に謝らないと……」

　美菜の草履ということを思い出して、リサラがしゅんとなった。そんなリサラを励はげますために、良介はことさら明るい声を出す。

「まあ、それは後でするとして、まず今どうするかだな」

「え？」

「この人混みの中、片足だけで跳はねながらは歩けないだろ。それとも、今夜中俺と肩かたを組んで歩くか？」

「……そうね、それは遠えん慮りよしたいわね」

　その様子を想像したらしく、リサラが苦笑いを浮うかべる。

「なら簡単だ。俺に考えがあるから、そこまで行くぞ」

「仕方ないわね」

　頷くリサラとぎこちなく肩を組むと、良介は記き憶おくの中にあるすぐ近くのベンチに向けて歩き出した。隣でリサラがケンケンと跳ねる。

　リサラの腋わきの下に回した腕うでは、上に向ける。だって横にするとバストに行きそうで、リサラに睨にらまれたのだ。おかげで肩を組むというよりも、腋の下からリサラを抱えるような格好で歩いた。

　それが良くなかった。

　参道から少し離れたベンチに着いた時、崩ほう壊かいの序曲は始まっていた。

　浴衣に慣れていないリサラや良介の気が付かないところで、だ。

「地面に座ると汚よごれるからな。このベンチに座ってくれ」

「どうするつもりなの？」

「時代劇とかによくある方法だよ。ハンカチを切れた鼻緒の代わりにして補修するんだ」

「あ、なるほどね。放置されてたハンカチを洗せん濯たくして、現げん役えき復帰させた甲か斐いがあるってものね」

「そういうことだ。じゃ、座らせるぞ？」

「ええ」

　腋の下から腕を抜ぬく。リサラは良介の肩に掴つかまったまま、鼻緒の切れた草履を履いていた右足を裾すそがはだけないように上げてヨロヨロとベンチに腰こしを落とした。背中の帯の存在なんて、二人の頭の中にはなかった。

　ズリッ。

　ベンチの背に帯が引っかかる。

　無理のある姿勢でここまで来た帯は、そう、緩ゆるくなっていた。

　ハラリと帯が解ほどけた。

　パサァと浴衣ゆかたの襟えりが左右に広がっていく。

「はえ？」

　何とも間の抜けた声を上げてリサラが固まった。
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　良介の目の前で、浴衣は左右に更さらに広がっていく。

「こ、これが……これが日本人の魂たましいかっ！」

　良介の中で、脈々と受うけ継つがれる日本男子の心が燃え上がる。

　全ぜん裸らではない。何よりもリサラは下着をちゃんと着けている。

　だが、だがしかし、綺き麗れいな浴衣の布がリサラの白い下着を半ば隠かくしているのだ。

　そう、そうなのだ、綺麗な浴衣の布がリサラの白いお腹なかを半ば隠しているのだ。

　上半身を見てみよう。その残念極きわまりない胸に不必要に装着されているブラジャーが、頂点と（思われる）箇か所しよから外だけを隠している。もちろん谷間なんてものはない。だがその上に視線を移せば、鎖さ骨こつがあった。首筋から鎖骨の一部が露ろ出しゆつしていた。浴衣によってチラリと見えるだけの、絶ぜつ妙みようの露出加減でだ。

　下半身を見てみよう。右足を上げているせいか、右みぎ脇わき腹ばらは見えない。が、おへそは揺ゆれる浴衣の襟で見えたり見えなかったりを、まるで良介を焦じらすように繰くり返している。そして左脇腹、至宝ともいえる見事なウエストラインが露あらわになっている。

「この右は見えないけど、左は見えるってのがまた素す晴ばらしい！」

　そしてパンツ。白いパンツがこれまた左半分だけ見えていた。

「何よりもだっ。左足様が、左足様の太もも様が全開でありますっ。そして、付け根がっ、パンツに隠されたエデンと陸続きの、太もも付け根が全開であります！」

　思わず良介は敬礼をした。もちろん、しっかりとこの貴重な、貴重すぎる、人類の歴史に残すべき奇き跡せきのワンシーンを脳のう裏りに焼き付けながらだ。

「いやだが、だが待て。待て、俺。これで満足していいものかっ。やっぱり和服の下はノーパンツという都市伝説まで、禁断のノーパンツ浴衣の域にまで行くべきではなかろうか。それが日本男子として生まれたからには目指すべきことではなかろうか。そうとも、浴衣で半分隠された赤い草原、それこそを俺は見るべきではないか、望むべきではなかろうか！」

　良介の魂の、生きる力の眠ねむる奥底で咆ほう哮こうが上がる。突つき刺さされた《折れた剣けんグラム》が、激しく燃える良介のエッチな魂を吸い取り、身み震ぶるいし、強く逞たくましくいきり立ち始める。

　もう止まらなかった。

　この、この刺し激げき、この夢のようなシチュエーションの前で、良介のエッチな魂が止まるわけがなかった。

　そんな燃えたぎる魂のままに、良介は叫さけぶ。

　そして魂のほとばしりのままに頭を下げた。

「そういうわけで、パンツを脱ぬいで欲しいっ」

「…………」

「安心しろ。変態にも良識とルールはある。脱いでるところは見ないから！」

「良介、顔を上げてもらっていいかしら」

「え、パンツ脱いでるところも見ていいのか！」

　リサラの思わぬ答えに、良介は勢いよく顔を上げた。すると、その胸にリサラの手が触ふれた。

「はえ？」

　何とも間の抜けた声を上げて良介が固まった。

「《グラム》、《折れた剣グラム》よ。汝なんじの主あるじリサラ・レストールの名において命ずる。この私に、かき抱いた魂の力を捧ささげるのよ！」

「うひぃぃぃぃっぃ！」

　良介の悲鳴と同時に、

　──オオオオォォォォォオォォン！

《グラム》が雄お叫たけびを上げながら震ふるえる。

「《グラム》よ、汝の主の命に従いなさい！」

　断固としたリサラの命令の前に、《グラム》が雄叫びを収める。それと同時に、良介の魂から生きる力──エッチな魂が《グラム》を通して霊れい力りよくに変へん換かんされ、リサラに流れ込んでいく。

　しおしおと良介の興奮がしなびていく……。

　徐じよ々じよに目の前にある、浴衣のはだけた魅み力りよく的で大興奮なリサラの姿が、どうでもよくなってくる。

　いや頭の中では、理性としては、この姿がエッチで興奮すべきものだとは理解している。だが現実問題として、まぁどうでもいいや的な感想しか出ない、そんな涸かれ果て終わった男に良介は変わっていってしまう。

「ふぅ、この程度でいいかしらね」

　満足したようにリサラが息を吐はいた。そんなリサラに、良介は落ち着いた声をかけた。

「リサラ」

「何よ」

「見てて悲しいから、早く着付けし直してくれ」

　良介は、着崩れて肌はだを露わにしているリサラを静かに見つめた。

「へ？」

「悲しいんだ、ホントに悲しいんだよ。浴衣半脱ぎ姿を見ても、何も感じない、何も、何も、何もボルケーノしないこの感じ！」

　ボスッ──夜店で買ったお面を、思いっきり顔面に押しつけられた良介だった……。




　　　　※　　　※　　　※




　良介が顔にお面を押し付けられている頃ころ、キュールと美菜は夜店をしっかり満まん喫きつしていた。

「うーん、向こうはどうなってるかしら」

　そう呟つぶやいて、キュールが綿わた飴あめを軽く千切って口に入れる。

「キュールちゃん、気になるの？」

　隣となりを歩く美菜が、探さぐるようにキュールを見た。その視線から逃にげるように、キュールはまた一口綿飴を食べる。

「……まさかー。キュールには関係ありませんもの。ただほら、どう面おも白しろいことになってるかなぁって思うだけですわ」

「本当にそうなのかな」

「もちろんですわ。それに美菜さんだってライバルが増えたら困るでしょう？」

「ライバルって、その私は……」

　探るような視線を返されて、美菜が言い淀よどむ。

「そもそも、美菜さんはキュールと一いつ緒しよで良かったんですの？」

「え？」

「良介さんと一緒に夜店を回りたかったんでしょ？」

「それはその……」

「隠さないでも分かりますわ」

「うん。でも、どうしてかな。あの時は、なんだかそうしなきゃって思ったから……私自身でもちょっとよく分からないけど」

　うーんと美菜が小首を傾かしげる。

「やれやれ。骨の髄ずいまで世話好きなんですね、美菜さんってば」

　キュールが微笑ほほえみながら、好意をもって美菜を見上げる。

　その時だった。

「呑のん気きなことだな」

　美菜の口から、とても彼女とは思えない響ひびきの声が漏もれ流れた。

「美菜さん……？」

「大おお倉くら美菜が世話好きなだけで、あの場を引いたと思っているとしたら、キュール・ゼリア。貴様は私が思うよりも呑気だと言っている」

「…………何者ですの」

　一歩離はなれて距きよ離りを取ると、キュールはいつでも戦せん闘とう態勢が取れるように腰を落とす。

「ふむ、この体は確かに大倉美菜の物だが、私は美菜ではない。だが、そうだな……ここでは目立ちすぎる。そこの人ひと影かげのない茂しげみの向こう辺りで話すとするか」

　美菜にして美菜でない相手はそう告げた。

「そう言われて、馬ば鹿か正直に付いていくキュールだと思いまして？」

「確かにな。だが私は、この大倉美菜の体を操あやつっているのでね。ま、人ひと質じちといったところだな。それでも私に従えないというのかな」

「くっ……」

　キュールは唇くちびるを噛かんだ。悔くやしいが相手の言う通りだった。操られている以上、美菜は人質なのだ。

「分かってくれているようで嬉うれしいよ。さあ付いてきたまえ」

　歩き出した美菜の後ろ姿を、キュールは悔しげに見つめてから渋しぶ々しぶと従った。

「さてと、予想通りこの辺りに人が来る気配はないな」

　夜店の灯あかりもほど遠い鎮ちん守じゆの森の片かた隅すみで、美菜が呟いた。

「こんな所にまで連れてきてどうするつもりですの。キュールを襲おそうつもりなら、たとえ美菜さんでも気絶させるくらいはしますわよ」

　キュールは敵意をむき出しにしてにらんだ。

「はは、大倉美菜の体を借りている状じよう況きようでは、何もできないだろ？」

「貴方あなたがレズビアンだって可能性だってありますもの」

「加賀良介が側そばにいるせいかな、中々に変態的な発想をするものだ」

　美菜が失しつ笑しようする。

「なっ、りょ、良介さんみたいなエロ介と一緒にはされたくないですわ！」

「ふむ。だが一緒になってもらわねば困るのだがな」

「……何を言ってますの？」

　心底言っている意味が分からないと、キュールが瞬まばたきをした。

「一つになると言ったら分かるかな？」

「はぁ？」

　さっぱり分からない。

「やれやれ、ませたことを言っているが、やはり子供ということか」

　その言葉に、キュールはムッと眉み間けんに皺しわを寄せる。

「子供にも分かりやすく言うとしよう。キュール・ゼリア、加賀良介と初体験をしてもらおう」

　キュールはぽかーんと美菜を見た。そのまま一秒、二秒、十秒、三十秒、一分、キュールの脳内はまだ発言内容を理解出来ない。仕方なく美菜がより直接的に補足を始める。

「キュール・ゼリア、お前の初めてを加賀良介に捧げるのだ」

「初めてを捧げる……初体験……一つになる……」

　言われた言葉をキュールが繰くり返し──カァァァと顔を真っ赤にして叫んだ。

「私が良介さんと初体験ですってぇ────っ！」

　素すっ頓とん狂きような叫び声だった。

「バッ、バッカじゃないですのっ。なんでこのキュールが、あ、あ、あんなエロ介に初めてを捧げなきゃいけないんですのっ。あり得ませんわっ。ええ、ない、ないない、ないったらないですわ！」

「ほう、そこまで拒きよ否ひ反応を示すか。それとも照れているだけかな」

「て、照れてるわけありませんわっ。心の底から、心の……」

　少し言い淀んでから頭かぶりを振ふると、キュールはまた叫ぶ。

「と、とにかく、あり得ませんわっ。そもそも貴方、何のつもりですのっ。いったい誰だれが何の目的でこんな馬鹿げたことしてますの！」

「やれやれ、まだ気が付かないか」

　美菜が肩かたをすくめながら、一歩近づいてきた。その様子をキュールは、スゥッと興奮を抑おさえて警けい戒かい感も露あらわに見つめる。

「私の名は六十九スタンザに位置するメイズ・ガルダーブロウグだ」

　厳おごそかにガルダーブロウグは宣告した。

「なっ！」

「大倉美菜の魂たましいには、一度術式を掛かけているのでね。君たちは術式を解けたと思っていたようだが、この私の術式はひよっこ共にどうこう出来るものではないのだよ。まだしっかりと楔くさびは打ち込まれている」

　自じ慢まんするわけでもなく、ただ事実を淡たん々たんと告げる。

「だが私も鬼おにではない。キュール・ゼリア、貴様が取引に応じるのならこの大倉美菜の魂を解放しよう」

「それを信じろと言うんですの？」

　疑いというよりも、欠片かけらも信じていない視線をキュールが投げる。

「私は革命者だ。革命とは信義を重んじるものだ」

　そう言ってから、フッと美菜──ガルダーブロウグが笑った。

「と言っても信用はしてもらえないだろうな」

「当たり前ですわ」

「だがな、貴様には信じる以外手立てはないのだよ」

　冷然とガルダーブロウグが言う。

「ああ、もちろん。この事実を知ったのだからな、死神組織に助けを求める手はあるだろう。だがな、私はこの美菜の体から常に貴様達を監かん視ししているのだぞ。妙みような動きをすればどうなるか、分かるな」

「く……くぅ」

　キュールが呻うめく。

「何、私が貴様に頼たのみたいことは簡単なことだ」

　ガルダーブロウグが長さ五センチほどの円えん筒とう形けいの物体を取り出して、キュールに投げる。

「何ですの、これは」

　受け取ったキュールは、いぶかしげにその物体を見つめる。

「口紅だ」

「口紅？」

「初体験に、化け粧しようの一つもしない気か？」

「なっ!!」

　キュールの顔が真っ赤になる。

「はははは、冗じよう談だんだ。それはただの口紅ではない。その口紅をした者は短時間だが、私と霊れい的てきにリンクされる」

「……それがどうしたっていうんですの？」

「私はね、加賀良介の魂の秘密を知りたいのだよ。あの魂は特異者とは思えないが、何かがある。それを私は知らねばならない」

「良介さんの魂に何かが……？」

「そうだ。そこで初体験だ。初めてはすべからく、人の魂を大きく揺ゆさぶり隙すきを見せるものだ。その隙を使い、私は加賀良介の魂を調べようと思う。だがそのためには、その際に私が加賀良介に触ふれていなければならない」

　そこで言葉を句切り、ガルダーブロウグはニヤリとキュールを見る。

「つまりだ。その口紅によって霊的リンクを私と張った状態でキュール・ゼリア、貴様には加賀良介と初めての肉体結合を行ってもらう。要するに、初体験だ」

「なっ、なっなっなっ」

　あまりのことにキュールの口から言葉が出てこない。今にも脳がショートしてしまいそうだ。

「最初はこの大倉美菜の体で行おうと思ったのだがね、全く理解に苦しむことだが、どうやら加賀良介は性的対象としてこの魅み惑わくの巨きよ乳にゆうを見ていないようだ。レストールの跡あと取とりも、あの貧乳だからな。きっと性的対象とは見ていまい。となれば、幼いとはいえ揉もむにたるバストを持つ貴様を使う他ほかあるまい」

「だ、だからって、キュールが……ほ、ほら、その外見的にキュールとしちゃったらロリコンになりますわ。良介さんがロリコンだなんて聞いてませんし！」

「安心しろ。男はみんなおっぱいが好きだ。何しろ生まれた時に何を捨てても吸い付くのは、おっぱいだからなっ。そう、垂れすぎてない限りおっぱいの前に年ねん齢れいは関係ない！」

「ダメだ、こいつ……」

　思わず呟つぶやくキュールだった。

「納なつ得とくしてくれたかな？」

「納得出来るわけありませんわっ。こっちは、リサラお姉様をまた裏切るだけじゃなくて、乙女おとめの純じゆん潔けつを懸かけるんですのよ！」

「その通りだ。だがな、大倉美菜を見捨てていいのか。私としては、かなりの好条件を出しているつもりだぞ」

「どこがですの！」

「大倉美菜の霊れい力りよくはかなりのものだ。この私が、霊力を搾しぼるための術式のさらなる完成のため、そして私自身の霊力補給のために、大倉美菜を実験対象にしようと考えたほどにな。お前が断るのならば、私は大倉美菜を使って実験を始める。だが私の提案を受け入れるのであれば、いささか残念だが大倉美菜を諦あきらめようというのだ」

「くっ、ぐぅぅぅぅっ」

　キュールの呻きをガルダーブロウグは心ここ地ちよさそうに聞くと、「ふむ」と呟いてニヤリと笑った。

「お前自身にもメリットがある方が、やる気も湧わくだろうな」

「何を言ってますの？」

「無事に加賀良介と初体験を済ませられたら、判明するであろう魂の秘密も貴様に教えてやろう。そう悪くない取引だろう？」

「良介さんの魂の秘密……」

「そうだ。特異者ですら不可能に近い《折れた剣けんグラム》を覚かく醒せいさせる力を持った、あの魂の秘密だ。レストールに取って代わるために役立つ可能性もあるはずだ」

「そ、それは……でも」

　キュールが逡しゆん巡じゆんする。

「なに、大倉美菜の魂を解放する人助けだ。悩なやむことはあるまい」

「それは、その……そうですけど」

「さて、答えを聞かせてもらおうか。イエスか、ノーかな」

　最後通告に、キュールは頭こうべを垂れた。

　仕方ない。美菜を人質に取られている以上、逆らえるわけもなかった。キュールは美菜という世話好きで純情な人間を結構気に入っているのだ。姉のように慕したっているリサラをすら蹴け落おとして上を目指そうとした自分や、レストール家を裏切ってまで出世を目指したイリアにはない、美菜の魂の有り様はキュールにはまぶしく貴重なものなのだ。

　その美菜を救うためだった。

　さらに、そこに良介の魂の秘密というおまけが付いてくる。

　あの良介と初体験というのがもの凄すごく、果てしもなく躊躇ためらわれるが……。

（野良犬に噛かまれたと思うしかありませんわね……）

　苦く笑しようが自然と浮うかぶ。

（ま、それに。キュールはゼリア家の令れい嬢じようですものね。初体験なんて、政略結けつ婚こんの見ず知らずの相手って可能性が高かったんですし。そう考えれば、良介さんの方がマシかも──って、何を考えてるんですのっ。そんなわけありませんわ、ええ、ありませんわ。あんなのが初体験の相手で、あー最悪、マジ最悪ですわ、災難としかいいようがありませんっ。キュール、すっごい不幸ですわ！）

　必死になって良介株を下げていく。

「いや、ニタニタしたり怒おこったり、お前は何をしてるんだ？」

　不思議そうに声をかけてきたガルダーブロウグを、キッと睨にらみ付ける。

「乙女の複雑な心中に立ち入るなんて、無神経にもほどがありますわ！」

「あ、はい、ごめんなさい──じゃないだろうっ。だから答えはどうなんだ！」

「イエスですわよっ、イエスっ。あの、エロでスケベでバカで、ええと、フェミニストで、ってこれは悪口じゃありませんわね……ああもうっ、とにかく最低ですけど初体験しますわよっ、すればいいんでしょう！」

「あ、ああ、そうだ」

　キュールの言葉の勢いに、ガルダーブロウグは唖あ然ぜんとしつつコクコクと頷うなずき……ばつが悪くなったのか、コホンと咳せき払ばらいをした。

「ん、まぁあれだ。有意義な取引が出来て私も満足だよ。そうそう、こちらも何かと追われている身で忙いそがしい。初体験は明後日あさつてまでに済ませてもらおう」

「そんな無茶なっ！」

「何、今夜にでも夜よ這ばいをすればいいだけの話だ。決して無茶だとは思わないがね」

　ニヤリと笑うと、キュールの前からガルダーブロウグの気配は消え去っていったのだった……。









　二章　ごかいする人々




　それは、深夜の出来事だった。

　キュールの様子がややおかしかったものの、綿わた飴あめを食べたり焼きそばを食べたり射的をしたりと、楽しいお祭りの夜はもう過ぎ去っている。

　そう、チョコバナナを食べるリサラの姿を見ても、何一つときめかない悔くやしさを除けば、良りよう介すけにとって楽しいお祭りだった。

（だってさ、チョコバナナだよ。バナナだよ。あれをあーんって口に咥くわえてるんだよ。方程式に乗っ取れば、間ま違ちがいなく大興奮じゃん。興奮しないのは男じゃないだろ。なのに、なのに俺の息子むすこ様は……）

　自分の部屋で布ふ団とんを被かぶりながら、良介はシクシクと泣いた。

　リサラにエッチな魂たましいを吸い取られたおかげで心が燃えたぎらない。間違いなく明日あしたの朝は、股こ間かんにそびえ立つ活火山にお目に掛かかることはないだろう。

　それが、それが果てしもなくもの悲しい。

　そう嘆なげいている時だ、そうっと扉とびらが開く音がする。

　オンボロとはいえ、良介の部屋にはクーラーがある。寝ねる直前まで部屋を冷やした後に閉め切って寝たはずだ。となれば、誰だれかが入って来たとしか考えられない。

（幾いくらカエサルでもドアノブは回せないだろ。リサラとキュールは……俺の部屋に来る用事なんてないもんな）

　普ふ段だんであれば確実に、女の子が忍しのび込んできた場合なんてことを想像して一人興奮するところだが、今の良介にはそんな熱情はない。冷静に、やっぱり扉を閉め忘れたかとの結論に至る。

　仕方なく体を起こそうとすると、ギシッとベッドが軋きしむ音がした。

　まだ良介は体を起こそうと考えただけで、体は動かしていない。

（……お化け？）

　一いつ瞬しゆんそう思うが、そんなまさかと恐きよう怖ふを打ち払はらって目をこらして闇やみ夜よを見つめてみる。

　ボウッと人ひと影かげが見えてきた。

　小こ柄がらな人影が四つん這ばいになって、良介の上に覆おおい被かぶさっていた。フワフワと髪かみの毛を揺らしながら、ゆっくりと足あし下もとから近づいてくる。

　すると人影は途と中ちゆうで止まって膝ひざ立だちになった。丁度その膝が、良介の腰こし辺りの場所だ。

　フワリとウェーブの掛かった髪の毛が揺れる。

　目も闇夜に慣れてきている。

「……キュール、か？」

　人影は何も答えない。ただ、良介の腰辺り──つまり股間付近に膝立ちになったままじっとしている。

　何が何だか良介には分からなかった。ただ、もう完全に相手がキュールだと見えていた。

　キュールが両手を胸むな元もとに移動させて、モゾモゾと動かす。

　何をする気だと良介が混乱したまま見つめていると、パジャマのボタンが外された。一つ、また一つとボタンが外されていき、はらりはらりと前がはだけていく。

「な、何を……」

　慌あわてて頭を上げて声を出して、良介は初めて気が付いた。

　キュールは下半身に下着しか穿はいていないのだ。

　リサラと比べれば幾いく分ぶん見み劣おとりするが、それでも十分にスラリとした脚あしが見える。そしてパジャマの裾すそでほとんど隠かくれているものの、ちょっとだけパンツが、三角形が見えた。

「……お、お、おおぉぉぉぉぉぉおぉぉぉぉ！」

　良介は吠ほえた。吠えることしか出来なかった。そう吠えることしか出来なかった。

「キャァァッ!?」

　突とつ然ぜんの事態にキュールが驚おどろき、咄とつ嗟さにパジャマの上着で体を隠しながら後ずさる。

「く、くそぉっ！」

　良介が起き上がると、キュールの前に体を投げ出した。

「え……？」

「何もっ、この状じよう況きようで、全人類の青少年が夢見るこの状況で、俺は……俺は何もっ、何もしようと思わないんだよっ。手を出すとか襲おそいかかるとか、それ以前なんだっ。キュールのその姿を見ても、お腹なか冷えるから気をつけろとか、そんくらいしか感想が出てこないんだよぉぉぉぉぉぉぉおぉぉぉぉぉ！」

　ドンッとベッドに何度も何度も両りよう拳こぶしを打ち付けて、良介は号泣した。

　はだけた上着の裾を両手で掴つかんで隠したキュールの前で土下座するように屈かがみ、良介は号ごう泣きゆうし続けた。現に、今顔を上げれば目の前には下着を穿いたキュールの下半身を見ることが出来るはずなのに、見ようとか欠片かけらも思わない。

　女の子がパンツだけ穿いて驚きぺたんと尻しり餅もちをついてしまった姿は、なんと可か愛わいらしく美しくエロティカルなことだろうか。きっとそうだ、そうに違いない。

　なのに良介は特に見ようとか思えないのだ。

　それが悲しい。悲しすぎる。

「くそぉぉぉ、目の前にチャンスが栄光があるのに、俺はリングに立つことも出来ないのかっ。いや違う、俺は立たせることも出来ないのか！」

「も、もしかして良介さん、リサラお姉様に吸い取られて──」

　ガチャッと荒あら々あらしく扉が開け放たれた。そしてパチッと部屋の蛍けい光こう灯とうが灯ともる。

「お、お姉様」

　キュールがばつが悪そうな声を上げる。が、そんなキュールを無視してパジャマ姿のリサラは一直線に良介の元に向かい、ベッド脇わきでドンッと足を踏ふみ鳴らした。

「良介、これはどういうことかしら。し────っかりと、説明してもらうわよ」

　怒ど気きを隠そうともしない声が、良介の後頭部に落ちてくる。だが良介は顔を上げる気がしなかった。ただうずくまったままだ。

「良介っ。誰がどう見ても、貴方あなたがキュールを連れ込んで無理矢や理り脱ぬがしてる図じゃないの、これ！」

「え、あの、お、お姉様」

　おずおずとキュールがリサラを見上げるが、

「キュールは黙だまってて」

　一いつ喝かつされてしまう。

「ど、どうぞ続けて下さい」

「良介っ、こっちを見なさい！」

　リサラが強ごう引いんに良介の上半身を起こした。良介もまたそれに逆らおうと思わない。ただ体を起こされた後、泣いて真っ赤な目のまま静かにリサラの顔を見つめた。

「リサラ……」

「え、な、泣いてたの？」

　予想外の事態にリサラが、少し尻しり込ごみする。

「夜よ這ばいされてもダメだった……」

「え、夜這い？」

　驚くリサラに良介はフッとニヒルに笑った。

「俺はもうエッチが出来ないのかも知れない」

　そしてぐにゃりと崩くずれ落ち、またシクシクと泣き始める良介だった。

「ええと、これはどういうことなのかしら。ねえ、キュール、教えてもらえるかしら」

　眼下で泣き続ける良介にハァとため息を吐ついた後、リサラはキュールを見み据すえた。

「あ、あはははは」

　いそいそとパジャマを着直していたキュールは、ビクッと震ふるえて乾かわいた笑いを返す。

「どうやら騒そう動どうの大本はキュール、貴方なんでしょ？」

「ご明察ですわ、お姉様……」

　観念したキュールが、ベッドサイドに腰こし掛かける。

「説明してもらえるわよね？」

　キュールの隣となり、背後にシクシクと泣く良介がいるポジションにリサラが座る。

「ええと、その……これには色々と事情がありまして」

　気まずそうにキュールが言葉を濁にごす。

「事情って何よ」

「何ってその、まぁ、色々……ですわ」

「夜に男性の部屋へ半脱ぎ状態で忍び込んだのよ。しかも、良介の部屋に」

「あう、改めて言われると……」

　カァァァァとキュールが顔を赤らめる。

「キュール。もしかして貴方、良介のことが、その……好きなわけ？」

「ち、違いますっ、それは違いますわっ」

　キュールが顔の前で両手を振ふって否定する。

「本当に？」

「ええ、本当に」

　何度も何度も強く頷うなずく。その様子を見て、リサラがホッと胸をなで下ろす。背後では良介が再びシクシクと泣いた。

「でも、だったらどうしてこんなこと……その、よ、夜這いなんてしたのよ」

「それは、ええとキュールには色々と事情が」

「だから、その事情を聞いているの。いい、貴方の身に何かあったら私がゼリアの叔お父じ様に顔向け出来ないのよ。そもそも貴方、本当に良介と……」

　ごにょごにょとリサラが言い淀よどむ。

「お姉様？」

「だからその、良介と本当に……ええと、その、は、初体験ってヤツをする気だったの？」

「それは……」

「口紅までしてるじゃない、貴方」

　暗くら闇やみの中では分からなかったが、蛍光灯の下だとキュールの唇くちびるはグロスの入った口紅でキラキラと赤く染まっていた。もっとも他ほかのお化け粧しようはしてないようだが。

「この口紅は貰もらって……あ」

　キュールが慌てて口に手を当てた。

「貰ったって誰によ？」

「あ、あのーそのー……口紅をしてしなさいって言われたっていうか、その……」

「口紅をしてしなさい？」

　リサラがきょとんとする。

「と、とにかくキュールには、良介さんを誘ゆう惑わくしなきゃならない事情があるんですわ」

　開き直ったキュールが宣言する。

「誘惑ですってぇっ！」

「ですから、リサラお姉様は邪じや魔ましないで下さる」

「そう言われて、はいそうですかって納なつ得とくすると思うのっ」

「納得してもらいますわ。何しろ、コレはキュールのためでもあるんですから」

「キュールのためって、どういうことよ」

　欠片も納得せずに、リサラがキュールを睨にらみ付ける。

「そうか、俺には分かったぞキュール」

　良介は二人の後ろでゆらりと起き上がった。驚いて振り返る二人を見つつ、ベッドの上にあぐらをかいて座り、頭を掻かく。

「ったく、面めん倒どうなことに巻き込んでくれたな」

「りょ、良介さん……分かったって、本当ですの？」

「ああ、ばっちり分かった」

　力強く答える良介に、キュールが息を呑のむ。

「どういうことなのよ、良介」

「リサラ、お前は本当に勘かんが鈍にぶいな」

「ぐっ……わ、悪かったわね」

「キュールはな、俺にこんなことしたくて来たんじゃないんだよ」

「りょ、良介さん……」

　驚くキュールに、良介は微笑ほほえんだ。それは、全すべて分かっているから安心していいぞという、包容力ある微笑み──もちろん本人としてはだが──を浮うかべて、断言する。

「ただキュールはさ、エロくなりたいんだよ」

「はへ？」

「そう、意中の男を虜とりこにするために、この涸かれ果てた俺すらも興奮させる必殺の、至上のエロさを練習しに来たんだ。そう、そうに決まっている。なぜならば！」

「な、なぜならば？」

　リサラが身を乗り出す。

「一つっ、俺がモテるわけがない」

「なるほどっ」

　強くリサラが賛同した。ちょっと泣きたくなったけど無視をする。

「一つっ、本当の初体験に向けたステップを無視している！」

「ステップ？」

「おう。ラブレターを渡わたして告白して、デートして手を握にぎって……ん、どうした？」

　リサラが何な故ぜか顔を伏ふせたのだ。

「あははは、手を握るのも手順の一つなのね」

「ああ、そうさ」

「ふうん、そ、そうなんだ」

　なんだかモジモジしている。

「ま、いいか。で、その後だ。その後。ラブラブイチャイチャして……盛り上がった気持ちを瞳ひとみと瞳で会話して……な、わけだ」

　それは良介の、純情というより乙女おとめな夢だった。

「あのぉ……」

　キュールがそぉっと手を挙げる。その顔に良介はまた微笑んだ。

「安心しろ、俺が全部言ってやる」

「え、いやだから、その」

「いいか、最後の一つ。キュールは、コンドームを持っていない！」

　その言葉にリサラとキュールが、

「こ、こんどぉむ？」

「なんですの、それ？」

　小首を傾かしげた。

「おいおい、コンドームも知らないんじゃ生きていけないぜ？」

「だって知らないんだもん」

　リサラがむすっと良介を見つめた。

「まぁ確かに俺も名前を聞くだけで、その実物を見たことはない。いや、見ることが出来ないと言うべきかな。薬局のあのコーナーは、俺にはまだステージが高すぎる。もしかしたら何かあるかも知れないと思って、高校進学した時にこっそり薬局で買おうと思ったことはあるが、目ま映ばゆいあの輝かがやきの前に俺は膝ひざを屈くつしたことを思い出すぜ」

　それは甘あま酸ずっぱい青春の一ページだ。

「ええと、その……要するに初体験の時に必要なものってこと？」

「その通りだ。今度保健体育の先生に聞くといい。ちゃんと教えてくれるぞ」

「なんだか聞くの恥はずかしそうね……」

「まぁ、というわけで、キュールはあくまでも俺を修行相手として、模も擬ぎ戦を挑いどみに来ただけなわけだ。分かるな、リサラ」

「なんだかよく分からないけど、そんな気がしてきたわね」

　うんうんとリサラが腕うでを組んで納得する。

　その傍かたわらで、キュールは頭を抱かかえていたのだった。

（何故ですの、どうしてこんなお馬ば鹿かな結論で納得出来るんですの、この二人は……。事情を話すわけにはいきませんし。うう、このままじゃ明後日あさつてまでって期日が──）

　ぽんぽんとキュールの肩かたが叩たたかれる。

「ひゃぁいっ!?」

「意中の男、そう好きな男が誰だれかなんて野暮なことは聞かないさ」

　良介がキラリと歯を輝かせ、サムズアップして笑う。

「死神と人間は本当はいけないことだけど……私達も死神界に帰れば、家の事情があったりするものね。せめてこっちにいる間くらいは、私も目を瞑つぶるわ」

　仕方ないとリサラが苦く笑しようする。

　キュールはそんな二人の笑え顔がおに引きつった笑みを返すことしか出来なかった。

「そうだキュール。悩なやめる青春中なお前に、俺からステキなプレゼントがあるぞ」

　良介は立ち上がると、マットレスの下をごそごそと漁あさり出す。

「何をしてますの？」

　キュールとリサラも思わず立ち上がって良介の不可思議な行動を見守る。

「焦あせるなって……これがいいかな」

　ズルッとベッドとマットレスの間から本が数冊出てくる。

「これは、俺の秘蔵中の秘蔵のエロ本だ。ランクＳだったが故ゆえに特別に隠かくしていたからな。リサラによる焚ふん書しよ坑こう儒じゆも乗り越こえることが出来たわけだ」

「え、ええと、エロ本をキュールにどうしろって言うんですの？」

「馬鹿だなぁ。そこには男の子の夢と希望と魂たましいが込められているんだぞ。これをよーく読んで、誰しもが認めるエロい女の子になるんだ、キュール！」

　エロ本をぐいっとキュールに手て渡わたす。キュールは、

「あ、あはははは、エロい……エロい女の子に」

　目め眩まいを覚えつつ乾かわいた笑い声を上げることしか出来なかった。

「ところでリサラ、お前は何をやっているんだ？」

　乾いた笑い声を上げ続けるキュールの隣となりで、リサラがしゃがんでいた。

「焚書坑儒」

「…………い、いっやぁぁぁぁぁぁぁぁ、俺のエロ本を奪うばわないでぇぇ！」

「良かったわね良介。明日あしたは丁度ゴミの日よ♡」

　かくして最後に残ったエロ本もまた、良介の部屋から消え失うせることが確定した。

「うう、ぐす……キュール、俺のこの犠ぎ牲せいを乗り越えて、エロい女の子になってくれ。そしてその恋こいを成じよう就じゆさせてくれ！」

　涙なみだを流し絶望にうちひしがれながら良介は叫さけんだ。その姿を見つつ、キュールが長い長いため息を吐ついた。

「このままじゃ埒らちがあきませんわね。分かりました、キュールの負けですわ」

「負けって何よ？」

　ティッシュ越ごしにエロ本を回収していたリサラが、怪け訝げんそうに見上げる。

「ですから事情をちゃんと話しますわ。その上で、お二人にはキュールに協力していただきます」

　キュールの言葉を聞いて、良介は静かに言った。

「つまり、三人一いつ緒しよにエッチなことをしたいってことか？」

　数秒後、良介の顔面にリサラとキュールが投げたエロ本がぶつかったのだった……。




　　　　※　　　※　　　※




「美み菜なの魂が人ひと質じちだって!?」

　キュールの説明を聞いた良介が、食しよく卓たくを叩いて立ち上がった。

「ええ、そうですわ。美菜さん、肝きも試だめしの時にガルダーブロウグによって霊れい力りよくを搾しぼり取られたじゃないですか、あの時の術式がまだ効力を失っていないみたいですわ」

　キュールが紅茶に口を付ける。

「その術式を解いて欲しければ、美菜さんを実験体にしたくなければ、明後日までにキュールがこの口紅を付けて良介さんと初体験をしろ……ま、そういう要求でしたわね」

「ふざけないでよっ、美菜を実験体になんて許すわけにいかないわ！」

　リサラが声を荒あららげた。

「キュールに言ったって仕方ありませんわっ。それにキュールだって、美菜さんを実験対象になんて……絶対に許せませんわ！」

　同じようにキュールがリサラに怒ど鳴なる。

「……落ち着けって二人とも」

　先に声を荒らげたせいで、良介は二人よりは先に落ち着いていた。

「美菜を守りたいって気持ちは、みんな同じに決まってるだろ」

「……そうね。怒鳴ってごめん、キュール」

　リサラが頭を下げると、キュールもまた頭を下げる。

「いいえ、キュールも悪かったですわ。美菜さんが心配で、頭に血が上ってたみたいで」

「それは私も同じよ。なんとしても、ガルダーブロウグの卑ひ怯きよう者から美菜を守らなきゃ」

「ええ、絶対にですわ」

「で、だ。美菜を解放する条件ってのが初体験なのか？」

　良介の問いに、キュールがコクンと頷うなずいた。

「そもそもなんで、その……良介と、は、初体験なのよ」

　初体験という言葉に顔を赤くしながらリサラが聞いてくる。

「なんでも良介さんの魂の秘密を知りたいんだそうですわ。初体験の時に調べられるとか」

「俺の魂の秘密？　そんな秘密なんてあるのか？」

「さあ、キュールにはさっぱり。でも確かに《グラム》を覚かく醒せいさせるとか、生きる力を吸い取られてもすぐに復活するとか、普ふ通つうは考えられないことが起きているのも事実ですわね。もっとも、その秘密はキュールにも教えてくれるそうですけど」

「だからって良介とキュールが初体験って……」

　チラリとリサラが良介を見る。

「あら。別にこの口紅を付ければいいだけですし、お姉様がキュールに代わって良介さんと初体験したっていいんですのよ？　というか、キュールとしてはリサラお姉様が初体験してくれれば、大喜びなんですけれど」

「え、私が？　良介と？」

　驚おどろいたリサラが、まじまじと良介の顔を見つめた。

（私が良介と初体験。え、でも、あれもう手は繋つないじゃったから前準備は終わってるとも考えられるのかしら、だ、だからって初体験とか、ああでも、もう裸はだかは見られちゃってるし、そうじゃなくてっ、なくて、その、だから、ええと……って何を考えてるのよっ、私はっ、ダメよ、ダメっ。そんなふしだらなことは──）

　顔を赤らめながら良介の顔を見続ける。

「ええと、リサラ？」

「こっち見ないでよ！」

　見つめたのはリサラのくせに、理り不ふ尽じんに怒おこられる良介だった……。

「ぬう、解げせん……」

「で、良介さんは協力してもらえるんですわよね」

　苦笑を浮うかべたキュールが断るわけがないと聞いてくるが、良介は腕を組んで唸うなった。

「お前達で美菜にかかった術式を解除出来ないのか？」

「それは無理ですわね。リサラお姉様とイリアさんで美菜さんをはじめとして、先日ガルダーブロウグに術式を掛かけられた人達の解かい呪じゆを行ったんですのよ。今、この近辺にいる死神では最高のメンツですわ。二人で無理ならレストール家本部の協力でも無い限り、ちょっと……」

「本部もどうかしらね。仮にもスタンザに身を置くような死神が、そこまで自信を持っているとなるとね」

「そうですわね。そもそも美菜さんを通じて監かん視しされている以上、本部の力なんて使えるわけありませんわ」

「なるほどな……」

「というわけで、キュールとしては良介さんに協力してもらうしかないと思いますの」

　キュールの言葉に、良介が唸った。

「う、ううん、美菜を助けるためだから俺はなんでも協力はしたいけど……」

「え……意外ですわね。キュールは色々と逡しゆん巡じゆんしましたけど、良介さんは二つ返事で賛同するものとばかり思ってましたわ」

「ふっ、俺だって初体験はしたい。いや、したくない男の子なんていないはずだ。でも、でもなんだ！」

「もしかして初めては恋こい人びとと、とかそーいう乙女おとめちっくなことを考えてますの？」

「いやまぁそれもあるけどさ、もっと根本的な問題があるんだよ」

「根本的？」

　キュールが目をぱちぱちと瞬しばたたかせる。

「Ｈな魂をリサラに吸い取られたせいで、そーいう気がまったく起きません」

「……言われてみればそうでした。さっきもノリがいまいちでしたし」

　良介の答えにキュールはがっくりとうなだれて、ゆっくりと横でまだ顔を赤くしているリサラを向いて、睨にらんだ。

「リサラお姉様、責任取ってもらいますわよ？」

「え、なになに？」

　良介とキュールの会話を全く聞いてなかったらしい。

「初体験を誰がするとかの前に、良介さんにエロ介に戻もどってもらわないと美菜さんを救えないって話ですわ」

「え、そうなの？」

「そりゃまぁ、いくらそっちがやる気でも、俺がやる気にならないと……まぁその、こればっかりは生理現象だから初体験は無理だな」

「そうなんだ……」

　良介の言葉に、リサラが感心する。

「というわけでお姉様。明後日あさつてまでに初体験を済ませるためにも、一緒に良介さんを誘ゆう惑わくしてもらいますわよ。具体的には、さっきお姉様が良介さんから没ぼつ収しゆうした本で勉強しながら！」

「それって、もしかして……エッチな本のこと？」

「ですわ。幸い、まだ時間がありますし、明日朝一で勉強しましょう。そしてあちこちで良介さんにエッチな刺し激げきを与あたえて、生きる力を復活させるんですわ！」

　立ち上がったキュールに、リサラが露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

「ちょっとキュール、本気でそんなこと言ってるわけ？」

　その顔にキュールがニタァと黒い笑えみを浮かべる。

「うふ、うふふふ、気乗りしないミッションでしたけど、お姉様を苛いじめられると思うと、それはそれで楽しくなってまいりましたわ。そうそう、お姉様の枕まくらの下にエッチな本を入れて睡すい眠みん学習もいいかも知れませんわね！」

「い、いやっ、い───や──────！」

　リサラがジタバタと暴れるが、キュールに引きずられていく。

「ハーレムが待ち受けてるってのに、何も感じない俺って。はぁ～、色々されても、何も嬉うれしくないんだろうなぁ。この生殺し状態の悲しさったらもう……」

　リサラが引っ立てられて部屋から消えるのを見つつ、良介はうなだれた。

「いいや、お茶でも飲もう」

　魔ま法ほう瓶びんの中のお湯を使ってお茶を淹いれる。

「お、茶柱が立った」

　湯飲みの中で茶柱が一本立っていた。

「これはあれか、立つだけに俺のも再び立つっていう吉きつ兆ちようだよな！」

　そう喜んだ目の前で茶柱は沈しずんでいった。

「俺、どうなるわけ……？」




　　　　※　　　※　　　※




「さて、リサラお姉様」

　朝だ。リサラとキュールが共同で使っている和室の畳たたみに、一冊の本が広げられた。

「これはお姉様が、良介さんから昨夜取り上げた本の中の一冊ですわ」

　キュールの言葉にリサラが顔をしかめる。

「つまり、男の子向けのエッチな本ってことでしょ」

「ええ、その通りですわ。もっとも、あの良介さんが必死に守り抜ぬいてきた本ですから、普通の男の子向けってよりは、良介さんのような変態向けと言った方が的確ですわね」

　なにげにヒドイことをあっさり言うキュールだ。

「へ、変態って……まぁ、うん、否定は出来ないわね」

　リサラもまたヒドイ。

「あら、それはこの本の中身を読んでから言って欲しいですわね」

「どういうことよ？」

「今さっき、ちらっと読みましたけど……まぁその、凄すごいですわ」

「す、凄いって何が？」

「エッチです……」

　顔を背そむけて、キュールがぽっと顔を赤くする。

「そ、それって……人間界だと未成年は読んじゃいけないたぐいの？」

「そうなりますわね」

「だ、だめよっ。人間と死神の条約で、死神界で成年を迎むかえていない死神は未成年扱あつかいなのよ？」

「そんなこと言われたって、ここにあるんですもの！」

「まぁ、死神界の授業でも高校生でエッチなＤＶＤとか見たことがない男の子は、おそらくいないって習ったけれど……」

「まぁ、その辺りを深く考える気はありませんわ。そもそもこれが、本当にダメなものかどうか、キュールには分かりませんから」

　キュールはぱらぱらと本をめくる。

「なにこれ、濡ぬれてる女の子だらけじゃない」

「お姉様、もう少し詳くわしく発言すべきですわ。それだけだと、ちょっとというか、かなり危ない気がします……」

「え、そうなの？」

「やれやれ。見ての通り、この本には服を着たまま水を被かぶったり、なんだかヌルヌルになっている写真が多数ありますわ」

　キュールの指し摘てき通り、本の中には着衣のまま噴ふん水すいを浴びたり、透すけそうな水着を着たりと……まぁ、そういった写真が無数に並んでいる。

「そうね。なんでわざわざこんなことしてるのかしら」

「変態の趣しゆ味み嗜し好こうの一つと考えるべきですわね」

「女の子が濡れてるのが？」

「だからお姉様言こと葉ば遣づかいを……はぁ、まあいいですわ。よく写真を見て下さい」

　キュールが夏空で水を浴びている女性の写真を指さす。

「これがどうしたの？　水を浴びて困ってるみたいだけど」

「ちっが─────う！」

「きゃっ！」

　ドンとキュールが本を叩たたいたのだ。

「お姉様の目は節穴ですか！」

「そう言われても見当が……」

「いいですか、ここ、ここをよ───く見て下さい！」

　キュールが指さしたのは、女性の股こ間かんだった。そこは濡れて……。

「何よこれ──────────！」




　　　　※　　　※　　　※




「ようやく静かになったな……」

　野や次じ馬うま根こん性じよう丸出しの朝のワイドショーを消して、良介はソファから体を起こした。先ほどまで和室でギャーとかキャーとかリサラとキュールの声が聞こえてきたのだが、やっと途と切ぎれたようだ。そもそも見たくもないワイドショーなんぞをつけたのも、その声があまりに賑にぎやかだったからだ。

「オンッ」

　カエサルが吠ほえた。と思うと、カリカリと空になった水飲みの皿を足先で突つついている。リサラ達のうるささのせいで、どうやら水要求にずっと気が付かなかったらしい。

「悪い悪い」

　立ち上がると、カエサルに軽く頭を下げて水飲みの皿を取った。その様子をカエサルは満足そうに見ている。

　皿に満たされた水道水に氷を幾いくつか落として、カエサルの前に置く。

「オンッ」

　悪いなと感謝の一吠えをして、カエサルが水を飲み始めた。

「そりゃまぁ、喉のども渇かわくよな……」

　良介は額の汗あせを拭ぬぐいながら苦笑した。都会の七月はもう真夏といって差し支つかえない気温だ。ほとんどのご家庭ではクーラーがフル回転中のはず。

　だがしかし、リサラとキュールという居い候そうろうを抱かかえたこの家では……残念ながらクーラーにいつも活かつ躍やくしてもらうわけにはいかなかった。

　そう、電気代がもったいないじゃないか！

　とはいっても暑いものは暑い。ヒートアイランド、つまりよそ様のクーラーの熱まで一手に引き受けるのには限界がある。

　三人で話し合った結果、食堂居間はお昼から寝ねる前まで。だって夕飯や風ふ呂ろ上がりくらいは快適に過ごしたい。

　良介の部屋と二人が寝る和室は、寝る前三十分だけつけて冷やす。

　そんな枠わく組ぐみになっていた。これでこの七月を過ごして、電気代によって夏休みである八月のクーラー稼か働どうを考えようという計画だった。

　というわけで、この時間帯ではこの家ではクーラーはお休み中。つまり、暑い。どんどん気温が上がっていくのを肌はだで実感できる、蝉せみが鳴くのが肌身にしみる、そんな季節感たっぷりの家になっていた。

「よく飲んでるな……」

　カエサルが水をがぶ飲み状態だ。カエサルの犬種はジャーマン・シェパードであり、ドイツ等どちらかというと寒冷地方の犬になる。そんなカエサルに、都会のこの蒸し暑さはかなりこたえるはずだった。

　もっとも、この犬の中の犬、町内抱だかれたい犬ナンバーワンは、不平一つ言わないし、だれた姿も見せないのだが……。

「俺も麦茶でも飲むか」

　カエサルの飲みっぷりに影えい響きようされて、良介は冷蔵庫の扉とびらを開けた。麦茶パックが入った瓶びんを取り出して、コップになみなみと注つぐ。

「ごくっ、ごくっ、ごくっ……ぷっはぁ」

　冷えた麦茶が体の中から体温を下げていってくれる。あまりの美う味まさにもう一杯ぱい飲もうと瓶に手を伸のばしながら、背中にゾクリとした冷たい感かん触しよくを覚えた。

　瓶から手を離はなし、やっぱり出しっぱなしだと温まっちゃうので冷蔵庫に放ほうり込み、ゆっくりとゆっくりと振ふり返る。

　そこには、ニコニコと笑えみを浮うかべるキュールと、やや引きつった笑みを浮かべるリサラの姿があった。しかも二人とも、いつ手に入れたのか女性物のデニムを穿はき、上着には見たことのある──つまり良介の白いＴシャツを着ている。

「……お前達、何かよからぬことを考えてないか？」

「あら心外ですわ。キュールとお姉様は何い時つ如い何かなる時だって素す晴ばらしいことしか考えてませんわよ」

「嘘うそつけ」

　間かん髪はつを入れずに返って来た否定に、キュールが笑顔を一いつ瞬しゆん凍こおらせるが、すぐに気を取り直して話題を変える。

「今日もすっご──く暑いですわね」

「言われるまでもなくな」

「そこで一つ良い案がありますの。ね、リサラお姉様」

「あ、うん、ソ、ソウナノヨ」

　棒読みだ……。

「……コホン」

　残念そうな顔をキュールがするが、すぐに咳せき払ばらいをして笑顔を作る。

「良介さん、打ち水って知ってますか？」

「打ち水って、ええと外に水をまくってやつか」

「そうそう、それですわ。家の前に水をまくと、中の温度が少し下がるんですの」

「へぇ、それは知らなかった」

　キュールが何かを企たくらんでいるのは確実だったが、このうだるような暑さが緩かん和わされるのであれば、その手に乗っても構わない。それが良介の正直な感想だった。

「というわけで、この居間の前の庭に水をまきませんか？」

　庭というほど大きくはないが、芝しば生ふは居間の前に少しあるにはあった。

「それに、芝生だって暑さで水が欲しいでしょうし」

「まぁ、それはそうだな」

　現在のところ、キュールの提案には否定する箇か所しよはない。それに水をまくという行こう為いは、確かに涼すずしそうで魅み力りよく的だ。

「よし、水まきをするか。外の蛇じや口ぐちにはホースも付いてるし」

　良介はＴシャツの袖そでをめくり歩き出した。

　その後を、何な故ぜかリサラとキュールが鳥の親子よろしく付いてくる。

「俺一人で平気だぞ？」

「あら、水しぶきの涼しさを独り占じめるすつもりですの？」

「ソウデスネ」

「……まぁ、いいけどさ」

　どう考えたって外の方が太陽を直接浴びて暑いと思うが、深く考えるのが面めん倒どうになり、良介はそのまま玄げん関かんから外に出た。

「あっつ……」

　予想通り、燦さん々さんとなんてレベルではなくギラギラと陽ひ射ざしが突き刺ささってくる。

「こりゃもう、余よ裕ゆうで三十度オーバーだな……」

「暑い……ですわ……」

「ソウ……デスネ……」

　キュールとリサラも、いきなりうんざりとした声を上げる。

「ほれみろ。部屋の中に居ればよかったんだ」

「あら、部屋の中だって同じように暑いですわ」

「ソウデスネ」

「まぁ、それもそうか……てか、リサラ。お前はさっきからどうしたんだよ。ソウデスネしか言ってないぞ」

「ソウデスネ」

「……なんなんだいったい」

　それ以上突っ込む気にもなれず、良介は駐ちゆう車しや場じよう脇わきにある蛇口に向かった。ホースが常時付いていて、よく良介の父親がここで洗車をしていた。今は長期の海外転勤で、車も売り払はらってないのだが……。

「さてと、水をまくとするか」

　ホースを庭まで伸ばして、ホースの先を少し上に向ける。手元を捻ひねると、勢いよく水がシャワーとなって溢あふれ出していき──後ろからキュールの声が響ひびいた。

「《水ラグ》よ！」

「なっ!?」

　溢れ出した水がいきなり曲がり、リサラに向かう。

「おい、逃にげろって！」

「ソ、ソウデス──ぷわっ！」

　逃げようともせず、頭からリサラが水を被かぶる。

「キュール、何を考えてるんだ！」

「あらぁ、水が曲がるなんて不思議なこともあるものですわね」

　すっとぼけやがった……。

「それより良介さん、ほらほらリサラお姉様のあの姿」

「あの姿って……っ！」

　思わず息が詰つまった。

　だってリサラが濡ぬれているのだ。白いＴシャツを濡れ透すけさせて！

「……くっ、お前らこれが目的か」

　心の奥で何かときめくものがあるのだ。フツフツと魂たましいを揺ゆさぶるような……。

「…………」

　リサラは顔を赤らめながら、じっと濡れたままの姿で良介の視線に耐たえている。

　白いＴシャツは濡れて、所々肌を露ろ出しゆつさせ、さらにインナーを──。

「ん……もしかして、下に水着を着てるのか？」

　透けた白いＴシャツ越ごしに見えるそれは、ブラジャーではなくスクール水着に見える。

「さすがは良介さん、よく気が付きましたわね」

　キュールが少し残念そうな声を上げた。

「本当はＴシャツの下は裸はだかにしましょうって言ったのに、お姉様が絶対にやだって言うんですもの。下着もやだって我が儘ままいうし……水着が妥だ協きよう点ですわ」

「問題ない大だい丈じよう夫ぶだ」

「そうですの？」

「分かってないな、キュール。日常のフェティシズムもあるが、非日常のフェティシズムだって存在するんだ」

「ひにちじょう……？」

「そうとも。水着の上にシャツを着る。それだけならば、海にでも行けばあちこちで見かけるさ。波を被って濡れてる時だってあるだろう。だけどな、その水着がスクール水着とくればまた違ちがう。あげくにだ！」

　良介が声に力を入れる。ついでにリサラを見る目も、より鋭するどくなる。

「……う、うゔぅ」

　視線を感じたリサラが、顔を横に背そむけてさらに恥はじらう。

「デニムだ。リサラは水着でデニムなんだぞ。願わくばデニムの前のホックを外して、水着を見たいくらいだね！」

「うわぁ、筋金入りですわ……」

　キュールが確実に尊敬ではない視線で良介を見た。

「俺の夢の一つはな。いつか、いつか、制服のスカートが風でめくれて、水着のお尻しりを見ることなんだよ。あと、上着が透けて水着が見えるのも、ブラジャーが見えるのとはまた違う、夏の風ふ情ぜいを感じるね」

「…………え、ええと、まぁその夢はいつか叶かなえて下さい。とにかくお姉様、良介さんの希望ですわ。ほら、デニムのホックを外して下さい」

「ばっ、馬ば鹿かなこと言わないでよっ。これで限界よっ。そもそもこの私が、こんな姿を良介に見せてることがおかしいんだから！」

　リサラがキュールを睨にらみ付ける。

「どーせ出る所も出てないんですから、ちょっとはデコレーションを覚えた方がいいと思いますけど」

「なんですってぇぇぇっ！」

　リサラが肩かたを怒いからせて、キュールに向かって歩き出す。それはつまり、良介に近寄ってくるってことだ。

　よりはっきりと、透けた水着が見えてしまう。

　フツフツと魂が燃えてくる。

「うーん、もう一押しかしら」

　背後でキュールが呟つぶやいた。

「何がもう一押しなのよ！」

「リサラお姉様のエッチ度ですわ」

「なっ、何をっ──」

　リサラの非難の声を遮さえぎってキュールが朗々と唱え出す。

「我が目の前の紅あかき者に問おう、知識を奪うばいし《最後の質問ヴアフスルーズニル》を！」

「え、貴方あなたいつの間に解かい呪じゆの術式まで……」

　良介の目が点になった。いや、目が皿になったと言うべきか。

　だって、目の前でＴシャツを残して服が消えていくのだ。そう、濡れたＴシャツだけを残して、デニムも、インナーの水着も消えていく。

　良介の視線に眉まゆをひそめて、リサラが自分の体を見た。

　固まった。

「………………」

　長い沈ちん黙もく。

「キャァァァァァァァァァァァァァァ！」
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　当然起きる悲鳴。

　リサラが慌あわててしゃがみ込んだ。

「ど、どうしてっ、どうして水着まで消えてるのよ。あれは良介に買ってもらった……」

「イヒヒヒヒヒ」

　背後でキュールが底意地の悪そうな笑い声を上げた。

「キュール、貴方が入れ替かえたのね！」

「ぴんぽーん。すっごくエッチで魅力的になって良かったですわね、お姉様」

「う、うゔぅ」

　悔くやしそうに唸うなりながら、リサラが必死にお尻を隠かくそうと裾すそを引っ張る。

「良介さん、これでどうです？　エッチな魂も復活したんじゃありません？」

「これは、これはなんか来るっ。来るものがあるぞ！」

　思わず良介が叫さけぶ。その声にリサラが「ひっ」と悲鳴を上げた……が、色々隠すためにしゃがんでいるので動けない。

「うっしっ。大成功ですわ」

　その様子にキュールがガッツポーズを取り、リサラを指さす。

「さあ、ヤッておしまい、ケダモノ一号！」

「おおぉぉぉぉぉんっ！」

　キュールの号令と共に、良介が雄お叫たけびを上げてリサラに近寄る。

「ちょ、ちょっと本気なのっ。ねぇ、嘘うそっ、い、いっやぁぁぁぁぁぁ、初めてが外なんてっ、せめて家の中かホテルで─────！」

「……微び妙みように嫌いやがるポイントがずれてますわね」

　リサラの悲鳴を聞きつつ、キュールは小首を傾かしげた。その視線の先で良介がついにリサラに襲おそいかかろう──として、通り過ぎた。

「キャァァァァァァ……って、あれ？」

　リサラが呆ぼう然ぜんと顔を上げる。その気持ちはキュールも同じだ。ケダモノと化した良介が、何な故ぜ目の前にある餌リサラに食いつかないのだろうか。

　良介はそのままスタスタと歩くと、リサラの後ろでベタッと這はいつくばった。

「……良介？」

「ほぅ……濡れたＴシャツがまとわりつく、半ケツ、これぞまさに様式美だ。ステキ過ぎる。最高じゃん」

　至福のため息が出てしまう。

「なぁぁぁっ、ちょっ、やだっ、何見てるのよっ、ねぇっ、お尻見ないでよ！」

　しゃがんだままリサラがワタワタと前に進む。その後ろを匍ほ匐ふく前進しながら良介が追う。

「安心しろリサラっ。正しい変態として、絶対に触さわったりしない。ただ見つめて愛めでて、脳のう裏りに刻み込むだけだ。この芸術ってヤツを！」

「触らなきゃＯＫってその考え、どうにかしなさいよ!!」

「……うーん、あれで満足ってことはエッチな魂の復活が足りなかったようですわね」

　ピョコピョコと進むリサラと、ズリズリと進む良介を見つつ、キュールは次の一手を考え始めたのだった。
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「あと一歩でしたわね、お姉様」

「あと一歩で大惨さん事じだったわよ！」

　リサラが思わず絶ぜつ叫きようした。打ち水という名の濡れ透け大作戦を終えて後、キュールは性しよう懲こりもなく再度良介のエッチな魂を復活させる作戦を立てようと言ってきたのだ。

「まぁまぁ。どうやらお姉様は露出方向が嫌きらいなようですし、今度は脱ぬいだり透けたりしない作戦ですわ」

「ねぇキュール、こんなことやめましょうよ。そもそも、その……ほら、初めてってのはもっと大切にしなきゃいけないんだし」

「そりゃまぁ、良介さんじゃ嫌だって気持ちは分からないわけでもありませんけど」

　キュールが下から覗のぞき込むようにリサラを見る。

「え、そのほら、良介だからってことじゃなくて……」

「えーと、それはつまり良介さんとならＯＫってことですわね」

　はい決まり！　とキュールが手を合わせる。

「どうしてそうなるのよ！」

「なら聞きますけど、他に美菜さんを助ける手段がありますの？　あの変態死神ガルダーブロウグですわよ、実験と称しようして美菜さんのおっぱいに何をするか分かったものじゃありませんわ」

「そ、それは……」

「でしょう。想像するだけで心が痛みますわ。ええ、決してリサラお姉様を困らせてワクワクしてるなんてことありませんわ」

「……キュール？」

「コホン。そもそも、リサラお姉様と良介さんはもう《グラム》を通して一つになってるんですわよ。この際、肉体的に一つになったって構いやしませんわ」

「構うわよっ。人の初めてをなんだと思ってるのよ！」

「おもちゃ？」

「キュールぅぅぅぅぅぅ！」

　リサラが目を三角にし声を震ふるわせてキュールの名前を口にする。

「冗じよう談だんですわよ、冗談。でもリサラお姉様、美菜さんのことは冗談じゃありませんわ。ガルダーブロウグが変態なことをするだけなら、まぁそれはそれで美菜さんが可か哀わい想そうすぎますけど──」

　キュールが言葉を切って真しん剣けんな表情を浮うかべる。

「人間を見下しているあの男のことですわ。美菜さんの魂たましいに何をするか、分かったものじゃありませんわ。最悪、美菜さんが壊こわされてしまうことだって……考えないといけませんわ」

「……それは、分かってるわ」

　リサラが顔を曇くもらせる。

「というわけで、リサラお姉様にはなんとしても良介さんと明日あしたまでに、一夏の初体験をしてもらわないと」

「あう……頭で納なつ得とく出来ても、心が」

「お姉様、本当に良介さんとじゃ嫌ですの？」

　キュールがじっとリサラを見つめる。

「え……」

「どうしても、絶対に、何があっても、加賀良介って男に初めてなんて捧ささげたくないと仰おつしやるなら……」

「誰だれもっ、その……誰もそこまで良介とじゃ嫌いやとか、あのそのええと、言ってないっていうか、思ってないっていうか、ただほら、やっぱり私だって初体験とかに夢とか、あるわけだし、お、女の子なら当然のことよっ。だから別に良介とじゃ嫌とか、そーいうわけじゃなくて──そのあの、だから……」

　どんどん声を小さくしながらリサラが、ごにょごにょと誰に向けたものか言い訳を続ける。そんなリサラにキュールは告げる。

「キュールは、いざとなったら良介さんでもいいと思ってますわよ」

「えっ!?」

　弾はじかれたようにリサラが、キュールを見た。

「キュールはゼリア家の跡あと取とりですもの。死神界に帰ったらお父様がどーせ決めた相手とですわ。お姉様だって立場上そうでしょう？」

「それは……そうだけど」

「それに良介さんのこと、キュールはそれほど嫌じゃありませんわ。変態でお馬ば鹿かで三枚目でスケベで変態で変態ですけれど、女の子を大事にしてるってのは確かですもの」

「キュ、キュール……え、も、もしかして貴方？」

「クスクス、そーいうのとはちょっと違ちがうと思いますけどね」

「…………」

　微び苦く笑しようするキュールを、リサラはまじまじと見つめた。何だろう、少し苦しくなってくる。心が締しめ付けられる。

「お姉様？」

「え……」

　声を掛かけられてきょとんとしてしまう。

「どうしましたの？」

「あ、あははは、なんでもないわよっ、ええ、何でもないわ。それよりキュール、姉的立場の私としては、ぎ、犠ぎ牲せいを妹に押し付けるわけにはいかないわよ。ええ、そのあの、美菜を守るための犠牲は、私でも、い、いいから」

「クスッ、リサラお姉様がそう仰るならいいんですけれど」

　おかしそうにキュールが言う。

「ま、慌ててどっちがって決める必要はありませんしね。今はまず、初体験する気を良介さんに持ってもらうためにも、エッチな魂を復活させませんと」

「エッチな魂……うう、その通りだわ」

「分かっていただけて嬉うれしいですわ」

　ニコリとキュールが、お人形のように笑う。その笑え顔がおにハァとため息を吐つくと、リサラはその先を促うながした。

「お姉様がシャワーを浴びている間に、キュールはエッチな本を再度確かく認にんしてましたの」

　ドンと本を一冊広げる。

「で、今度はなに？」

「どうやら、踏ふむのはもう古いみたいですわ」

「またよく分からないことを言い出したわね……」

「このエッチな本によると、ニューウェーブは『挟はさむ』ですわ！」

「挟む？」

「はい、挟む。あ、でも……」

　頷うなずいてすぐにキュールが言葉を切った。そして、申し訳なさそうな顔でリサラを見る。

「何よ？」

「はぁ、お姉様の胸じゃ挟むも何もあったもんじゃないですわね」

　ヒクッ──リサラが頬ほおを引きつらせる。

「そんなに言うならキュール、貴方が──」

「ああでもっ！」

　リサラに最後まで言わせずに、キュールがいきなり大声を出す。

「でもっ、大安心ですわお姉様！」

　キュールが、街頭販はん売ばいか何かのように、大声でわざとらしく安心を強調する。

「挟むといっても、何もバストだけじゃありません。女の子にはあと二つっ、二つも挟む場所があるんですのよ！」

　キュールの勢いに圧あつ倒とうされて、リサラはコクコクと頷くことしか出来なかった。
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　ズルルルルル。

　素そう麺めんを勢いよく啜すする音が響ひびいた。

　夏といえばお昼は素麺だ。昼から豪ごう勢せいな食事を作る財政的余力がないともいうが、何にせよここのところ毎日、お昼は素麺だった。

　当然、飽あきる。

　飽きるので、今日はちょっと趣しゆ向こうを変えて麺めんつゆを冷や汁じるに替かえて食べていた。

「美お味いしいわね、これ」

　リサラがズルルルと素麺を啜った。

　ズルズルと音が出るのも仕方ない。すり鉢ばちでゴマをすり、ミョウガとネギと大葉とショウガもすり込んで味み噌そをぶっ込んだだけの物だ。それを少量の水で溶とかして、麺つゆ代わりにして食べている。

　普ふ通つうの麺つゆと違ってドロッとしてるので、啜る音も当然大きくなる。

「野菜も入っててヘルシーですわね」

　キュールも満足そうに啜っている。

　が、今の良介の目にはそんな二人はまともに映っていなかった。せっかく作った冷や汁の味も、上の空だ。

　良介の頭にあるのは、午後の自分のことだった。

　今はいい。こうやってご飯を食べている間は問題は起きないだろう。だがしかし、その後……キュールがこのまま引き下がるとは思えなかった。

　もちろんエッチなことをされたり見させられたりするのは、嬉しい。午前中の騒そう動どうのおかげで、生きる力も随ずい分ぶんと復活してきている感かん触しよくだってある。

　だが、だからこそだった。興奮が止まらずに暴走して、また結局リサラに吸い取られて涸かれ果ててしまうんじゃないか。その恐きよう怖ふがどうしてもあった。

（それに美菜を解放するために、また俺がダメになるわけにはいかないだろ。この感じだと明日には復活してる気がするし、食べ終わったらすぐに俺の部屋に閉じこもるか……）

　などと考えている間に、素麺は食べ尽つくされていた。

「…………ごちそうさま」

　食べ終わった自分の食器を流しに片付け、良介はそのままそそくさと廊ろう下かに出ようとして、立ち止まった。

「うふふふ、どこに行くんですの良介さん」

　キュールが、がっしりと良介の腕うでを掴つかんだのだ。

「いやその、部屋でちょっと昼ひる寝ねしようかなぁって……」

「クスッ。その前に、キュール達にちょっと付き合ってくれてもいいですわよね」

　ニタァッとキュールが邪じや悪あくな笑みを浮かべながら、腕を下に引いて良介の上半身を低くさせてくる。

「な、何を、今度は何をする気だ！」

　と言いながら、何をされるのかなぁと少しにやけてしまう良介だ。

「クスクス。お姉様、ニューウェーブの挟むを見せてあげて下さい！」

「……う、ううぅ……行くわよ、良介」

　良介の前に立ったリサラが、プロレスでもするかのように片腕を高く掲かかげて迫せまってくる。

「な、何をっ──ぐげぇっ!?」

　いきなりリサラが、上から腋わきの下で抱かかえるように良介の頭を押さえ込んだ。プロレス技で言うヘッドロックってヤツだ。

「いたたたたたっ、こ、これなんだよ！」

　嬉しくない。どこも嬉しくない行こう為いだ。

「うーん、予定では太ももの間に頭を挟むはずだったのに……お姉様、ひよりましたわね」

「出来ないわよ、そんなこと！」

　キュールとリサラが言い合うが、良介には何のことだかさっぱり分からない。この二人は良介のエッチな魂を刺し激げきするために動いているはずだ。だがヘッドロックのどこがエッチなのか、さっぱり分からないのだ。

「これがせめてキュールなら、まだおっぱいの柔やわらかさが側頭部に当たって幸せな気分も味わえただろうに……リサラじゃなぁ。なんか硬かたいし」

「悪かったわね！」

「ひががががががっ」

　更さらにギリギリと締め付けられてしまった。

「うーん、あまり嬉しくないみたいですわね」

「当たり前だっ。痛いんだぞっ。確かに俺は変態だ。踏まれて喜んだり、お尻しり叩たたかれてヒーハーってなったりする時もある。だがな、そこにはちゃんとした精神性がある。こんな、こんな痛いだけのプロレス技に俺は興奮なんてしないぞ！　しないから、もう助けて下さいリサラ様」

「え、ええと……どうしよっかキュール」

「うーん、腋の下に挟まれると嬉しいってあのエッチな本にはあったんですけれど……」

「わ・き・の・し・た」

　ピッシャ───────ン。
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　良介の頭の中に雷かみなりが落ちた。それも特大の雷だ。

「う、うおぉぉぉぉぉ、しまったぁぁぁぁ。俺としたことが、くっ、やはり魂たましいが本調子ではないってことか！」

　フルフルと良介が震ふるえ出す。

「どうしたのよ？」

「己おのれの未熟さに涙なみだしてるんだ。そうか、俺の後頭部は今、リサラの腋の下を感じているんだな！」

「ゔっ、そ、そういう言い方されるとなんだか凄すごく嫌いやに……」

「くそ、腋の下の存在に気が付かないとは、俺のバカ、バカバカバカ！」

「一つ聞いてもいいかしら？」

「なんだよ」

「腋の下って、ただの腋の下よね？」

「ああ、そうだ」

「それのどこに……その、そーいう風に興奮出来るわけ？」

　未知なる者を見るような目で、リサラが良介を見た。

「やれやれ、おバカさんだなリサラは──ひぐぅっ」

　ギュッと頭を締しめられました……。

「で、なんで？」

「いいか、おっぱいも、あそこも、足の裏も、おへそも、お尻も、そして腋の下も、全部宝物なんだよ！　そう宝物は何い時つだって隠かくされているものだ。つまり、女の子が隠したがる所は全部、男にとって宝物なんだよ！」

　言い切った。

　反応は、ない。

「あれ？　俺は今、大宇宙の真理に一歩近づいたと思ったんだけど？」

「キュール、全世界の女の子のためにこのままお灸きゆうを据すえてもいいかしら」

「うう、止める気になれませんわ……」

「ありがと、キュール」

「ま、待てっ！」

　リサラの腕に力が入った瞬しゆん間かん、良介が叫さけんだ。

「この期ごにおよんで何よ」

「お灸を据えるのはいい。だが一つだけ言っておくぞリサラ」

「だから何よ」

「俺は既すでに腋の下という宝物に気が付いている。この先、お前がどんだけ俺の頭を締め付けようとも、それは俺とお前の腋の下を近づける行為に過ぎない。そうこれからの痛みは、既に俺にとってご褒ほう美びだ！」

　シーンと部屋が静かになった。

　暫しばらくしてヘッドロックが解けて──リサラの深い深いため息が響く。

「コレに頼たよるしかなかった、我が身の不幸を呪のろうわ……」

　その後、何事もなかったようにリサラとキュールは食器を片付け始めて……ぽつんと残された良介は、カエサルにも無視されて、部屋の片かた隅すみでイジイジといじけたのだった。
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　外はすっかり夜になっていた。この都会では虫の声なんていう洒しや落れたものは聞こえてこないが、ムッとした湿しつ気けだけで十分に、嫌っていうほど夏だった。

　リサラは、夕飯にオーブンで焼いた鶏にわとりのもも肉を食べた後、またしてもキュールに和室に引きずり込まれていた。

「今いま頃ごろ良介さんはお風ふ呂ろに入るかどうかってタイミングですわよね」

　キュールが風呂場の方を向いた。

「貴方あなたまさかお風呂に押しかけようって言うんじゃないでしょうね」

「あら、お姉様にしては勘かんが鋭するどいですわね」

「お断りよ」

　リサラはきっぱりと言う。

「そもそも、なんでいっつも実行者は私なのよ。おかしいじゃないっ。そりゃ姉として、キュールを犠ぎ牲せいにするわけにはいかないって言ったけど、良介の生きる力を復活させるってだけなら貴方がやったっていいはずでしょ！」

「あら、やっと気が付きました？」

　クスリとキュールが笑う。

「まあでも、お姉様がそう仰おつしやるなら仕方ありませんわ。今回はキュールがやるとしますか」

「まったく、何をする気かは知らないけど」

「でも、本当にいいんですの？」

「何がよ」

「良介さんのエッチな魂は、完全復活間近ですわよね」

「そうね、そろそろだと思うわ」

「ってことは、キュールが興奮させちゃったら……そのまま襲おそわれて、初体験って可能性が高いですわね」

　ブルッとキュールが怯おびえたように震えた。

「それは……でもほら、良介ってああ見えて結構優しいから、襲うなんてことはしないわよ」

「あら、今回は変則的ですけど、美菜さんを救うために初体験という合意は成り立ってますわ」

「そ、それは」

「何よりもし《グラム》が覚かく醒せいしたら、キュールなんてひとたまりもありませんわ。ああ、美菜さんのためとはいえ、乙女おとめが華はなと散るんですね……嗚あ呼あぁ」

　よよとキュールが泣き崩くずれる。

「《グラム》……た、確かにあいつが暴走したら」

「それにお姉様はいいんですの？」

「いいって、何がよ」

「良介さんの初体験の相手が、このキュールで。本当はお姉様が……」

「な、何をバカなことを言ってるのかしら！」

　これまでで一番のボリュームでリサラが叫んだ。

「でもほら、うん、キュールのことを考えたら、そうよね！」

　乱暴にリサラが立ち上がった。

「リサラお姉様？」

「貴方が傷物になったら、私がゼリア家に面目が立たないのよっ。いいわ、私も付き合うわよっ。キュール、貴方のためにね。貴方のためよ、ため！」

「嗚呼っ、なんてお優やさしいリサラお姉様!!」

　キュールが感無量といった感じで突つっ伏ぷした。

　もっとも顔は、クスクスと笑っていたのだが……。
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「ふぅ……酷ひどい目にあったというか、いい目にあったというか」

　服を脱ぬいで風呂場に入った。

　湯気を身にまとうだけで、今日一日の疲ひ労ろうがどっと出てくる。

「はぁ、そもそもガルダーブロウグの野や郎ろうも何を考えてるんだよ。美菜を解放するために初体験しろとかさ。変態なんじゃねぇか」

　ガルダーブロウグがくしゃみしてそうだが気にしない。

　風呂の椅い子すに座り、風呂桶おけからお湯をすくって体にかける。

「寝ねるときに部屋の鍵かぎをちゃんとかけておけば、さすがに今日はもう何もないだろ」

　もっとも、それならそれで美菜の魂の解放をどうするかという難題は残る。良介としては、正直言って初体験という条件が気にくわなかった。ないがリサラもキュールも他ほかに方法はないと言っている以上、どうしようもない。

「って言ってもなあ。俺はまだしも、女の子にとって初体験ってのは一大イベントじゃないか。リサラかキュールか……そりゃ分からないけど、それをこんな形でってのは可か哀わい想そう過ぎるだろ」

　暗い気分になって思わず良介が肩かたを落とした時だ、ギーと風呂場の扉とびらが開いた。

「なぁっ!?」

　慌あわててタオルで股こ間かんを隠して、振ふり返る。

「えへ、来ちゃいましたわ」

「そのええと、保護者の責任というか……」

　バスタオルを体に巻き、髪かみの毛を結ゆい上げたキュールとリサラが立っていた。

「あのなっ、逆セクハラだろっ。てか、痴ち女じよレベルだぞ！」

　必死に股間を隠しながら良介が訴うつたえる。

　が──キュールにそんな訴えが効果あるわけがなかった。

「あら、ちょっと背中を流してあげようっていうだけですわ。ねえ、お姉様」

「え、あ、うん、そうね」

　リサラの返答はぎこちない。

「どうしましたの？」

「いやだって、その……良介の裸はだかが目の前にあるのよ、ねぇ」

　リサラが声を潜ひそめる。

「あら、水泳の授業とかで見てるじゃないですか」

「そ、それはそうだけどっ」

「いやあの、揉もめてるなら早く帰っていただけると俺としてはですね」

　おずおずと提案してみる。

「あら、普ふ段だんは積極的な良介さんらしくありませんわね」

「あのな、俺が見るのと、俺が見られるは違ちがうんだよっ。俺は妄もう想そうをしたいんであって、妄想の対象にはなりたくないんだよ！」

「良介さん。そーいうのを、我が儘ままって言うんですわよ」

　ニヤッとキュールは笑うと、良介の希望なんて無視して背中を流す準備を始めてしまう。その動きに、渋しぶ々しぶとリサラも付き従う。

（考えようによってはハーレムだけどさ、そのあれだ……こんなにも裸なのが心こころ許もとないとは。くそっ、バスタオルとはいえ二人は体隠してて狡ずるいぞ。嬉うれしさの前に、緊きん張ちようっつーか恥はずかしさがですね……）

　そう思っていると、二人が作業を開始した。

　意外にもキュールがテキパキと背中を拭ふき始める。リサラもややぎこちないながらもしっかりとした手つきだ。

「ふふ、死神が契けい約やくする中にはお年寄りもいますもの。こーいう授業も受けてますわ」

　意外な気持ちを察したキュールが自じ慢まんげに言う。

「そ、それってもっとイケナイ技術も──いってぇっ！」

　リサラが背中をつねったのだ。

「そんなわけないでしょう！」

「ご、ごめんなさい」

「うーん、でもでも。キュールは良介さんとなら、そーいう訓練もいいかなぁって思いますわ」

「あのな、あんまり俺をからかうなよな……」

　キュールの言葉を欠片かけらも信じる気は起きずに良介はうなだれた。そう、自分がモテるわけがないのだ。

「あら、それはどうかしらね」

　クスリとキュールが笑い、スルリ──バスタオルを脱いだ。それは、うなだれている良介にも分かった。だって、落ちてきたバスタオルが見えたのだ。

「え……ええぇぇぇぇぇぇっ!?」

　あまりの出来事に、顔を上げることが出来ない。顔を上げたら夢だったとか、そんなオチしか思い付かない。

「お姉様も、ほら」

「う、うん……」

「リ、リサラまでだとぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　バックンバックンと良介の心臓が高鳴る。今この瞬しゆん間かん、良介は初めてガルダーブロウグに感謝した。お風呂で裸の女の子二人に囲まれる。これ以上の、これ以上の男の野望があるだろうか。

　裸の女の子二人にキャッキャウフフされながら体を洗ってもらい、逆に洗ってキャッキャウフフさせちゃう。

　そんな夢が叶かなっていいんだろうか。

「いや、いい。いいんだっ。そうとも、これは美菜を助けるための人道的行こう為いであって、エッチな行為でも非道徳行為でもないんだ。カエサル、我がモテ師し匠しようよっ。俺は、俺は今ようやくお前と同じステージに上がるぞ！」

　熱い涙なみだを流しながら、良介はようやく顔を上げた。意を決して、バスタオルを脱ぎ捨すてた二人の死神美少女の存在を確かく認にんする。

　そう、鏡に映ったその姿は……。

「水着、だ、と……」

　かすれた声を、良介は絞しぼり出した。

「当たり前でしょ。幾いくらなんでも裸になるわけないじゃない」

「リサラ。お前な、お前な……俺みたいなモテない男の夢と希望と純情を弄もてあそんで楽しいのかよぉぉっ！」

　今なら血の涙も出せてしまいそうな良介だ。

「あら、逆効果だったみたいですわね」

　キュールが意外そうに呟つぶやく。

「当たり前だろぉぉ。寸止めは、寸止めは、重犯罪なんだぞ！」

「はいはい、悪うございました」

　苦く笑しようしたリサラがキュールに声を掛かける。

「キュール撤てつ退たいするわよ」

「うー、お風ふ呂ろで色々は絶対だと思いましたのに」

　二人が一いつ緒しよに立ち上がり、背を見せる。鏡の中に、二人の後ろ姿が映った。

　リサラのスラリとした、贅ぜい肉にくの欠片も感じさせないボディライン。それでいて、お尻しりから太ももはしっかりと女の子の柔やわらかさを感じさせる。

　キュールの少し丸みを帯びたボディライン。太っているわけではないが、まだ幼いがゆえにあまりウエストは締しまっていない。ただ胸と同じくお尻にはもう肉がしっかりとつき始めている。

　対照的な二人の女の子の後ろ姿だった。

　しかもスクール水着だ。お尻のラインがよりはっきりと浮うき出ている。

　そして、この日一番のトドメが、いや奇き跡せきが舞まい降りた。

　しゃがんでいたせいだろう、二人とも……お尻と水着がややずれていた。

「よっ……」

「んっ……」

　リサラとキュールが同時に、お尻と水着の間に右人差し指を差し入れて、クイッと位置を直したのだ。

「ストォォォォォォォプ！」

　思わず良介は叫さけんでいた。この一瞬を、この奇跡的ワンショットを鏡越ごしだけで満足するなんて出来っこなかった。

「な、なに？」

「なんですの？」

　二人とも突とつ然ぜんの叫び声に、硬こう直ちよくしてしまう。

「んぅぅ～。いいね、いい角度だ」

　両手の親指と人差し指で四角を作り、芸術家か何かのようにこのお尻を枠わくに収めていく。いや、芸術家か何かではない。今この瞬間。加賀良介はフェティシズムという美に奉ほう仕しする芸術家なのだ。

「あのお姉様……なんだか、すごくねちっこい視線を感じるのは気のせいかしら」

「あら奇き遇ぐうね。私も同感なのよ」

　キュールとリサラがひそひそと話す。その間も良介は一心不乱にお尻アングルにこだわっている。かがみ込み、横から、上から、より顔を近づけて……変態のお約束、決して触さわらないを忠実に守りながら、必死に脳のう裏りに焼き付けていく。

「じゃぁお姉様」

「ええ、キュール」

「せーのっ」

　二人が同時に叫び、扉を開けてドタドタと逃にげ出す。

「あ、おい！」

　ツルン、ステン、ゴキ──────ン。

　泡あわに滑すべった、転んだ、突つき刺さした。

「さ、最後の音は何かしらね、キュール」

「ええと、凄すごくその……不ふ吉きつな予感がしますわ」

　おそるおそる振り返った二人の前に、おっきくなっちゃってた息子むすこさんを床ゆかに打ち付けて泡を吹ふく良介の姿があったのだった……。

「はぁ～。これ、今夜は何も出来ないってことですわね」

　キュールが天を仰あおいだ。

「何かする気だったわけ？」

「あら、じゃぁリサラお姉様が学校で初体験する気だったんですの？　だいったーん」

「そ、そんなわけないでしょ！」

　詰つめ寄ってきたリサラに苦笑して、キュールはため息を吐ついた。

「学校だかホテルだか帰って来てからかは知りませんけど、やっかいなことになりましたわね……はぁぁぁぁぁぁぁ」









　三章　のるかそるか




「良りよう介すけくん、歩き方変だけど……どうかしたの？」

　終業式当日の朝、桃もも園ぞの学園に向かう途と中ちゆうで美み菜なが心配そうな声を上げた。

　風ふ呂ろ場ばで不覚にも前のめりに転てん倒とうして、そびえ立つ息子むすこ様をぶつけたのだ、これでも随ずい分ぶんと早く回復している方だと良介は思う。

　何しろ今朝には、息子様は「俺ならもう平気だぜ、ダディ！」と元気な姿を見せてくれていた。もっとも、その痛みでいつもより早起きしちゃったわけだが……。

「本当に平気？」

「ああ、ちょっとドジ踏ふんだだけで、もうほとんど治ってるからさ」

　どこがどう痛いかは説明せずに、良介は美菜に笑った。

　少し後ろではリサラとキュールが「誤ご魔ま化かしてる」「誤魔化してますわ」とか、ひそひそ話しているが無視しておこう。

　そもそも隠かくし事というのであれば、あの二人も良介と同罪なのだ。

　朝食の席で三人は、美菜にガルダーブロウグによって彼女の魂たましいが囚とらわれていることを内ない緒しよにすると全会一いつ致ちで決めていた。

　話したところでどうにかなるものではないし、それなら妙みような不安は持たせない方がいいという判断だった。

「ところでキュール」

　良介の背後でまたひそひそ話が始まる。

「なんですのお姉様」

「今朝は随分と静かだったじゃない。もう襲おそったりするのは諦あきらめたわけ？」

「あら、もしかしてお姉様、良介さんの部屋の前に張り付いていたんですの？」

　逆に質問されて、リサラがしどろもどろになる。

「え、あ、あのほら……ええと」

「暇ひまな人ですわね。それとも、キュールに手を出して欲しくないのかしら」

　ニヤリとキュールが笑った。

「手を出すってっ、わ、私は単に貴方あなたのことをっ」

「さあどうかしら、クスクス」

「キュールぅぅっ」

「ま、でも、今朝はどうこうする気はありませんでしたわ。だってあの転倒っぷりだったし、使い物になるとは思えないじゃないですか」

「つ、使い物って……あははは」

　リサラが頬ほおを掻かきながら、乾かわいた笑い声を上げる。

「でもまぁ、どうやらもう平気みたいですけれど。まったく、生きる力といい……良介さんは、そっち系だけはたくましいというか、凄いですわね」

「そうね……せめてもう少し、他ほかの所にも才能が行けばよかったのに」

　余計なお世話だ、それが漏もれ聞こえてくる話に対する良介の感想だった。これはこれで満足して、エロ介と呼ばれながらも充じゆう実じつした高校生活を送っているのだ。

　何しろ共学の桃園学園は、半分は女子だ。

　妄もう想そうする相手には事欠かない！

　グッと拳こぶしを握にぎって、なんだか少し悲しい気分になる良介だった。

「どうしたの？」

　隣となりで美菜が不思議そうな顔をしていた。

「あ、いや、なんでもない」

「ふうん。なんだか今日はリサラもキュールちゃんも、良介くんも……ちょっと変な気がする」

　さすがは良介と違ちがって常人以上の霊れい力りよくを持ち、成績優ゆう秀しゆう、容姿可か愛わいい、おっぱいデカイな美菜だった。勘かんが鋭するどい。

「そ、そうかなぁ、気のせいじゃないかな、あははははは」

　そして、常人以下の霊力を持ち、成績ダメ、容姿まさか、運動神経並な良介だ。誤魔化し方も、酷ひどかった……。

「ふふふ、良介くんが内緒にするなら私は構わないよ。話すべき時には、きっと話してくれるもんね」

　美菜が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せて微笑ほほえんだ。正直、良介にはどうしてコイツがこんなに自分を信用出来るかが分からないのだが……でも、こんな笑顔をされてしまえば、頷うなずくしかなかった。

「ああ、そうするよ」

「うんっ」

　美菜の顔が嬉うれしそうに輝かがやいた。

「あらあら、朝から仲良さそうですわね」

「そりゃ幼おさな馴な染じみだもの」

　特に感情もなさそうにリサラが答えた。

「ま、お姉様がそれでいいなら、いいんですけれど」

　キュールといえばおかしそうに肩かたをすくめると、タッタと軽い足取りで良介の隣に走り、いきなり腕うでを組んだ。

「な、な、なんだよ？」

「うーん、美菜さんと仲良さそうでちょっと妬やけてしまったんですわ」

「え、ええぇっ!?」

　美菜が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ええと、その、キュールちゃんが、え、その、嘘うそぉ」

「落ち着けって美菜。キュール、からかうのもいい加減にしろよ。俺はまだしも、美菜は素直なんだからさ」

　良介は、苦く笑しようしながらコツンとキュールの頭を叩たたいた。

「あら、本当だったらどうしますの？」

　キュールが叩かれた頭を撫なでながら、ニヤリと良介の顔を窺うかがう。が、良介はまた苦笑した。

「その手を食うかよ」

「ふうん、面おも白しろくないですわね」

　唇くちびるを尖とがらせてキュールは良介から腕を解いた。

「キュールちゃん……」

「キュール……」

　その姿を見る美菜とリサラは、良介とは違い苦笑は浮うかんでいなかった。

　そんなことをしている間に、桃園学園の校門が見えてくる。

　途中、期末試験休きゆう暇か祭なんていうバカ騒さわぎがあったとはいえ、正規に登校するのは一週間ぶりだ。しかも、明日あしたからは夏休みなのだ。校門の周りから既すでに、生徒達の話し声で賑にぎやかなことになっている。

　いや、一カ所。

　騒ぎながら歩く生徒達が避よけて通る、静かな空間があった。

「やあリサラくん。今朝もまたキミの姿のなんと美しいことか。まさしく、桃園学園孤こ高こうのハンサム玉たま野の光ひかるに相応ふさわしい人だ」

　玉野が、手に持った赤い薔ば薇らの花束の奥でキラリと歯を輝かせて笑う。

　玉野光、良介達より一学年上の三年生で大金持ちの御おん曹ぞう司しだ。しかも確かに外見はハンサムだし成績も優秀で、実力でボクシング部の部長になった、一見完かん璧ぺき超ちよう人じんだ。

　ただし中身は良介同様の変態で、色々と残念な上に、霊力も凡ぼん人じん以下だったりする。

「そのまま一生孤高にしてれば」

　立ち止まることもなく、薔薇の脇わきもスタスタとリサラが通り抜ぬけようとする。

「おいおい、そんなつれないことを言うもんじゃないよ。まぁ、この赤い薔薇同様に美しいキミだ。棘とげがあるのは当然かな」

　リサラの前に回り込みながら、歯の浮くような台詞せりふを恥はずかしげもなくぺらぺらと喋しやべる。

「あのね先せん輩ぱい──」

「ああ、何も言わないでいいよ。この僕の心は、もうキミのものだ。だからキミの心も僕のものだ。そうだろう？」

「そんなわけないでしょ」

　うんざりとリサラが答える。

「さらにっ。今、僕の気持ちを受け入れてくれれば一学期終しゆう了りよう特別記念セールだ！」

　玉野が必死に追いすがった。

「てか、セールとかするものなのか？」

「まぁ、あの先輩の気持ちとか……安っぽそうですし」

　良介の疑問に身も蓋ふたもない感想を返すキュールだった。

「ええと、そうだ。町内ラーメン三カ月間無料がおまけで付くとか！」

「……良介、さっさと行きましょ」

「ええぇっ。それなら、あ、そうだ。高級レストランでも！」

　リサラはもう一いつ顧こだにせずに、歩いて行く。良介達も苦笑しながらその後に続く。

　が──。

「ええい、この僕も、校内奇き人じん変人トップランカー八はつ奇き衆しゆうの一人《ピンクボクサー》玉野光だ。このまま引き下がるわけにはいかないよ」

　桃園学園が誇ほこる八人の奇人に贈られる称しよう号ごうだ。

　ちなみに良介も《エロ介》の通つう称しようでランクインしている。

「腕ずくでも、この薔薇だけは受け取ってもらうよ！」

「私に勝てるとでも？」

　リサラの瞳ひとみに、どう猛もうな輝きが灯ともる。

「ふふん。本当の実力では敵かなわないのは百も承知さ。でもね、この衆目の中でキミに何か出来るかな？」

　トンットンッとボクシングのステップを踏みながら、玉野が笑う。かつて彼は、キュールに騙だまされて利用されてボロぞうきんのように捨てられたことがあった。そのせいで、リサラやキュールが死神だと知っている学園でも数少ない一人だった。

「ああ、ちょっといいかな」

　良介の声に、玉野とリサラが振ふり返る。

「いくら先輩でも、こんな所で暴力沙ざ汰たはまずいんじゃないか？」

「……あ」

　良介の指し摘てきに、玉野が間ま抜ぬけな声を上げた。

「やっぱり、何も考えてないでやんの……」

「ば、バカをいえっ。考えてたぞ。ええと、薔薇を受け取ってもらったら遠えん隔かく装置で睡すい眠みん剤ざいを吹ふきかけて、寝ねてるところをさらって……寝ね顔がおを見たり、添そい寝したり、勝手に膝ひざ枕まくらしようとか、そ、そーいう成功した後の計画ならしっかり考えていたぞ！」

　ダメな先輩だった……。

「同じ変態なら、良介の方がまだ安全ってことね……」

「だろ？」

「あのね、褒ほめてないってば」

　と言うくせに、良介を見るリサラの顔は不ふ機き嫌げんそうではなかった。

「く、くぅぅぅっ、ムキ────！」

　玉野が地面を蹴けった。

「え……？」

　狙ねらいは良介だ。格かく闘とう技ぎ経験なんてありません。最近、色々あって修しゆ羅ら場ばを乗り越こえてきたせいで度胸は付いてきたものの、反応出来ない以上どうしようもない。

「良介！」

　リサラの位置からでは間に合うわけがなかった。それでも走り──。

「あ、あれ？」

　良介は無傷だった。

　むしろ玉野がひっくり返っていた。この結果に玉野自身が訳も分からずボケーとしている。

「英数字の六の逆は九。九の逆は六。六十九が好きだから、ひっくり返すのも得意……」

　ボソリと低い声だった。

「す、杉すぎ浦うらっ！」

　玉野が驚おどろきの声を上げつつ、起き上がる。

　杉浦──桃園学園三年杉浦冥めい。六十九という数字が好きで、毎回テストで六十九点を取るところから《六十九番》と呼ばれる八奇衆の一人である奇人だ。

　引き締しまった体を猫ねこ背ぜにして、陰いん鬱うつそうに下を見ている。髪かみの毛はボサボサでその表情はよく読み取れない。

「怪け我がするの、よくないから」

　またボソリと言う。

「ちっ。良介くん、確かに焼き餅もちやいてムキーってなった僕が悪かった。だがね、リサラくんの胸を揉もんで大きくするのは、この僕の役目だ。キミなんかには渡わたさな──ゴゲッ」

　顔面にリサラの鞄かばんがクリーンヒットして、玉野は沈しずんだのだった。

　そしてお礼を言う暇ひまも与あたえずに、杉浦の姿はどこにもなかった……。




　　　　※　　　※　　　※




　終業式というものは、基本的に何の刺し激げきもない退たい屈くつ極きわまりない儀ぎ式しきだ。

　校長先生の欠伸あくびしか出ない話を聞いて、教室に戻もどってホームルームをこなす。唯ゆい一いつにして最大の刺激といえば、通つう信しん簿ぼが配られることだが……。

「まぁ、俺には関係のないもんだしなぁ」

　どうせ見たところで補習を受けないで済む程度の、壊かい滅めつ的でもなければ良くもない、そんな数字が並んでいるに決まっているのだ。これで親が口やかましく言ってくるような家なら、もっと──嫌いや々いやながらも──執しゆう着ちやくせざるを得ないのだろうが、両親が海外で当面帰ってこない良介としては、この紙切れにはあまり執着が湧わかない。

　クラスのあちこちで悲鳴や歓かん声せいが上がるのを聞きつつ、良介は腕を組んだ。正直言って成績なんかよりも、今は気になることがある。

　チラッと前の席に座る美菜を見る。

　通信簿の成績はいつも通り良好だったのだろう。特に変わった様子もなく前を見ている。

　隣となりに目をやると人間界の学校の成績なんて良介よりももっと関係ないはずのリサラが、食い入るように通信簿を見つめている。

　その横を通信簿を教きよう壇だんで受け取って戻ってきたイリアが通り、

「……ちっ」

　ちらっとリサラの通信簿に目を落として、舌打ちをした。どうやら負けたらしい。

　二人とも、成績とかそーいった順位にホントに執着するヤツらだ。

　そう良介がボケーとしていると、机の上にいきなり文字が浮かびだした。

『相談あり。体育倉庫に来られたし。キュール』

　すらすらと事務的なメッセージが綴つづられていく。

　その提案は暇を持て余している良介にとって、決して悪くないものだ。問題があるとすれば──リサラもイリアも、一心不乱に通信簿を見ている。

　障害は皆かい無むのようだ。

（まぁ、キュールのヤツも校内で襲おそいかかってきたりはしないだろうし……うん、たぶんしないだろう）

　一いち抹まつの不安を抱かかえながらも、良介は手を挙げてトイレと告げる。

　誰だれがどう見ても切せつ羽ぱ詰つまった感のない顔だが、相手は乱らん橋ばし先生だ。

　子供にしか見えない外見に、子供としか思えない精神年ねん齢れいに、酒飲みを併あわせ持つ、要するにいい加減な先生なのだ。案の定、あっさりとほぼ自動的に認められて、良介は不ふ審しんそうな顔をした美菜を置いて教室を抜け出した。

　生徒の一人も見かけないホームルーム中の廊ろう下かを良介は、少し早歩きで進む。

「トイレ、かい？」

　杉浦だ。猫背のままやっぱり下を向いて歩いている。

「え、ええ。あの朝はありがとうございました」

「怪我は、よくないから……」

　良介の礼に杉浦はそう答えると、良介とは逆方向に歩いて行く。

「わ、分からない先輩だ……」

　つかの間、呆ぼう然ぜんとその背を見送ってから、良介は高等部と中等部で共有している体育倉庫前に向かった。

　体育倉庫近辺は校内でも、あまり人が近づかないスポットの一つだ。

　まして終業式の日に体育があるわけがなく、ほぼ誰も来ないと言ってよかった。

「また閉じ込められたくないからな」

　体育倉庫の中に入ると良介は、扉とびらが完全に閉まらないようにバットを間に挟はさんだ。以前、ここに閉じ込められた苦い経験があるのだ。

「何してますの？」

「こうやっておけば、閉じ込められる心配もなくなるだろ？」

　平均台の上に座って、脚あしをブラブラさせているキュールに答える。

「おかしな心配をしますのね」

「まぁ、ちょっとな」

「ふうん」

　さして興味なさそうにキュールが相づちを打つ。それを聞きながら良介は、彼女の正面に転がっているマットの上にあぐらをかいて座った。

「それで俺を呼び出して何の用だよ」

「リサラお姉様は？」

「イリアと一いつ緒しよに通信簿とにらめっこだ。俺が教室抜ぬけ出たのも気が付いてないな、あれは」

「ふふふ、相変わらずですのね。人間界の学校の成績にこだわったって仕方ありませんのに」

　キュールがやれやれと失しつ笑しようする。

「まぁ根が真ま面じ目めだからな。そういうお前はどうだったんだよ」

「悪いと思います？」

「これだから頭のいい連中は……」

「では、本題に入らせてもらいますわね」

　うなだれた良介を無視して、キュールが身を乗り出してくる。

「美菜のことだろ？」

「ご名答。というか、他ほかにありませんものね」

「ああ。俺にとっては、通信簿なんかよりも遥はるかに大事な問題だしな」

　良介の返答に、キュールは深く頷うなずく。

「それで何か他に方法はあるのかよ」

「初体験以外にですか？」

「ああ、そうだ」

「そんなに都合良く他の手段なんて見つかると思います？」

「そりゃそうだけどさ。そうだ、レストール家の本部ってヤツに知らせたりすればいいんじゃないか」

　良介の提案にキュールが首を振る。

「レストール家には確かに強大な力を持った死神がいますわ。お姉様ですら太た刀ち打うちできないような、それこそガルダーブロウグ並みの力を持った死神が」

「だったらっ！」

「彼らはそれぞれ役目がありますし、何よりガルダーブロウグの監かん視しの目を逃のがれて連れん絡らくを取るなんて芸当が、キュールにもリサラお姉様にも出来ませんわ」

　そう言うと、キュールは力なく肩かたを落とした。

「私達は全員ガルダーブロウグに監視されているはずですわ。死神界に連絡を取ろうとした段階で、あの男は気が付くでしょうね」

「そこまで監視出来るのかよ」

「美菜さんの安全を考えるならば、出来ると考えて事に当たるべきですわ。それに──」

　言葉を飲み込み、キュールが周囲に意識を飛ばす。

「どうしたんだよ」

「やっぱり……」

「やっぱり？」

「良介さんが気が付かないのは仕方ありませんけれど、今もやっぱり監視されてますわ」

「マジかよ」

「マジですわ。校内に来てからより監視の目が強くなったみたいですし……。やっぱり言われた通りにするしか方法はありませんわ」

　キュールは観念したように苦笑すると、「えいっ」と声を上げて平均台から跳はねるようにして良介のすぐ目の前に立った。

　それからゴソゴソとポケットを漁あさり、手鏡と口紅を取り出す。

「お、お前まさか」

「そのまさかですわ。ここまで来たら初体験する以外に方法はありませんもの。あったあった、これで……ん」

　キュールが折りたたみ式の手鏡を開き中を覗のぞき込んで、口紅を付けていく。

「う、ううん、口紅を塗ぬる姿ってのは、キュールのくせに妙みように色っぽいな」

　つい、場ば違ちがいな感想が出てしまう。その感想にキュールは口紅を塗る手をいったん止めて、ジロリと睨にらんでくる。

「ご、ごめんなさい」

　良介が思わず頭を下げると、キュールは小さく肩をすくめた。そんなに怒おこっているわけじゃないらしい。

「さてと、準備完かん了りようですわ」

　パチンッと手鏡を折りたたみ、口紅と一緒にポケットに放ほうり込む。

「待てっ、待て待て」

「なんですの？」

「冗じよう談だんじゃなくて本気で言ってるのか？」

「もちろんですわ」

　平然と答えながら、キュールが胸むな元もとのリボンをシュルリと解いた。

「ちょっと待てって！」

「ああ、良介さんは制服を脱ぬがさない方が好きなんでしたっけ。じゃぁ、キュールは下着だけ外した方が」

「だから、そうじゃなくてだ！」

「往生際が悪いですわよ。ここまで来て男のくせに尻しり込ごみですか？」

　有無を言わせない口調だ。

　良介としては困ってしまう。昨日までのようにキュールが襲いかかってきたり、妙な誘ゆう惑わくをしてくるのであれば、十分に対処可能だと思っていた。

　だが、こうやって面と向かって正せい攻こう法ほうで初体験を迫せまってくると──はっきり言って、どうしていいか分からない。

　しかも、理はキュールにあるのだ。美菜を救う手立てが八方ふさがりである以上、提示された条件に乗るしかない。その通りだった。しかもその条件は、別に何かを盗ぬすんだりするような非合法なものではない。

　しかも、どちらかと言うと一方的に被ひ害がいを受ける女の子であるキュールが、納なつ得とくして迫ってきている。

　それをはねのけるだけの理り屈くつを、良介は持っていなかった。

　なのに──。

「うーん、せめてスカートは脱いだ方がよさそうですわね」

　キュールがパチリとホックを外して、スカートを脱いでしまう。

　いい脚だった。

　リサラのバネのような反発力を感じさせる引き締しまった脚とは違う、まだ少し幼さが残る柔やわらかそうな脚だ。

　パンツはちょっとレースの入った、背せ伸のびしたデザインだ。

「カエサルに協力してもらって、術式で今朝作ったんですわ。ま、勝負パンツってやつですわね」

「や、やる気満々かよっ！」

「さっきからそう言ってますわ」

　キュールが制服の上着の中、しかも背中に手を入れる。

　ゴソゴソと手を動かし、パチンと音がした。

「も、もしかして今の音は、ぶ、ぶ、ぶらじゃぁ？」

「正解ですわ♡」

　ニコリと微笑ほほえみながら、キュールが一度腕うでを制服の袖そでから抜いて、また通す。それを両腕でやった時、ストンとマットの上にブラジャーが落ちてきた。

　そう制服を着たままで、キュールは見事ノーブラ態勢になったのだ。

「ふふ、伊だ達てに良介さんのエッチな本を読んで、勉強したわけじゃありませんわ」

　艶えん然ぜんと微笑んで、キュールが抱だきつくように腕を良介の首に回した。蛇へびが巻き付いてくるように、徐じよ々じよに密着してくる……。

　良介の目の前には、もうキュールの胸元だ。リボンとボタンが外されたそこは、だらしなくはだけていて、ブラジャーという枷かせを失ったおっぱいの谷間が、チラリと視界に飛び込んでくる。

　ニヘラァと鼻の下が伸のびてしまい──、

「ぬ、ぬぉぉっ」

　良介はテープを引っぺがすように無理矢理視線を外して、横を向いた。

「あら、もっと見てもいいんですわよ？」

「あ、あのな、くっ……お、俺だって男なんだぞ、そういつまでも、が、我が慢まんが」

「だから、我慢をする必要はないって言ってますでしょ」

「そう言われたって、くっ、くぅぅ」

　チラリと視線が胸元に行ってしまう。発展途と上じようとはいえ、リサラと違ってキュールのおっぱいはしっかりと膨ふくらんでいるのだ。

　柔らかそうな谷間が、そこにはある。

　はっきりと谷間がはだけた胸元から、チラリチラリと見えてしまっていてですね。

「ぐ、ぐぬぬぬぬぬ」

「美菜さんをガルダーブロウグから解放して救うためですもの。躊躇ためらうことなんてありませんわよ」

　キュールが右腕を良介の首から離はなす。

「何を、何をする気だっ」

「度胸のない良介さんの手助けをしてあげるんですわ♡」

　微笑みながらウインクをすると、キュールがその右手で良介の手首を掴つかんで持ち上げる。

「え、ちょ、待て、もしかしてっ」

「ふふふ、キュールの胸に触さわる初めての男性にしてあげますわ」

「ちょ──────！」

　容よう赦しやなく良介の手を自分の胸に、おっぱいに寄せる。

　心が、その崇すう高こうな精神によって抵てい抗こうしようとする。

　だが、本能と体は正直だ。

　本能という良介内最高司令部によって脳みそと体を結ぶ神経は断絶させられ、手はキュールのされるがままにおっぱいへと向かう。

　指先が制服に触ふれる。

　あと一歩、あと一歩で制服越ごしのノーブラおっぱいという、ミラクルスイーツに触れることが出来る。

　が──まさに触れようとした瞬しゆん間かん、ピタリとキュールの動きが止まる。再度言うが、良介の体は抵抗出来ていない。

　とすれば、止まった原因はキュールにしかなかった。

「…………っ」

　一瞬、ほんの一瞬キュールが、辛つらいとも違う、必死な決意を絞しぼり出すような表情を浮うかべた。

　その刹せつ那な、良介内最高司令部である本能が動いた。

　手を自分の意志で動かす。

　揉もむんじゃない。

　キュールの手を振ふり払はらい、その肩を押して彼女の体を良介から離す。

「ダメだ、キュール」

　命令する。

「なっ──」

「だってお前、本心じゃ怖こわがってるじゃないか。俺は、確かに女の子が好きで好きでたまらないし変態だしスケベだしエロ介だし、どうしようもない変態だけど、それでも紳しん士しなんだ。そして男なんだよ」

　良介の言葉に、キュールが怪け訝げんな顔をする。

「二回も変態って自じ称しようする上に男なら、何も躊躇うことはないと思いますけれど」

「違う。俺は変態でどうしようもない女好きだからこそ、無理をしている女の子を、そのまま認めることなんて出来ないんだよ。キュール、お前は確かに腹黒いし、色々とされたけどさ、やっぱり俺にとっては女の子っていう宝物なんだよ。大切にしたいんだ」

「…………」

「だから、無理に俺と初体験をして後こう悔かいして傷つくお前なんて見たくないんだ」

「良介さん……」

「ああ、誤解するなよ。別にキュールじゃ初体験したくない、卒業したくないなんて欠片かけらも考えてないからな。現に、さっきのおっぱいの谷間チラチラで俺の股こ間かんは大フィーバーしてたんだ。いやその、今もフィーバーしてる。それでもさ……」

　ちょっと照れてしまい、良介は頭を掻かいた。

「そのあれだ、俺にも譲ゆずれない一線ってものがあるんだよ」

「はぁ～、まったく」

　ぺたんとキュールが良介の目の前に座った。

「筋金入りの女好きとでも思うしかありませんわね」

　女の子座りをして、キュールが頬ほおを掻く。何な故ぜかその顔、少し紅潮している。

「それで、女の子好きの良介さんはキュールとの初体験を断って、美菜さんをどうするつもりですの。あの変態な上に人間を見下している男ですわよ、美菜さんの魂たましいはきっと壊こわされてしまいますわ」

「え……」

　その場の勢いで考えてませんでした。

「やっぱり何も考えてない……。いいですか、キュールだって美菜さんを大切に思ってますのよ。短い付き合いですけど、あのお人ひと好よしぶりには敵かないませんわ。だから、美菜さんを守るためにやらなきゃいけないことをする。それがキュールの決断ですわ」

「決断、か」

　決断という言葉が、重い。言われてみれば、良介は何も決めてこなかった。大事にしたいってことだけを言って、その場その場でキュールを傷つけないようにして来ただけだ。

「甘いよな」

「甘い？」

　キュールが予想外の言葉に、キョトンとする。

「キュールだって自分を犠ぎ牲せいに美菜を守ろうとしてくれてるんだ。俺が何も決めてこなかったのは、甘すぎるってことだよ」

「……よく分かりませんけど、要するに初体験をする覚かく悟ごを決めたってことですわね」

「いいや」

　そう言うと、良介は頬を掻いて天てん井じようを見上げた。今から自分がいう言葉が、どれだけ馬ば鹿からしい発想かよく分かるだけに、ちょっと恥はずかしい。

「まぁその……ガルダーブロウグと戦うよ」

　目の前でキュールが、目を丸くして呆ぼう然ぜんと良介を見つめている。

「な、なんだよ」

「い、言っている意味が分かってますの？」

「うーん、まぁだいたいは」

「だいたいって、スタンザの称しよう号ごうを持つ死神と戦って勝てるわけがありませんわ。スタンザの意味が分かってますの。死神界でも特別な功績や強大な力を持った死神にしか与あたえられない、そしてその貴重さ故ゆえに死した後も剥はく奪だつされない、特別な称号なんですのよ」

「そーいや、そんなこと言ってたな」

「そんなことって……。あのガルダーブロウグが列しているスタンザは確かに百のうち六十九番目ですわ。でも──」

「ほとんどのスタンザが死んだ死神で埋うまっていて、現状は空きがほとんどないだろ？」

「そうですわ。一つの位階に六人まで列することが出来るとは言っても、死者だらけですわ。そんな中で、生きている中でスタンザを持つ数少ない死神、それがあのガルダーブロウグですのよ。勝てるわけがありませんわ。肝きも試だめしの時だって、あれは撃げき退たいってよりもあいつが退ひいてくれただけですわ」

　必死にまくし立てるキュールに、良介は微笑んだ。

「分かってるって。まぁ、いくらコイツ……」

　自分の胸に拳こぶしを置く。

「《グラム》の力を借りたって、あんまり勝ち目はなさそうだな」

　オオォォォン──魂の奥底で《グラム》が不満そうに震ふるえる。俺が全開なら負けやしない。そう訴うつたえているのだ。その《グラム》の様子に、良介は苦く笑しようした。

「コイツは自分が全開なら負けないって言ってるけど」

「確かに《折れた剣けんグラム》──《黄ラ昏グのナ戦ロいク》によって世界が再生される前から伝わるとされる《旧ふるき五つ》の中でも、最も兇きよう暴ぼうとされる《グラム》が力の全すべてを出せば、神様だって竜りゆう族ぞくだって敵いませんわね。でもそんなことは」

「ああ、俺は死神でも特異者でもなんでもないからな。ってわけで、勝てないってことだ」

「それが分かっているのなら」

「でもさ、ガルダーブロウグは、要するに俺を知りたいんだろ。ホモ的な意味じゃなくてさ」

「まぁ、ホモかどうかはちょっと疑わしいですけれど、良介さんの魂の秘密を知りたがっていますわね」

「そのために美菜を人ひと質じちに取ってる。それなら、やっぱり俺が行けばいいんだよ。まぁ、なんかのラッキーで勝てばいいし、負けたってあいつに直接調べられるだけだろ」

　気負うこともなく、あっさりと良介は言った。

　もちろん恐きよう怖ふ──お尻しりを掘ほられるかも的な怖さも内包しつつ──はある。

　それでも、リサラやキュールが無理をして初体験をしたり、美菜が人質になったりと、女の子が犠牲になることにあれこれと悩なやむよりは、遥はるかにすっきりとするのだ。

　俯うつむいてしまったキュールの肩かたを、良介は軽く叩たたいた。

「ま、そんなわけだからさ、キュール。下着をちゃんとして、スカートを穿はけよ。俺が目のやり場に困る」

「…………ですわ」

　ボソリとキュールが呟つぶやいた。あまりに小さくて聞こえない。

「どうしたんだ？」

「……嫌いやですわ」

「嫌って、ああ、俺がここにいると確かに着にくいか。じゃぁ俺、壁かべを見てるから」

「違ちがいます！」

　いきなりの大だい音おん声じように、良介の鼓こ膜まくがキーンとなってしまう。

「お、おおう……急になんだよ」

　キュールが顔を上げて、良介の目をじっと見つめてくる。彼女の瞳ひとみは、いつの間にか赤くなっていた。

「キュ、キュール？」

「本当に、スケベで変態お馬鹿で三枚目で変態で変態で、そのくせやさし──」

　キュールが何か言葉を飲み込み、かわりにキッと睨にらんでくる。

「良介さんがガルダーブロウグと戦いに行くのを、キュールは認める気はありませんわ」

「み、認めるってあのな。別にお前に認めてもらう必要ないだろ」

「却きやつ下かしますわ」

「却下って、他ほかに何か案があるのかよ」

　キュールは首を左右にするが、

「嫌なものは嫌ですの」

　まるでだだっ子だ。

「あのな、キュール──うあっ!?」

　説得しようとした良介の胸に、キュールが飛び込んできた。

「え、あの、キュ、キュールさん？」

　ドキドキする前に、事態が全く掴つかめずに良介は混乱した。

「狡ずるいですわ」

「狡いって、何が？」

　キュールは何も答えてくれない。ただ暫しばらく黙だまった後に、ボソボソと言う。

「……あんな決意をされて引き下がったら、ゼリア家の名が泣きますわ」

　女の子に胸に抱だきつかれるという、初めての体験に良介は何をどうしていいか分からず、ボリボリと頭を掻く。

「いや、それのどこが狡いのか、俺にはよく分からないんだが」

「後付けですわ」

「へ？」

　疑問の声を上げた良介をキュールが見上げて宣言をした。

「とにかく、良介さんにはここでキュールと初体験をしてもらいますわ」

「いやだから、それは」

「いいですか、良介さん」

「は、はい」

　有無を言わせぬ口調に思わず頷うなずいてしまう。

「確かにキュールだって、好き好んでよりにもよって変態の良介さんと初体験をしたいってわけじゃありませんわ。でも、キュールはレストール家ではありませんけど、その一門のゼリア家の令れい嬢じようですわ」

「自分で令嬢って言うかな、普ふ通つう」

「その令嬢であるキュールの未来は、ほぼ決まってますわ」

　良介の突つっ込こみはスルーらしい。

「そう、有力者と政略結けつ婚こんになるに決まってますわ」

　キュールが断言する。

「……そうなのか」

「ええ、死神界では常識ですわ。ですから、キュールはこのままいけば、好きでもない、下手をすれば会ったこともない相手と結婚して、初夜を迎むかえることになりますわ」

「キュール……」

「だったら、好き…………ってわけじゃなくても、知り合って、まぁそこそこ仲良くなった良介さんとの初体験の方が、百倍、いいえ万倍マシなんですの。とても簡単な理り屈くつですわ。良介さんにだって、この程度のことは分かりますでしょ」

　その生意気というか強い口調とは裏腹に、赤くなっていた瞳が今度は潤うるんでいる。

　さすがにドキドキとしてきてしまう。

　ここまで言われて、立ち止まれるだろうか。

　ここまでされて、振ふり払はらうのはかえって女の子を傷つける行こう為いではないだろうか。

　大事に思うならば、時には踏ふみ出すことも必要ではないだろうか。

「良介さん……お願いします」

　キュールの唇くちびるに塗ぬられた口紅が、グロスのせいでキラキラと輝かがやいた。

　ドッキ─────────ン。まさに心臓が射い貫ぬかれた。

　だって、妙みように色っぽいのだ。まだ幼い顔のくせに、唇だけは大人で、そのあの……もう止まりません。
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「キュ、キュール」

　頭を掻かいていた手がキュールの背中に回り──ドスン、何かが倒たおれる音がした。

「え？」

　良介とキュールが似たような声を上げて、同時に音がした方向、体育倉庫の入り口を見た。

　──美菜が失神して仰あお向むけに倒れていた。

　その横に、リサラが床ゆかを見つめて立っていた。長い赤毛も一いつ緒しよに床に向かって垂れていて、およそ表情というものが見て取れない。

「お、お姉様……ハロー」

　おそるおそる、顔色を窺うかがうようにキュールが声をかけた。

　返ってきたのは、シンとした静せい寂じやくだけだ。

　その静けさに耐たえられなくなったキュールが、ひそひそと話しかけてくる。

「良介さん、タッチ」

「ええぇ、俺っ!?」

「今こそ男らしさを見せる時ですわ。か弱い女の子であるこのキュールを守るために！」

「て、てめ、都合のいいときだけ……くそっ」

　半ば自や棄けな気持ちで、良介はリサラに声をかけた。

「ホームルーム、もう終わった？」

　ピクンッとリサラの肩が跳はねた。

「ふふふふふふふふふ」

　地じ獄ごくの底から響ひびくような、不気味すぎる笑い声だ。

「あーその、サボったの怒おこってるとか」

　リサラが右手を前にかざす。

「いらっしゃい、カルヌーンプラデュール……」

　リサラの手の平を中心として炎ほのおが二筋、蛇へびのように鎌かま首くびをもたげた。炎えん蛇じやは一度身み震ぶるいすると、互たがいに逆方向に渦うず巻まきながら走り──漆しつ黒こくの柄つかとなった。

　その左ひだり端はしで炎蛇が大きく炎の唾だ液えきを垂らしながら口を広げ、赤黒い炎を吐はいた。

　鎌かまが、そこにあった。

　人間が想像する死神の鎌そのものだ。

　リサラが柄を握にぎりしめると、その鎌──カルヌーンプラデュールは嬉うれしげに震ふるえる。

「ちょ、ちょっと待てっ、それはやり過ぎだろ！」

　良介の悲鳴を聞き流して、カルヌーンプラデュールを握ったままリサラが、一歩また一歩とゆっくり近づいてくる。

「これは……」

　キュールが低い声を上げる。

「な、なんだよ」

　深刻そうな顔と深刻そうな声で、断言する。

「リサラお姉様、キレてますわ」

「見れば分かんだろっ、そんなの！」

「あは、やっぱり──ヒッ！」

　死神の鎌のあぎとが、良介とキュールの首筋に掛かけられる。

「あ、あのお姉様、キュールはまだ死にたくないかなぁと……」

「俺もほら、モテ期とかまだ来てないしさ……」

　キュールと良介がおずおずとリサラの顔を見上げる。

　垂れた長い赤毛の奥にあるリサラの顔は──それはもうもの凄すごい、死神というより鬼おにの形相だ。

「ふふ、ふふふふふ」

　またもや、地獄の蓋ふたが開いて底から不気味な笑い声が響き渡わたる。

「トイレに行った割には帰りが遅おそいから、ガルダーブロウグに襲おそわれてたらと思って、必死に捜さがし回った結果が、そうこれなのね……良介、ここでキュールといちゃついてたってわけね。心配してた私と美菜の気持ちも知らないで」

　カルヌーンプラデュールを握るリサラの手に力が入る。

「ヒッ、誤解ですわ、お姉様！」

「キュールは黙ってなさい！」

「はいっ」

「良介ぇ、まさかここまでケダモノだったとはね」

「違ちがうぞリサラ！」

「何が違うのよ！」

　キッと顔を上げてリサラが睨んでくる。そのつり上がった目を、良介は自信満々に見つめ返して言い切った。

「これからケダモノになるところだったんだ。そして今はもう、怖こわくてケダモノじゃありません。ほら」

　自分の股こ間かんを見る。つられてリサラとキュールも良介の股間を見た。

「あらホントですわ。さっきまで盛り上がってましたのに」

「だろ。リサラが怖くて怖くて」

「良介ぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　リサラがカルヌーンプラデュールを振り上げ、電光石火の速さで振り下ろす。

「ヒアァァァァァッ!?」

　ザクッ。目の前に鎌が突き刺ささる。

「ひ、ひぃぃぃぃ」

　良介は──怖くて腰こしが抜ぬけました。

　視界の端はしで、キュールがそそくさと逃にげ出していくのが見える。

「あ、きったねぇぞっ！」

「良介さんっ、頑がん張ばってお姉様を説得して下さいね」

「そんな無茶っ！」

「ふふふふふふふ」

　リサラが良介の顔を見て、殺気の籠こもった笑い声を上げる。

「夏休み中、干ひ涸からびるように、貴方あなたの生きる力を吸い取ってあげるわ」

「い、いや───っ、高校生の夏は、高校生の夏は一生で一番輝く夏なんだぞぉぉ！」

「うるさいっ、このケダモノ！」

　腰が抜けて身動き取れない良介の胸に、リサラが手を伸のばそうとして、いきなり掴つかまれた。

　何も無い空間からいきなり漆黒の手が現れて、リサラの腕うでをしっかりと掴んだのだ。

「な、なにっ!?」

「クックック、リサラ・レストール。仮にもレストール家の跡あと継つぎならば、もう少し物事を冷静に捉とらえる必要があるのではないかな」

　ゆっくりと、まるで手から生えていくように全体が姿を現していく。

　全身を漆黒のなめし革のような素材でぴったりと覆おおっていた。おかげでマントをしていても、均整が取れ、引き締しまった肉体がはっきりと分かる。

　頭部には、三本の山や羊ぎのような角がねじ曲がりながら巻き付き、顔面を金色の縄なわで編み込まれた仮面で覆っている。

　死神界の重犯罪者、六十九スタンザに列するメイズ・ガルダーブロウグが、低い笑い声を上げながらリサラの腕を掴んでいた。

「ガルダーブロウグ！」

　リサラが掴まれた腕を振りほどき──ガルダーブロウグが放してくれたという方が正確か──一歩退き、

「《装束デイスラード》！」

　霊れい力りよくを死神に使える形に変へん換かんしたスピリットマネーを使い、塵じん芥かいから黒光りする死神の衣い装しようを身にまとう。

　そしてリサラが腕を掴まれたと同時に《装束デイスラード》していたキュールが、腰が抜けた良介を抱かかえて失神したままの美菜の側そばに逃げる。

　それら一連の動きを、ガルダーブロウグは何をするわけでもなくじっと見ていた。

　一段落したと見ると、手の平を上にして右腕を胸の前に出し、慇いん懃ぎん無礼に頭を下げる。

「数日ぶりかな諸君。元気そうでなによりだ」

「何しに来たのよ！」

　噛かみつくような勢いのリサラに、ガルダーブロウグは心外だと肩かたをすくめた。

「貴様が、私との交こう換かん条件を台無しにしそうだったのでね。つい顔を出してしまったのだよ。やれやれ、ここで加か賀が良介の生きる力を吸い取って、どうやって初体験をする気だったのかね」

「あ……」

　リサラが左手で口を覆った。どうやら、本気で忘れて暴走してたらしい……。

「お前なぁ、もう少し後先考えようぜ」

　思わずぼやいてしまう良介だ。

「な、何よっ。隠かくれてこそこそといちゃついてる方が悪いんでしょっ」

「そうかなぁ」

「そうよ！」

　根こん拠きよなく断言しやがった。

「さてと、状じよう況きようから察するにキュール・ゼリア、貴様はリサラ・レストールと加賀良介にも事情を説明したようだな」

「ええ、しましたわ。二人に話したらいけないなんて、キュールは聞いてませんもの」

「ふむ、確かに。私としては事がスムーズに進めばなんの問題もないのだが、今のところ上う手まくいっていないと考えるべきか」

「まだよっ！」

　リサラが叫さけんだ。腰を落とし、カルヌーンプラデュールを、その刃はを上に向けて肩に担かつぐ。

「この私と戦おうというのかね。確かに、この場で私を倒たおせば物事は解決するだろう。だがな、あれだけ私にボロボロに負けておいて勝てると思っているのか？」

　ガルダーブロウグの表情は仮面のせいで分からないが、その口調からはっきりと呆あきれているのが読み取れた。

「リサラお姉様、悔くやしいですけど、あの男の言う通りですわ。キュール達に勝ち目があるとはとても思えません」

　キュールの言葉に、リサラは当然だと小さく頷うなずいた。

「分かってるわよ、そんなこと。でもね、ここで戦えば……メルローの、つまりイリア達の探知に確実に引っかかるわ。そうすれば」

「援えん軍ぐんが来る、か」

　リサラの言葉を、敵であるガルダーブロウグが引き継つぐ。

「ええ、そうよ。肝きも試だめしの時と違って《隔離の小島リユングヴイ》も使わずに姿を現したのは、派手な術式を使って探知されたくなかったからでしょ」

「ああ、そうだ。だがな……」

　ガルダーブロウグは頭を振ふると、嘆たん息そく混じりに言葉を続けた。

「王家にも繋つながらんという誇ほこり高きレストール家が、まさか三流もいいところのメルロー如ごときの力を頼たのみとするとはな、私が居ない間に随ずい分ぶんと落ちぶれたものだ」

「ふんっ、利用出来るものは何でも利用するべきでしょ。まして、美菜の魂たましいが懸かかっているんだからっ」

「なるほど、それもまた帝てい王おう学か。だがな、貴様達は二つ間違いを犯おかしている」

　ガルダーブロウグが余よ裕ゆうなのか、教師か何かのように手を後ろで組みリサラを見下ろす。

「一つ目は、私がメルローの探知から逃のがれようとしているのは単に面めん倒どうだからだ。彼らを恐おそれているわけではない。私と《テュルフィング》が本気を出せば、メルロー如ごとき、人間界にいる死神全すべてを相手にしたところで後おくれを取るわけがない。ま、そこまですると……さすがに死神界にいる厄やつ介かいな連中に捕ほ捉そくされるのでね。それは少々避さけたいところだ」

《旧き五つ》の一つである《テュルフィング》の名前を聞いて、良介の中の同じく旧き一つである《グラム》が震える。恐きよう怖ふではなく、戦わせろと、だ。

「二つ目は、この私が貴様達相手に高度な術式を使うと思っている点だ。見たところ、《竜りゆう殺ごろしの剣けんリジル》を魂に持つあの忌いま々いましい犬もいないようだしな」

　カエサルは家で留守番中だ。

「それでも、私とやると言うのか？」

「……くっ」

　リサラが気け圧おされて一歩退こうとした刹せつ那な、ガルダーブロウグが動いた。前方に倒れたかと誤解するほどにあっという間に前ぜん傾けい姿勢となり、矢のように間合いを詰つめてくる。

「やぁぁっ！」

　完全に後手に回りながら、リサラが慌あわててカルヌーンプラデュールを振り下ろす。

　ゴンッ。

　硬かたい音とともにカルヌーンプラデュールが弾はじかれる。既すでに身を潜もぐり込ませていたガルダーブロウグが、左手の甲こうでいともあっさりとカルヌーンプラデュールの柄つかを弾いたのだ。

　バランスを崩くずしてよろめいたリサラの腹部に、ガルダーブロウグの掌しよう底ていが容よう赦しやなく打ち付けられる。

「きゃぁぁっ！」

　踏ふん張ることも出来ずに、リサラがあっさりと吹ふき飛び体育倉庫の扉とびらに衝しよう突とつし、落ちた。

「く……くぅぅ」

　がっくりと気を失う。

「ふん、大したダメージはないはずだ。そう当てたのだからな」

　背筋を伸ばしたガルダーブロウグが、つまらなさそうに手を払はらい──キュールを見下ろした。

「う、うう……カルヌーンソラスよ！」

　青白い炎ほのおがキュールの手の先に伸びて鈍にぶく光る剣となり──バリンッ。ガルダーブロウグの拳こぶしによってあっさりと叩たたき折られた。

「う、うっそぉぉぉ」

「精製がまだ甘い」

　ジロリと睨にらまれて、キュールが腰こしを抜ぬかしたようにストンと座ってしまった。ガクガクと震ふるえて、動くことが出来ない。

「さて、この場をどうするか」

　ガルダーブロウグが倉庫内を見み渡わたす。

「この場で片を付けることも出来るが、ふむ、今日までと私は約束してしまったからな。まだ、今日は半分ほど残ってはいる。待ってやるのが、信義というものか」

「待ってくれ」

　ようやく腰に力が入るようになった良介が、立ち上がる。

「待つとは何をだ。期日の延長ならば聞く耳持たんぞ」

　目の前に立った良介をガルダーブロウグが、興味深そうに眺ながめてきた。ついさっきまで腰を抜かしていた男が、物もの怖おじせずに立ったことに少々驚おどろき、またそんな男が何を言ってくるのか興味が湧わいているようだった。

「要するにお前の目的は俺なんだろ？」

「そうだ。今の私の目的は貴様だ……いや、一応念を押すが、ホモ的な意味ではないぞ」

　気弱そうに付け加える。

「そりゃ安心だ。だけど、気にくわないな」

　イライラとして良介は睨んだ。

「気にくわないだと？」

「そうさ。俺に用事があるなら、最初から俺の所に来ればいいんだ。それを、俺の周りの女の子達を巻き込みやがって。まして、美菜を人ひと質じちに取りやがって！」

「ほう、ならば聞こう。加賀良介、貴様に直接言ったらどうなったというんだ」

「……決まってるじゃないか」

　一いつ瞬しゆん、恐怖が鎌かま首くびをもたげたが、初体験だの人質だの宝物である女の子を巻き込む苦しさを考えれば、良介は前に進むことが出来る。

「今夜七時、ウチの裏の公園で決けつ闘とうしよう」

「…………」

　ガルダーブロウグが何も言わずに、まじまじと良介を見た。

　そして、ブハッと息を吐はき出し笑い始める。

「ははっ、ははははははははははははは、《グラム》を持つとはいえ、ただの人間がこの私と決闘をしようというのか。はははっ、傑けつ作さくだ。私の人生の中でも最高に面おも白しろいジョークだっ」

　その様子を良介はじっと見つめた。

　馬ば鹿かにされていることは、別に悔しくはない。何しろ、馬鹿にして当然だ。自分でも本当に馬鹿な提案をしているとは思う。今からでも他ほかに良い案があれば、そっちに飛び移りたい気分だ。

　でも、ないのだから仕方がない。

　ただ良介にも全く考えがないわけではなかった。

　キュールに対して自分が行くと言ったあの時には、何も考えはなかった。

　だが今は、目の前にガルダーブロウグを見た今は、一つ可能性を見いだしてはいた。

（いや、可能性っていうのもおこがましいな。単なる願望に近いよなぁ……）

　それは《グラム》の好戦的な意志だった。《テュルフィング》とやらせろ、暴れさせろと、その名を聞いてから疼うずくのだ。

　そして良介のエッチな魂は、昨日からのリサラとキュールの波状攻こう撃げき、さらに今日のキュールによるトドメによってしっかりとたまっているはずだ。

　この二つの事実から、今なら《グラム》が呼びかけに応こたえて出てくる確信があった。

　その上、ガルダーブロウグは良介を完全に見み下くだしている。それならば、万が一にも可能性があるんじゃないか。

《グラム》に頼たより切りなのがなんとも情けないが、とにかく良介には勝算が全くないわけではなかった。

「……ふむ。その目、単に自や棄けを起こしたわけではなさそうだ」

　良介が考え事をしている間に、ガルダーブロウグは笑いをやめていた。

「では、私も本気が出せるように……ふふ、あの公園にしっかりと結界を張っておこう。暴れても探知されないようにな」

　いきなり見下している点が無くなりました。

　サァァァァァと良介の顔が青くなる。

　その顔を楽しげに見ながらガルダーブロウグが宣言する。

「さてと決闘の条件だが、当然私が勝てば貴様の魂を自由に調べさせてもらおう」

「お、おおう」

「もし貴様が勝てば、美菜の魂は解放しよう。それでいいな？」

「……いや、もう一つある」

「もう一つだと？」

「俺の魂に刺ささっている《グラム》は、リサラの物だ。俺が負けても、コイツはリサラに返してやってくれ」

　ガルダーブロウグがまじまじと、また良介の顔を見る。

「随分と虫の良い提案だと思わないのか？」

「勝手に美菜を巻き込んだんだ。その程度は構わないだろ」

　台詞せりふこそ肝きもが据すわっているが、微び妙みように声が震えてしまう。

「……胆たん力りよくがあるのかないのか、分からないヤツだな。だが、いいだろう。その提案に乗ってやる。リサラ・レストールが持っているのが分かっている以上、奪うばうチャンスは幾いくらでもあるからな」

　くぐもった笑い声を上げると、ガルダーブロウグは出口に向けて歩き出した。

　とりあえず、は、この場の危機は去った。そう思うと良介の体から一気に力が抜けて、がっくりと膝ひざを突ついてしまう。

　が──出口でガルダーブロウグは振り返った。

「一つ、保険をかけさせてもらおう。貴様達がおかしな真ま似ねをしないようにな」

「保険？」

「家に帰れば分かる」

　言い捨てて、ガルダーブロウグは陽光の中で陽炎かげろうのように姿を消した。

「保険って……何を言ってるんだ、あいつは」

　その疑問は、美菜を連れて家に帰ってから解き明かされた……。




　　　　※　　　※　　　※




　夜──。

「オン……」

　ソファに寝ねたカエサルが、申し訳なさそうに鳴いた。

「カエサルに責任はありませんわ」

　キュールが、そっとその頭を撫なでた。

　今から五時間ほど前、美菜に事の顛てん末まつを説明して良介達が家に帰ると、玄げん関かんにカエサルが生気の無い様子で横たわっていたのだ。

　そして、カエサルの魂たましいには《リジル》が刺さっていなかった。

　無理矢や理り引き抜かれて、魂にダメージを負っていたのだ。

　もっとも、犬の中の犬であるカエサルは回復も早く、もう鳴くことが出来るまでになっていた。

　一連の流れを思い出して、忌いま々いましげに良介は左手の平を右の拳で打った。

「くそっ、ガルダーブロウグが言っていた保険ってのが《リジル》のことだったとはな」

「問題はカエサルだけじゃないわよ。《リジル》が返ってこないと、キュールは人間界に居るための《存在ボドウライス》を使えなくなって、死神界に強制送そう還かんってことになるわ」

《存在ボドウライス》を使えなくなって強制送還される、それは死神にとって大きな屈くつ辱じよくらしい。その死神の立場を傷つけるほどのだ。

「要するに、今夜の決闘にメルローやレストール家の手を回すなってことだろ」

　良介の言葉にリサラが頷うなずいた。

「勝っても《グラム》を奪わないって約束したのなら、決闘が終われば《リジル》も返してもらえるとは思うけど……」

　チラリとリサラが良介を見る。

「な、なんだよ」

「はぁ……なんて馬鹿な取引をしたのよ。いくら貴方あなたが《グラム》を取り出せるかも知れないって言っても、相手はあのガルダーブロウグよ。しかも、本気が出せるように結界まで張るっていうじゃない。勝ち目なんてないわよ……」

　重い重いため息を吐く。

「さてと、どうしようかしら。決闘を回かい避ひして《リジル》だけ取り戻もどす手ね……」

「何言ってるんだ、リサラ」

「何って、ガルダーブロウグから《リジル》を取り返す手よ。なんとか、あいつの目を盗ぬすんでレストール家本部から戦せん闘とう部隊を派は遣けんしてもらいたいところだけど」

　当たり前だとリサラが話を続けるので、良介は慌あわてて口を挟はさんだ。

「待てって、じゃぁガルダーブロウグとの約束はどうすんだよ」

「あのねぇ、世の中には守れる約束と守れない約束があるの。どこの誰だれが、負けると分かってるのに送り出すもんですか」

　怒ど気きを孕はらんだ声でリサラが言う。

「じゃぁ、美菜の魂はどうすんだよ」

「だから、なんとかレストール家本部から戦闘部隊を派遣してもらってガルダーブロウグを捕つかまえれば──」

「お姉様、それはもう無理ってものですわ」

　カエサルを撫でていたキュールが、口を挟んでくる。

「どうしてよ」

「美菜さんの魂にガルダーブロウグの楔くさびが打ち込まれていて、しかも操あやつったり出来るってことは、美菜さんが見聞きしたことは向こうに筒つつ抜ぬけってことですわ」

「あ……」

「ま、もっとも、そんなこと絶対に警けい戒かいしてるに決まってますもの。もともと無理だと思いますけれど」

　キュールが肩かたをすくめる。

「なら他にどうしろってのよっ」

「あの、私……」

　いままでずっと黙だまっていた美菜が、重い口を開いた。

「私、良介くんやキュールちゃんに迷めい惑わく掛かかるな──むぐっ!?」

　同時に、良介とリサラの手が美菜の口を塞ふさいだ。

「俺達が助けるって決めたんだ」

「私達が助けるって決めたのよ」

　台詞内容まで、ほぼ同じだった。

「真ま似ねすんなよな」

「そっちこそ真似しないでよね」

「ぷっ、ふふふふふふ」

　美菜が思わず笑い出す。

「分かりました。私は、全部二人に任せますね」

「おう任せてくれ」

　ドンッと良介が胸を叩たたく。

「任せてくれはいいけど……どうするのよ、ホントに」

　リサラがうんざりと良介を見る。

「良介さんのエッチな魂に期待するしかないんじゃないですか、こうなったらもう」

　キュールの言葉に良介が「フッ」とニヒルに笑う。

「俺の実力を遺い憾かんなく見せる機会が、ようやく来たようだな」

「今までも十分にエッチだってのは見せてもらってきたわよ」

　リサラが頭を抱かかえる。

「あ、あの、だったら……エッチな本を持って行けばいいんじゃ」

　美菜の提案に良介がポンッと手を拍うって、頭かぶりを振ふった。

「いくら俺でも、戦ってる最中にエロ本読んだりは出来ないぞ……」

「あ、やっぱり……」

　シュンッと美菜がうなだれる。

「うーん、でも……戦闘中でも良介さんのエッチな魂を刺し激げきする物を持って行くってのは、悪くないアイデアだと思いますけど。たとえば良介さん、何があると妄もう想そう爆ばく発はつします？」

「え……そ、そうだなぁ」

　キュールに言われて、良介は目を閉じて考えを巡めぐらせた。

　一秒で答えが出た。

「毛」

「はい、アウト」

　キュールに即そく否定されてしまった……。

「な、なんだよっ。実際、戦場で女性の──」

　ガタンッ。リサラがいきなり立ち上がった。

「あ、あのリサラ、もしかして怒おこったのか？」

　良介の問いに何も答えずに、リサラはツカツカと部屋を出て行ってしまう。

「…………ええと」

「お、お姉様もしかして、良介さんのために抜ぬきに行ったんじゃ」

「キュールちゃん、それってもしかして、そのあの……」

「ええ……きっと、あそこの毛ですわ」

　キュールがかすれた声で返事をした。美菜は、目をぱちくりとさせた後、カァッと顔を赤らめて俯うつむく。

　良介といえば、突とつ然ぜんの事態に脳みそがショート中だった……。

　五分後、何事もなかったようにリサラが部屋に戻ってきた。

「…………」

　何をしてたのか、良介はそう聞こうと思ったのだが言葉が出ない。だって、まさか毛を抜いていたんですか？　とか聞けるわけがない。いや、聞きたい。凄すごく聞きたい。出来ればどんな格好で抜いていたのか、凄く聞きたい。でも、そんなこと聞いたら絶対に殴なぐられる気がする。

　でも聞きたい。でも殴られる。

　でも聞きたい。でも殴られる。

　以下、十回ほど堂どう々どう巡めぐりをしていると、

「これを……持って行って」

　リサラが巾きん着ちやく袋ぶくろを押しつけてくる。

「なにこれ？」

　良介がが中身を開けようとした途と端たん、その手が押さえられる。

「え、なんで？」

「なんでって、それは……は、恥はずかしいじゃない」

「う、うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　今、良介の中で願望が確信に変わった。

　キュールと美菜は目をまん丸にしてリサラを見ている。

「な、何よ……貴方たちが、ほら、良介のエッチな魂を刺激する物を持たせたらって言うから、わ、私はっ」

「だからってお姉様……うう、今回は負けましたわ」

「リサラ、凄い……」

　キュールと美菜の視線にリサラは少し怯ひるみながら、ボソボソと口を開いた。

「本当は決けつ闘とうなんて行かせたくないけど、でも何も思い付かないんだから、仕方ないじゃない。私が良介に出来ることが、他ほかに何も思い付かないから……せめてこんなことくらいはって思って……」

　らしくもなくモジモジとしているリサラの肩に、良介は手を置いた。

　ビクンッと驚おどろいてリサラが顔を上げる。その顔を正面から見て、

「リサラ、俺は勝つぞ。お前の想おもいが俺の魂を熱くたぎらせてるぜ！」

　良介はしっかりと頷く。

「良介……」

　リサラの瞳ひとみが、うるっと湿しめる。

　良介はそんなリサラに微笑ほほえんでから、決闘に向かう準備を始めたのだった。









　四章　あがく男




　湿った夏の夜風が、体に纏まとわり付いてくる。

　以前、リサラとキュールが戦った近所の公園。その中心に目指すガルダーブロウグが立っていた。

「ほう、逃にげ出さずにやってくるとは感心だな」

　ガルダーブロウグがわざとらしく、驚きの声を上げる。

「保険として《リジル》を奪うばっておく必要はなかったかな」

　ザクッと《リジル》を傍かたわらに突つき刺さした。

「よく言うよ。美み菜なを通して監かん視ししてるくせに」

　良りよう介すけはゆっくりと歩く。その後ろを、リサラにキュールにカエサルに美菜がぞろぞろと続く。

「しかし、決闘は一対一ではないのかな。随ずい分ぶんと大人数のようだが」

「観客くらいいたって構わないだろ」

「ふむ。まぁ、どのみち……」

　ガルダーブロウグが地面を強く踏ふみしめた。広場を一いつ瞬しゆん光の膜まくが覆おおい、すぐに消えていく。

「望まぬ客は入ることが出来ないのだからな」

　その呟つぶやきを無視して良介は進んだが、他の面々が付いてこない。

「嘘うそ、ここから先に進めない……」

　リサラ達が、消えた光の膜から先に進めずに立ち往生していた。

「この広場を結界で包んだだけだ。部外者が立ち入らぬためと、そしてもう一つ」

　ガルダーブロウグが両手を前に突き出す。

「栄光と共に破は滅めつをもたらすものよ。来たれ《テュルフィング》よ！」

　ゴゴゴッ。

　岩の固まりが地面を震ふるわせて迫せり上がってくる。岩はガルダーブロウグの胸の辺りまで偉い容ようを見せつけると、斬きり裂さかれたように真っ二つに割れた。

　黄金が輝かがやく。

　光り輝く黄金の柄つかをガルダーブロウグは両手で握にぎると、勢いよく引き抜いた。

　それは、一ひと振ふりの大たい剣けんだ。

《黄ラ昏グのナ戦ロいク》以前、世界が再生される前より存在し数多あまたの不幸を振りまいて来たレストール家に伝わる偉い大だいなる宝具──《旧ふるき五つ》の一つ《テュルフィング》。一度抜き放たれれば、誰だれかを殺さねば収まらぬと謳うたわれた狂きよう気きの剣だ。

「今こ宵よいは、あの肝きも試だめしの夜とは違ちがうぞ。最初から全力を出させてもらう」

《テュルフィング》を持ち替かえて薙なぐ。

　ウォンッ。

　禍まが々まがしい圧力に空気が揺ゆれ、良介にまで振しん動どうが伝わってくる。

「ふむ。こうやって力を抑おさえないのは、果たしていつ以来か。死神界を脱だつ出しゆつした時以来やもしれないな。ククク、すぐに終わってくれるなよ。久しぶりに楽しみたいのだ」

　その言葉に、良介は笑え顔がおを浮うかべた。

「笑う、か」

　ガルダーブロウグが驚く。

　良介は笑顔を浮かべたまま、ゆっくりと体を曲げた。

「なるべく、お手て柔やわらかにお願いします」

　いや、《テュルフィング》の圧力が半はん端ぱなかったのだ。マジ怖こわい。

「やれやれ、魂たましいに何があるかは分からないが、性しよう根ねはとんだ小物だな。こんな男に執しゆう着ちやくするリサラ・レストール達の気が知れん。ま、奴やつらも揃そろって小物ってことか」

　ガルダーブロウグが、頭を下げたままの良介を嘲あざける。

「なんだって……」

「ん、聞こえたのか。お前如ごときに《グラム》を渡わたしたリサラ・レストールが小物だ、と言ったのだよ。ま、もっとも。見た目からして小物か。なにしろあの貧相な胸ではな。何の価値もない」

　良介は、ゆっくりと顔を上げた。そして、萎なえそうになる心を奮い起こして、変わらず圧力を発しているガルダーブロウグを、敵意を持って睨にらんだ。

「ほう」

「…………リサラはな、何も好き好んで俺に《グラム》を刺したわけじゃないんだよ。それに、あいつはあいつなりに必死に頑がん張ばってるし、こんな足を引っ張りまくりな俺にだって、ちゃんと気を遣つかってくれている」

「それがどうした。そもそも使えない道具に何い時つまでも執着するのが理解できんな。あれがレストール家の後こう継けい者しやとは、馬ば鹿かげたことだ」

「ガルダーブロウグ、俺は決めたよ」

「決めただ、なんだ這はいつくばって謝るつもりか？」

「女の子を大切に思えないヤツはさ、男として最低だ」

「ほう」

「アンタなんかが力を持ったら全すべての女の子が不幸になる。そうさ、人間も死神もなく女の子全員がねっ」

　良介が右みぎ拳こぶしを胸に打ち付けて、何もない空間を掴つかむ。

「だから俺は決めたよ」

　魂の奥底、生きる力が眠ねむる場所が熱く燃えてくる。女の子、女の子を強く想えば想うほど熱くたぎってくる。

「全ての女の子の幸せのために、ガルダーブロウグ。アンタは絶対に倒たおしてやる！」

　一瞬、何な故ぜかリサラの顔がよぎり良介は微び苦く笑しようしながら叫さけんだ。

「《グラム》、出番だぜ！」

　ドクンッ。

　魂の奥底が強く震えて霊れい力りよくに満ち溢あふれていく。

《折れた剣グラム》がそれを吸い込み、力強く雄お々おしく逞たくましく、立ち上がっていく。

　柄つかが胸むな元もとに姿を現す。

　装そう飾しよくなど何もない。黄金などという、虚きよ栄えいを満たすものもない。光など放つ必要はない。ただグリップを確かにするための彫ほり込みと太さがあるだけだ。

　良介が握る。

　柄は熱く脈打つようだ。

　引き抜ぬく。

　何の抵てい抗こうもなく、刀身が胸から姿を現す。

　何もない。ただ長く硬かたい刀身だ。

　いや、飢うえた狼おおかみのような兇きよう暴ぼうな存在感が濃のう密みつに刀身には纏わり付いている。

　柄の先には、ドクドクと血管のように脈打つ鎖くさりが垂れ、良介の魂へと繋つながっていた。

「《グラム》、任せて平気か」

（任せろ。今日は床ゆかが抜けるなんて間抜けなことはないからな。きっちり勝負を付けてやろうじゃないか）

　伝わってくる精神は酷ひどく兇暴だ。だが良介は《グラム》を信じられると、何故か思っていた。自分と同じ、何かを感じているのだ。

　だから良介は静かに目を閉じた。

　戦うために、目の前の男を倒すために、自分の体を兇暴な精神に預けた。




　目を開ける。

　眼前にガルダーブロウグとかいう男が立っていた。

　なるほど《グラム》の目から見ても、大きな力を持った死神だった。その力は、あるいは神々の足あし下もとに近づいているかも知れない。

　だが──《グラム》は舌なめずりをした。

「俺が本気になる以上、相手が神だろうが竜りゆうだろうがぶった斬ぎられる運命なんだよ」

　柄を握った右手をぶらさげたまま、《グラム》は無造作に間合いを詰つめる。

「《戦神の剣グラム》か……」

　ガルダーブロウグが感かん嘆たんの声を上げ、《テュルフィング》を両手でしっかりと握り、切っ先を良介──《グラム》の目に向けて構える。

《グラム》が体を回転させ、刀身に遠心力を与あたえて斬り上げる。

「がら空きだぞ！」

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を、《グラム》の正面に斬り下ろす。

　グンッ。

《グラム》の切っ先がここに来て、さらに加速する。

「ちぃっ！」

　ガキンッ。

《テュルフィング》と《グラム》の刀身が、ガルダーブロウグの脇わき腹ばら近くでかみ合っていた。

「やるなっ。その腹を真っ二つにする気だったんだけどな」

　ギリギリと押し合い、まるでタイミングを計ったように、同時に飛び退のき──即そく座ざに《グラム》は柄を両手で強く握り、振り上げた。

「《テュルフィング》、正面から叩たたき折ってやる」

「ほう、大した自信だ。さすがは旧き御み代よにオーディンが人間に与えたという《戦神の剣グラム》だな」

　ガルダーブロウグの声には余よ裕ゆうがあった。それが《グラム》には気に入らない。全ての敵は、この《グラム》に怯おびえながら蹂じゆう躙りんされるべきなのだ！

「ククク、分からないか。いや、《グラム》お前が悪いのではない。お前は確かに素す晴ばらしい力を秘ひめている。だが、今のお前の状じよう況きようでは──このメイズ・ガルダーブロウグと《テュルフィング》の敵ではないっ」

　ガルダーブロウグが、《グラム》と同じように剣を振り上げる。

「行くぞ《グラム》──《テュルフィング》よ、呪のろえ！」

「ぶった斬ってやる！」

　ズドンッ。大地を踏み抜いて同時に袈け裟さ懸がけに刀身を振ふり下ろす。

　キィィィンッ。

　澄すんだ音と共に、二人ともが弾はじき飛ばされる。

　そして、地面に何かが突つき刺ささる音がした。

「ば、ばかな……」

《グラム》が呟き──良介が膝ひざを突いた。握った《グラム》の刀身は、半ば折れていた。

「《グラム》っ！」

　叫ぶが、反応はない。手に握る剣けんからは何も感じない。

　ただ徐じよ々じよにその存在が希き薄はくになっていき──折れた刀身と共に消失した。

「ふむ。だがさすがは《戦神の剣グラム》だ。加か賀が良介、お前の腕うでの一本でももらっておこうと思ったが、刀身を折るだけで、私もまた弾き飛ばされてしまったよ」

　十メートルほど先で、ガルダーブロウグが立ち上がる。

「さてと、女の子を守るために私をどうするんだったかな」

　舞ぶ台たい役者か何かのように大おお仰ぎように近寄ってくる。

「……くそっ」

　良介の手元にはもう何もない。《グラム》の存在すら感じない。

「《リジル》よ、良介！」

　リサラの声だ。結界の外で勝負の行く末を見ることしか出来ないリサラが、悲痛な叫び声を上げる。

「存在してるってことは、《リジル》にはまだ霊力が籠こもってるはず。使えるはずよ！」

「なるほどっ！」

　突き刺さったままの《リジル》の元に走る。

　その姿をガルダーブロウグは肩かたをすくめて見るだけで、妨ぼう害がいも何もしようとしない。

「お姉様、でも……」

　キュールが力なく頭かぶりを振る。

「確かにお姉様の言った通り、《リジル》には剣として存在し続けるだけの霊力が籠もっていますわ。でも、それと戦えることとは別次元の話ですわ」

「分かってるわよ、そんなこと！」

「どういうことなんですか、二人とも！」

　美菜が今にも泣きそうな顔で、リサラとキュールに詰め寄よる。

「良介さんは人間ですわ。霊力を秘めていても、それを剣に注ぐなんてことは出来るわけがありません」

　キュールが悲しそうに告げる。

「でも《グラム》の時はっ」

「あれは、良介さんの魂に直接《グラム》が刺さっているからですわ。《グラム》は魂から直接霊力を吸い取っていますの。だから良介さんが《リジル》を握にぎったところで、《リジル》は霊力を吸い取れるわけがないし、死神でない良介さんが霊力を注ぎ込めるわけではありませんの。つまり、《リジル》はただの剣と同じってわけですわ」

「そんな……じゃぁ、リサラさんが持たせたあの袋ふくろを開けても」

「ええ、生きる力が活性化して霊力が溢れたところで、《グラム》が折れてしまった今、何の意味もありませんわね。《リジル》に霊力が注がれるわけではないし……」

「手ぶらよりはマシよっ」

　リサラが、自分に言い聞かせるように叫ぶ。

「何も持っていないよりは……マシよ」

　すがるように、リサラは良介を見つめた。




　ギィンッ。

　必死に前に出した《リジル》と《テュルフィング》が火花を散らし──良介は吹ふっ飛んだ。

「くははははは、どうしたどうした。私を倒すんじゃなかったのか！」

　ガルダーブロウグが楽しそうに笑う。

　良介は土まみれになりながらも、なんとか立ち上がろうとして四つん這ばいになり……それ以上は起き上がれなかった。膝が笑って、力が入らない。

　頭では立とうと思っていた。ガルダーブロウグと戦おうと考えていた。

　だが、もっと深い箇か所しよで「勝てっこない」とはっきりと思ってしまっていた。

　痛い。

　怖こわい。

　逃にげたい。

　そもそもただの人間、しかも凡ぼん人じん以下な自分が、敵かなう相手なわけがない。

　よく頑がん張ばった。

　もういいじゃないか。

　振り払はらっても振り払っても、頭の中に湧わき上がってくる。

「なんだ、震ふるえているのか？」

　ガルダーブロウグが苦く笑しようした。

　確かに良介は、もう膝だけではなくて、ブルブルと体全体が恐きよう怖ふで震えていた。武者震いだ！　と言い返そうと考えても、それすら口に出来ない。

「ふむ、そろそろ終わりということかな」

　ガルダーブロウグが歩き出す。

「ひっ」

　怖くなって、良介は尻しり餅もちをついてしまう。

　フワリと柔やわらかな感かん触しよくが右手に伝わる。

（なんだ……）

　ガルダーブロウグから逃げるように視線を落とすと、そこには巾きん着ちやく袋ぶくろがあった。リサラが渡わたしてくれたあの袋だ。

　リサラの顔が浮うかんだ。

　そして、顔を動かして結界の外にいるリサラを見る。

　今いま更さらここで毛を見たところで、もうどうしようもない。

　生きる力が刺し激げきされたところで《グラム》はもうないし、あったところで負けたのだ。

　それでも──。

「ほう、立ち上がるか」

　生まれたての子こ鹿じかのように、プルプルと震えながらも、良介は《リジル》を杖つえ代がわりにして立った。

「お、お、俺にだって、見み栄えってもんがあるみたいでね」

　リサラが、キュールが、美菜が、女の子が見ている前で格好悪いままでは終わりたくない。何より、女の子を守るためにガルダーブロウグを倒たおすと決めたのだ。決めちゃったのだ。

「だったら、途と中ちゆうで投げ出すのは女の子に対する裏切りだ。それに──」

　震えたまま良介は巾着袋を開けた。この中にあるはずのリサラの、あの毛は絶対にガルダーブロウグに渡すわけにはいかない。この毛は少なくとも今は、自分の物なのだ。

　渡すくらいなら、大地に返してしまった方がいい。

「……あれ？」

　中身を取り出し──パンツでした。絶体絶命のピンチに、女物パンツを握りしめた良介を見てガルダーブロウグの思考がストップしちゃう。

　ゆっくりと良介は、結界に入れないでいるリサラを見た。

　握ったパンツを見た。

　リサラが不思議そうに首を傾かしげる。

「そうか、悩なやむことは何一つないってことか……」

　そう思い当たることはただ一つだ。

　リサラは良介のために『毛』ではなく『脱ぬぎたてパンツ』を用意してくれたのだ。そう、このちょっと温かい感じも、きっと体温だ。

「リサラっ、これって……これってぇ、そうだよな！」

　リサラに思いっきりガッツポーズをする。と、ちょっと戸と惑まどった後にリサラも同じようにポーズを取り、

「頑張れ良介！」

　と声を上げた。

　もう間ま違ちがいない。これは脱ぎたてパンツだ！

「お、お、おおおおお」

　ガルダーブロウグのことなんてすっかり忘れて、震える手で良介はパンツを持ち上げた。そして、そっと頬ほおずりする。

「う～ん、スイートな感触。スイートな香かおり。スイートな温かさ……」

「あ、え、ええと……お、おい？」

　呆ぼう然ぜんとしていたガルダーブロウグが、ようやく口を開く。

　もっとも、何か得体の知れない物を見ているように、腰こしが引けている。

「貴様は、今の状じよう況きようが分かっているのか？」

「うるさい！」

　一いつ喝かつだ。

「お前こそ分かってるのか、このパンツの貴重さが！」

「あ、いや、そのまぁ……」

「いいか！」

　背筋を伸のばし、両手でパンツを押し戴いただく。

「これはリサラのパンツだ。しかも脱ぎたてだ！」

　外でリサラが目を丸くする。

　そして何かを叫さけぼうとするが、キュールに口を塞ふさがれた。

「その重要性がお前には分からないのか。毛は嬉うれしい。だが脱ぎたてパンツはもっと嬉しいっ。もちろん脱ぎたてなら毛が付いてる可能性があるって面もある。だがしかし、違う。根本的に違うんだ！」

　ガルダーブロウグが気け圧おされて、コクンと頷うなずく。

「いいか、パンツは乙女おとめの最後の鎧よろい。最後まで乙女と共に運命を共有する、肉体の一部ともいえる重要な存在だ！　そう！」

　ひときわ高く、パンツを持ち上げる。

「パンツは、乙女の第二の膜まくだっ。すなわちっ、脱ぎたてパンツを貰もらうということは、乙女が初めてを捧ささげたと同義！」
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　リサラが崩くずれ落ちた気がするが、燃えたぎる熱い熱いパトスのままに良介は夜空を見上げて吠ほえた。

「俺は今夜、リサラの初めてを、初めてを手に入れたのだっ。これもまた初体験だ！」

　オオォォォォン。

　大気が震えた。いや、地面をも震えさす。

「な、なんだ!?」

　驚おどろきと共にガルダーブロウグがバランスを崩すまいと踏ふん張る。

「きゃぁっ……あ、熱いですわっ」

「オンッ！」

　キュールとカエサルが叫ぶ。

「どうしたのよっ」

「リサラお姉様、こ、これなんですの……霊れい力りよくが、もの凄すごい勢いで髪かみ飾かざりに入って来てますわ……」

　髪飾り──キュールのスピリットマネー保管アイテムに、霊力がもの凄い勢いで注ぎ込まれてきていた。

「オンッ（俺もだ。さっきから魂たましいが勝手に燃えたぎってきてやがる）」

「キュールとカエサルが……まさかっ、《リジル》からの逆流っ!?」

　リサラが弾はじかれるように良介を見た。

《リジル》が光り輝かがやいていた。

　柄つかに施ほどこされた黄金の装そう飾しよくは夜なのに太陽のように輝き──、

　両りよう刃ばに彫ほり込まれた竜りゆうの細工は今にも咆ほう哮こうを上げそうだ。

　ガルダーブロウグもまた、この異変の元げん凶きように気が付いていた。

《テュルフィング》を構え直して、鋭するどい視線を向ける。

「加賀良介、貴様が震しん源げんか！」

「え……あ、あれ、なんだ《リジル》が輝いてる？」

「良介、チャンスよっ。今なら《リジル》で戦えるはずよ！」

　リサラの声に、良介は数回瞬まばたきをしてから頷き──腰を落として《リジル》の切っ先をガルダーブロウグに向ける。

「《グラム》で負けたというのに、懲こりないヤツだな」

「いや、コイツを見てさ……思い出したんだよ」

「ほう？」

　イメージする。キュールが、かつてリサラにやったように《リジル》の切っ先から吐はき出される──、

「炎ほのおよ！」

　刀身に彫り込まれた竜が炎を吐き出す！

「貴様ぁっ、人間の分際で宝具を扱あつかうだと！」

　炎を全すべて薙ないで斬きり捨てると、ガルダーブロウグが突とつ進しんしてくる。

「だが、ここまでだ。《テュルフィング》よ、呪のろえ！」

　押し潰つぶしてくるような圧力の斬ざん撃げきに、良介は自分から《リジル》を叩たたき付ける。

「ハァァァァァァァッ！」

　気合いと共に《リジル》に霊力を注ぎ込みながらだ。

　ガキンッ──二人の間で、刀身と刀身がせめぎ合う。

「叩き折れないだとっ。貴様、やはり《リジル》に霊力を注いでいるな！」

「アンタが《グラム》じゃ勝てないって言った理由がよく分かったよ。俺が、《グラム》を振ふらないといけなかったんだな……ちょっと気付くのが遅おそかったけどさ」

　ギリギリと刀身を押し合う。

　徐じよ々じよに互たがいの体が近づき、良介とガルダーブロウグは間近でにらみ合う。

「何な故ぜだ」

「何故？」

「人間は魂に霊力を持つ。だがそれを、自在に操あやつることは出来ない。出来てはいけないのだ！」

「なんでだよっ」

「それは死神の力だからだ。その代わり死神の魂には霊力がない。いいか、加賀良介。貴様は、死神と人間の秩ちつ序じよを壊こわしている！」

「し……る……か・よっ！」

《リジル》が更さらに強く輝き──ガルダーブロウグを弾き飛ばす。

　ドンッ。

　ガルダーブロウグの体が結界に叩き付けられる。

　さらにその背後で、結界が斬きり裂さかれた。

「こ、ここまでの霊力だとっ。馬ば鹿かな、特異者の枠わくすら超こえている！」

　膝ひざを突ついて着地したガルダーブロウグが、化け物を見るような視線を良介に向けてくる。

　良介は気合いを入れたまま《リジル》を頭上に構える。

　勝っていた。完全に気合いで良介が押していた。だからこそ一気に勝負を決めるべく、良介は足を踏み出し──落とした。

　パンツを。

「おあぁっ、脱ぎたて！」

「馬鹿っ。勝負に集中しなさいよ！」

　リサラの罵ば声せいが飛ぶ。

「いやだって、脱ぎたて……」

「なんでよっ、それは脱ぎたてじゃないわよ！」

　良介の動きがピタリと止まる。

「……え？」

　ギギギッと電池が切れかけた時計のように、良介はリサラに顔を向ける。

「いや、だからその……そのパンツは、脱ぎたてじゃない……っていうか、一回も穿はいたことのないパンツ……よ」

　ぐらり、良介の体が揺ゆれる。

「マジ？」

「うん。だってほら、良介ってばパンツとか好きだから……女性用の下着を術式で精製したのよ。毛とかそーいうのは無理だけど、パンツなら作れるからって思って」

「マジ？」

「う、うん……」

　シュ──────ン、良介の中で燃えたぎっていた炎が、消防署も驚く速さで鎮ちん火かしていく。

　良介の中の生きる力が、最後の一ひと滴しずくまで外に放出されて……涸かれ果てる。

「霊力を使い果たしたのか……」

　ガルダーブロウグの前で、《リジル》の輝きが消え失うせていく。

「……キュールにも流れ込んで来なくなりましたわね」

「オンっ（俺にもだ）」

　キュールとカエサルがリサラを、内ない緒しよで誕生会をやろうってのに真っ先にばらしてしまう空気の読めない子を見るような目で見る。

「ちょ、ちょっとその視線はやめてよっ。だってしょうがないじゃないっ……ね、ねぇ、美菜もそう思うわよね？」

　美菜の視線は、慈じ愛あいに満ちたものだった。

　そう、空気が読めないで苛いじめられている子を受け入れるような、哀あわれみの籠こもった視線。

「その視線も痛いからぁぁっ！」

　その様子を見ていたガルダーブロウグが、膝についた土を払はらいながら立ち上がり、

「もしかして私は、大変下らない時間を過ごしたんじゃなかろうか……」

　月を見上げて嘆たん息そくした。

「まぁだが、結界はなくなったとはいえ……これで、今度こそは私の勝ちになるのかな」

《テュルフィング》の切っ先を良介に向ける。

　良介は、ただ諸行無常を感じてシクシクと泣くだけだ。

「やれやれ、腑ふ抜ぬけたか……」

《テュルフィング》を肩かたに担かつぐと、もはや危険性はないと判断してガルダーブロウグは、無造作に良介に近づいていく。

「待って！」

　止めたのは、リサラだ。

「今更何の用だ」

「虫の良い提案なのは分かってるけど、初体験で手を打って……下さい」

　斬り裂かれた結界を越こえて良介の側そばに駆かけ寄り、リサラが頭を下げる。

「お前が言うとおり、今更随ずい分ぶんと虫のいい話だな」

「お願いします」

　リサラが、地面に手をついた。

「この通りです」

　そして、頭を下げる。

「リ、リサラッ！」

　あまりのことに、呆ほうけていた良介の気分も吹ふき飛ぶ。

「くっ、くはははは、レストールの令れい嬢じようが私に土下座か。これはいい、これは愉ゆ快かいだ！」

　かつて自分を追放したレストール家の令嬢の土下座姿に、ガルダーブロウグは高こう揚ようしながら笑い声を上げる。

「くっ……」

「そうだな。ならばまずは加賀良介の魂の秘密の共有の破は棄きを認めるか？」

　ガルダーブロウグの出した条件に、リサラが迷うことなく頷うなずく。

「構わないわ」

「もう一つだ。今ここで初体験をしてみせろ」

「な──っ！」

　息を呑のんだ。リサラだけではない、良介もキュールも美菜も、そしてカエサルもだ。

「オンッ（人間には人間のルールがあるだろ！）」

「やっぱり出来ませんでしたと、時間稼かせぎをされても困るからな。そもそも、この状じよう況きようで私に何か要求出来る立場だと思うのか？」

「なら、やっぱり俺が──」

　ガルダーブロウグの前に行こうとして、良介の腕うでがリサラに掴つかまれた。

「リサラ、無理することはないって。俺が行けばそれで済むんだしさ」

　リサラが静かに頭を振り、見上げてくる。

「良介」

　はっきりとした口調だ。

「私にとってはね、貴方あなたがガルダーブロウグの手に落ちる方が無理なの」

　じっと良介を見つめる。それは睨にらむのとは違ちがう、鋭さのない、切々とした訴うつたえるような視線だった。

「リサラ？」

「……二度も言わないわよ」

　プイッとリサラは顔を背そむけて立ち上がる。

「キュール！」

「は、はい」

「口紅を寄よ越こして」

「口紅ですか？」

「そうよ。ガルダーブロウグが貴方に渡わたした口紅よ」

　その口紅をして良介と初体験することで、魂たましいの秘密を探さぐることが出来るアイテムだ。

「早く！」

　キュールは口紅を取り出したものの、それを渡すことの意味を考えてためらってしまう。

　リサラがここで良介と初体験をする──それを許してしまっていいのだろうか。

　そんな恥はずかしい思いをさせていいのだろうか。それになんとなくもやもやする……。

「きゃっ!?」

　カエサルだった。キュールの手から口紅を奪うばい、リサラの元に走る。

「……（恥はじってのは、決めたのに前に進ませてもらえないことだ）」

「ありがと、カエサル」

　口紅を受け取って、リサラがカエサルの頭を撫なでる。

「オンッ（悪いな、俺の主人のために）」

「……貴方の、とばかりは限らないでしょ？」

　微笑したリサラに、カエサルはパタパタと尻尾しつぽを振って戻もどっていった。

「さてと……」

　リサラが口紅をさす。

「ふむ、どうやら本気か……」

　ガルダーブロウグが手をかざす。

「《イチイエオ》よ、この者らを我ら如い何かなるものからも隠かくしたまえ」

　赤せつ褐かつ色しよくの樹木が良介とリサラの周囲を覆おおっていき、消えた。

　そして、二人の姿もまた消失する。

「良介くん、リサラ！」

　思わず叫さけんだ美菜に、ガルダーブロウグは苦笑したのだった。

「人間である貴様には分からないだろうが、単に姿と音を隠しただけだ。まさか、全員で初体験を見守るわけにもいくまい」




「だ、そうよ」

　リサラが少しホッとした顔を浮うかべた。

　そりゃまあそうだろう。

　衆人環かん視しの中で初体験なんて、考えるだけでぞっとするし──そもそも無理だ。

「まあ、これで少しは落ち着いて……出来るわね」

　リサラが一歩良介に近づいた。

　思わず、一歩退いてしまう。

「どうして逃にげるのよ」

「ど、どうしてって言ったって」

　ジリジリと近寄ってくるリサラと等とう間かん隔かくの距きよ離りを保ちながらジリジリと逃げつつ、良介は戸と惑まどう。

　いざ事を目の前にすると、意外に男の子の方が尻しり込ごみするものなのかも知れない。少なくとも良介には、ソレが必要だから、ソレをしなければならないから、そんな理由で開き直ることは出来ない。

　ドテッ。

　脚あしがもつれて、良介は尻しり餅もちをついてしまった。

　そこに、しめたとばかりにリサラが覆い被かぶさってくる。

「あ、あのなリサラっ。落ち着けって」

「色々ありすぎて、逆に落ち着いてるわよ」

　良介の上にまたがりリサラが見つめてきた。その顔には、確かに混乱の欠片かけらも浮かんでいない。むしろ、落ち着いて静かな表情だ。

　その後ろで、煌こう々こうと月が輝かがやいている。

「…………良介」

　リサラがゆっくりと、大事そうに、名前を口にした。

　唇くちびるが動くと、キラキラとグロスが光る。

　頬ほおは月明かりの陰かげに入っているにもかかわらず、赤く染まっていることがはっきりと分かった。

　徐じよ々じよにリサラが、体を良介に密着させてくる。

「お、おい……」

「私とじゃ、どうしてもいや？」

　と言うくせに、ゆっくりと顔を近づけてくる。

　熱い吐と息いきが顔に掛かかってくる。

　良介の答えも聞かずに、リサラが潤うるんだ瞳ひとみを閉じていく。

　退路は、どこにもないように感じられた。

　つまり、もしかして本当に、ここで初体験をしてしまう!?

　そう思った途と端たん、良介の体が戦せん闘とう態勢に入り始める。

　男の子としての本能が、戸惑いショートしている脳みその代わりに、勝手に体に指示を出し始める。

　具体的には、おっきくなっちゃう。

　それはもう急激にスピーディーに。

　ピッタン。

　先がなにか触ふれた。

「あ」

　良介の小さな驚おどろきの声。

「え」

　リサラが一いつ瞬しゆん固まり、即そく座ざに事態を理解した。自分の脚の間に、良介のが当たったと！

　悲鳴を上げながら咄とつ嗟さに腰こしを浮かし──前のめりに倒たおれた。

「きゃぁぁぁっ──────っ!?」

　チュッ♡

「…………」

「…………」

　良介のまさに目の前にリサラの顔があった。

　唇が──重なっていた。

　これはキスですか？

　はい、接せつ吻ぷんです。

　──ドクンッ。

　──ドクンッ。

　──ドクンッ。

　魂が激しく揺ゆさぶられる。

　初めての体験に、本能が歓かん喜きの声を上げて、魂を揺さぶる。

　そう、初めての体験だ。

　初めてのキスだ。

　初体験。

「……ホントに──するんだ」

　そっと顔を離はなしたリサラが、指先で唇をなぞりながら何か呟つぶやいた。

　その声に良介の呪じゆ縛ばくが解ける。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　体中に力がみなぎり、良介はリサラを抱かかえたまま立ち上がった。

　溢あふれ出る歓喜。

　女の子の神秘にして宝石の一つ──唇に初めて触れたこの悦よろこびと興奮を叫ばないわけにはいかなかった。

　グッと息を飲み込んで、月を見上げる。

「祝っ、ファーストキス卒業ぉぉぉぉぉぉぉ！」

　それはまさに咆ほう哮こうだ。

　エッチな心とはまた違う、いやさらに深い魂だ。

　それが激しく揺さぶられ、暴れ、燃えたぎり──加賀良介という男の魂全すべてを巻き込んで悦びのままに吠ほえたのだ。

　その時だった。

　ゾワリ──。

　無ぶ粋すいな手が、良介の歓喜に割り込んでくる。

　この悦びを、一生に一度の悦びを邪じや魔まするものがいる！

　歓喜が怒いかりへと変わっていく。

　そして怒りは、全ての魂を闘とう争そう本能に変えていく。

　オオオォォォォォォォォォォ！

　何かが、震ふるえ、吠えた。

　エッチな心にではなく、初めての悦びにではなく、怒りから湧わき上がる闘争本能に刺し激げきされて、吠える。

　オオオォォォォォォオォォォ！

　折れ、砕くだけた剣けんが鍛きたえ直されていく。

　折れようとも復活を遂とげる剣が、良介の闘争本能を力に変えて、雄お々おしく立ち上がってくる。

「良介っ！」

　胸むな元もとに無骨な柄つかが伸のびてくる。

　相も変わらず装そう飾しよくも何もない、ただグリップを確かにするための彫ほり込みがあるだけの柄だ。

　良介は、それを当然のように握にぎった。

　本能だった。

　良介の中の本能が叫ぶ。

　俺の初めてを邪魔するヤツは倒す、と。

　一気に引き抜ぬく。

　装飾も何もない無骨な、ただ戦うためだけに在る剣。

　──《戦神の剣グラム》。

　折れた剣は再び鍛え直されて、良介に握られた。

　良介は《グラム》を持ち上げると、無造作に振ふり下ろす。

　──────。

　音すらもなく、良介とリサラを隠していたイチイの結界は斬きり裂さかれた。




　数秒前──。

「ぬ、初体験を終えたのか」

　イチイの結界の外でガルダーブロウグが呟いた。

「意外に早かったな」

　目を閉じて、初体験によって出来た魂たましいの隙すきから中を調べるために意識を集中させる。

「これ……は…………やはり……霊れい力りよく源が二つある……いや、これは人じん為い的な……」

　ガルダーブロウグが何かを掴つかみかけた瞬しゆん間かん、イチイの結界が斬り裂かれた。

「馬ば鹿かなっ、結界を斬り裂くだと！」

　ガルダーブロウグが飛び退く。

　その目の前で、靄もやが晴れるように良介と抱だかれたリサラの姿が浮き上がってくる。

　そして、ガルダーブロウグは声を失った。

　良介の手に、彼が叩たたき折ったはずの《グラム》が握られているのだ。

《旧ふるき五つ》が、そう簡単に死ぬわけがないのは分かっていた。そもそも自分の物とするのだ。完全に破は壊かいしようとは思っていなかった。

　にしても、にしてもだ。

　この短期間に復活出来るわけがない。

　あそこまで折られれば、たとえガルダーブロウグだとしても《テュルフィング》を復活させるのに、かなりのスピリットマネーと労力を有する。

　にもかかわらず、《グラム》は良介の手に握られていた。

（おそらく一千万二千万のスピリットマネーは必要なはずだ。三千万以上の霊力を持つ特異者といえどもそれだけの霊力を、一度に吸い取られれば……暫しばらくは動けないだろう。だが、あいつは動いている──まさか、蓄えている?!）

　ガルダーブロウグが目を見開く。

「なんだ、あいつ……襲おそいかかってこないのか？」

　ガルダーブロウグの視線が気持ち悪く、良介は吐はき捨てる。

「…………それより良介、もう下ろしてくれないかしら」

　赤い顔をしたリサラが、キュールや美菜の視線から逃にげるように顔を背そむけて、良介に囁ささやく。小さく頷うなずいて、良介はリサラから腕うでを離した。

　ちょっと名残なごり惜おしい。

「一つ聞こう」

　ガルダーブロウグが問い掛けてくる。

「服は乱れていないな。しかも、ものの数分だ。だが確かに、反応は初体験のものだった。貴様達、中で何をした」

「ファーストキスだ！」

　即座に良介が断言する。隣となりでリサラが恥はずかしそうに俯うつむく。

「な……貴様っ、キスで初体験同様の感動をしたのか！」

　ガルダーブロウグが返答に驚く。そして同時に、その返答は中で特とく殊しゆなことがなかったことを彼に教えていた。

「馬ば鹿か野や郎ろうっ。キスだって立派な初めての肉体結合だ！」

「に、肉体結合とか変な言い方しないでよ!!」

　リサラが恥ずかしさに涙なみだ目めになる。

「……リサラお姉様、良介さんとファーストキッスしちゃったんですのね」

　キュールが少し唇くちびるを尖とがらせて二人を、いやリサラを睨にらむ。隣では美菜もじーっとリサラを見ている。

「ち、違ちがうのよっ、事故なのよ。良介の馬鹿がいきなり、その、あの……まぁ、あれをあーしたから、私驚いちゃって……気が付いたら」

「そんなこと言ったって、お前が迫せまって来たのが悪いんじゃないか。あれで興奮しないヤツは男じゃないぞ！」

「へーふーん、やっぱり迫ったんですのね」

「リサラのエッチ……」

　キュールと美菜の非難の視線。

「だ、だって、仕方ないじゃないのぉぉぉぉ」

　そう泣くリサラの背中を、良介は押した。

「きゃっ！」

「キュール達の所に行っててくれ。危ない」

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を握る手に力を入れたのだ。その瞳ひとみは、好戦的に輝かがやく。

「その判断は、果たして賢けん明めいかな」

　リサラがキュール達の元に行ったのを見計らい、ガルダーブロウグが地面を踏ふみ抜く。決けつ闘とう前と同じく広場を一瞬光の膜まくが覆おおい、すぐに消えていく。

　これで、ここは良介とガルダーブロウグだけの闘とう技ぎ場となった。

「加賀良介」

　ガルダーブロウグが呼ぶ。

「つまり貴様は、初体験で《グラム》を復活させるだけの霊力を生み出したということだな。リサラ・レストールが何か特殊なアイテムを使ったわけでもなく、《グラム》に私が知らない何かがあったわけでもなく」

「正確には違うな」

「違う、だと？」

「ああ、そうだ。怒りだよ。この俺が、一生縁えんなんてないと思っていたファーストキスをしたんだぞっ。その悦びを味わってる最中に、なんか人の中に手を突つっ込みやがって。こうあれだ、男に尻しりを触さわられたみたいな気色悪さだったじゃねぇか！」

「また随ずい分ぶんと下らない怒りだな。そもそもたかが初体験如ごときで、何をそこまで熱くなる」

　その言葉に、カチーンと良介は怒りを、更さらに強い怒りを覚えた。

《グラム》が良介の怒りに呼応して、打ち震える。

「だからお前は女の子の敵だっていうんだよ。ただの初体験だ？　ふざけるな！」

　怒りを叩き付ける。

「初体験は一回だけだ。女の子にとって初めてがどれだけ重要な物か、俺がその体に刻みつけてやるっ」




　外野席──、

「そんな重要なものを、リサラお姉様は良介さんに捧ささげたんですわね」

　キュールの突っ込みに、もう顔を上げていられないリサラがいた。




　良介が《グラム》の切っ先をガルダーブロウグに向ける。

「また叩き折られたいようだな！」

「俺はさっき《リジル》に教えてもらった、剣けんは頼たより切るんじゃなくて自分で使わないといけないってな」

　試ためすように、良介は一度《グラム》を振る。

「そして。俺はもうお前が知っている俺じゃない」

「貴様、まさか自分が何者かに気が付いたのか？」

「ああ、気付いている」

「なんだと！」

　ガルダーブロウグが唸うなる。

　そんな相手に良介は、ビシッと再度切っ先を向けて宣言した。

「そう、俺はファーストキスを済ませた一歩先行く大人になったってことだ！」

「…………ふ、ふ、ふ、ふざけるなぁぁぁぁぁ！」

　怒りを爆ばく発はつさせて、ガルダーブロウグが猛もう然ぜんと突とつ進しんしてくる。

　良介は、すぐに腰こしを落とし、切っ先を月に向けて迎げい撃げきする体勢を取った。

　ガルダーブロウグが柄つかから左手を離はなして、良介に伸のばし──吠ほえる。

「《噛む竜ニドホツク》よ！」

　黒い炎ほのおが竜のように羽ばたいて標的──良介に飛ぶ。

「くそぉっ！」

《グラム》で叩き落とす。

（横に飛べ！）

「──っ！」

　一呼吸もおかずに右に転がる。

　刹せつ那な、黒い炎を飛び越こえてガルダーブロウグが剣を振り下ろした。

　ザンッ。

　地面に深く《テュルフィング》が突き刺ささる。

「避よけたか、いい反応だ」

「だ、だろ」

　怯おびえを必死に隠かくしながら、良介は笑おうとして──、

　ギィンッ。

　地面から抜きざまに斬り上げてきた刀身を何とか弾はじく。

「こ、こえぇぇ」

　全く予備動作を感じさせない斬ざん撃げきだったのだ、数歩後ろに弾かれながら良介は《グラム》をまた構え足に力を込こめた。

「《グラム》、行くぞ！」

　魂の奥底で《グラム》が「おうっ！」と応こたえてくる。

《グラム》と《テュルフィング》の刀身が交差した。激しい火花を散らしながら、良介とガルダーブロウグが押し合う。

「この私の剣を受けるとは、貴様、《グラム》によって肉体強化をされているのか」

「し、知らないね！」

「ふむ。だが、この私に押し勝つほどでは……ない！」

「つっ────！」

《テュルフィング》の刃はが、良介の右みぎ肩かたに食い込み始める。

「良介くんっ。リサラさんっ、中には入れないの！」

「さっきから解かい析せきしてるけど……なによっ、この複雑な結界っ」

「キュールには、さっぱり分かりませんわ……」

　外野からリサラ達の声が聞こえてくる。

　良介は苦く笑しようした。凄すごく痛い、てか血も出てきている。今すぐ逃げ出したい。

　それでも、リサラに見られている以上は、男の子として見み栄えを張らないといけない。

「頑がん張ばれ、男の子！」

　歯を食いしばって、《テュルフィング》の刀身を押し返していく。

「ふむ、見事だ」

　ガルダーブロウグが飛び退のいた。《テュルフィング》を地面に突き刺してパチパチと拍はく手しゆをしだす。

「どういうつもりだよ……」

「なに、死神の中でも全力の私とこれだけ戦えるものはそうはいまい。私は、強敵には敬意を払はらった後に倒たおすことにしているものでね」

　再び《テュルフィング》を取り、正眼に構える。

「安心しろ、敬意を払った相手で遊ぶことはせん。この一撃で終わらせよう」

　良介の目にもはっきりと分かる。《テュルフィング》に膨ぼう大だいな霊れい力りよくが流れ込んでいく。

「ここ数年、桃もも園ぞの学園で溜ためた霊力を全すべて、貴様を倒すために使ってやる！」

　言い終わると同時に、ガルダーブロウグが爆発したような土つち煙けむりを上げて、突進してくる。

　小細工も何もない、ガルダーブロウグと《テュルフィング》のプライドにかけて、正面から斬きり下ろしてくるつもりだ。

「呪のろえ、《テュルフィング》！」

「《グラム》！」

　ありったけの霊力を注ぎ、足を踏ん張り──打ち下ろす。

　ガッギィィィィィンッ。

　刀身が火花を散らして重なり、良介が吹ふき飛ばされる。

　つま先で地面を掴つかみながら、数メートルも押し込まれていた。

　ハァハァと肩で息をする。斬られた右肩付近は、もう血でべっとりだ。

　でも、膝ひざを折りはしない。いや、もう折れない。

　今、膝を折ればもう立ち上がるだけの体力が残っていなかった。

《グラム》を見る。

　刀身は折られていなかった。ガルダーブロウグと《テュルフィング》の渾こん身しんの一撃に耐たえることは出来たらしい。

　だが、もう魂たましいの興奮は冷めていた。

《グラム》に注ぎ込みすぎて、生きる力が湧わいてこない。

「正直、私としてはここ数年の蓄たくわえを失う羽目になるとは思いもしなかったよ……」

　ガルダーブロウグが、マントの中から霊力の入った瓶びんを取り出し呑のむ。

「だが、私の推理が正しければ、加賀良介。貴様のライフジュエルは、失ったもの以上の恩おん恵けいを与あたえてくれるはずだ」

《テュルフィング》に霊力注ぎ込み、再び構える。

「これで最後だ、加賀良介っ！」

　ガルダーブロウグが地面を蹴ける。

　咄とつ嗟さに良介も《グラム》を構える。だが、集中しても霊力が注ぎ込まれない。

　──どうすればいいっ。

　そう迷った時だ。

「オオォォォォン！」

　カエサルが吠えた。

　鎖くさりが浮うき出る。《リジル》とカエサルを繋つなぐ鎖が結界を越えて復活する。

　そして、カエサルの霊力を得てボウッと光り出す。

　カエサルが、鎖を噛かみ体ごとひねるように飛んだ。

《リジル》が鎖に引かれて飛び──良介の元に落ちる。

　左手ですかさず握にぎり《グラム》と共に十字に構えた。

《テュルフィング》が叩たたき込まれる。

「くぅぅぅっ！」
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　あまりの重さに、膝が落ちそうになる。

「粘ねばるな、加賀良介。だが、このまま《グラム》と《リジル》ごと叩き斬ってやる！」

　更に重くなる。

　ミシミシと二ふた振ふりの剣が軋きしむ。

「良介っ！」

　リサラが悲鳴に近い叫さけび声を出す。

「私の初めてを奪うばっておいて、勝手に殺されたら承知しないわよ！」

　身勝手な言い分もあるもんだと、場ば違ちがいに良介は苦笑してしまった。

　そもそも初めてを奪ったなどというと、あらぬ疑いを掛かけられそうだ。

　かなり偶ぐう然ぜんに近い形でファーストキスをしちゃっただけなのに──。

　唐とう突とつに思い出す。

　リサラの口にした言葉を。

　顔を赤らめながら、唇くちびるをなぞって呟つぶやいた言葉を。

『……ホントにイチゴの味するんだ』

　思い出す。

　あの味を。

　リサラの唇の甘さを。

「……イチゴの味」

「は？」

　ガルダーブロウグが思わず抜ぬけた声を出した。

「そうだ、イチゴの味だった」

　甘い甘い、初めてのキス。

　イチゴの味のキス。

　それがファーストキス。

「ファーストキスは、いや、リサラの唇はイチゴの味だったんだよっ！」

　エッチな心ではない、さらに深い魂が再び震ふるえ出す。

　まるでダムの水が解放されたかのように、涸かれ果てていた魂に潤うるおいが戻もどってくる。

　力が甦よみがえってくる。

《グラム》が力で溢あふれていく。

「馬ば鹿か……な……ま、また──しまったっ！」

　一気に押し返し、《テュルフィング》を弾く。

「ちぃっ！」

　弾き飛ばされて泳いだ上半身のまま、ガルダーブロウグが飛び退こうとする。

「遅おそい！」

　踏ふみ込み、斬り下ろす。

　何かを斬った手て応ごたえがあった。

　黄金の縄なわで編み込まれた仮面の一部が、落ちる。

「ぐっ、ぐああぁぁぁぁっ」

　ガルダーブロウグがよろめきながら数歩下がり、左手で顔面を押さえた。指の間から血が流れ落ちていく。

「貴様ぁぁぁぁぁ」

　がっくりと片膝を突く。

「ハァッ、ハァハァ……俺の勝ちで構わないよな」

　ゆっくりとガルダーブロウグに近づいて、良介は切っ先を顔の前に向ける。

「くっ……仕方あるまい」

　ガルダーブロウグが、そう呻うめいた時だ。

　ヴォンッ。

　ガルダーブロウグの足あし下もとに無数の円が浮かび上がる。

「きゃぁっ!?」

　美菜の悲鳴だ。

　彼女の足下にも無数の円が浮かび、さらにその後ろに見たことのない死神が装束を着て立っている。

「何よっ、貴方あなたたち！」

「美菜さんをどうするつもりですの！」

　死神は何も答えない。美菜の口を塞ふさいで、円の中に落ちていくだけだ。

　リサラもキュールも、美菜を抱かかえられている以上、それを手をこまねいて見ていることしか出来ない。

「ガルダーブロウグ、お前！」

　腰こしの辺りまで円に沈しずんだガルダーブロウグが、良介を見上げた。

「これは私の本意ではない……くっ、転移の術式が編み込まれていたことに気が付かなかったとはな。だがいいか、大おお倉くら美菜は死神界に連れて行かれるはずだ。お前をおびき寄せるためにな」

「俺を？」

「貴様の魂には、《旧ふるき五つ》に匹ひつ敵てきする──くっ、大倉美菜の身の安全は私が誇りに懸かけて保障してやる！」

　ガルダーブロウグは最後に叫ぶと沈んでいった。

　シンとした静せい寂じやくが周囲を包んだのだった……。









　終章　じくうをこえて




「悪い、さっぱり理解出来ない」

　肩の治ち療りようを終えた良りよう介すけが、ソファに座って首を左右にした。ガルダーブロウグと戦い、美み菜なを誘ゆう拐かいされてから一時間ほど経たっている。

「だから死神界に行くって言っても、はいそうですかとすぐに行けるものじゃないのよ」

　リサラが苛いら立だたしさを隠かくそうともしない。

「でもさ、美菜をさらったヤツらはすぐに消えちゃったじゃないか」

　公園から美菜とガルダーブロウグが姿を消した時のことを思い出す。地面に沈むように二人は消え去ってしまった。

　そしてガルダーブロウグ本人が、死神界と言ったのだ。

「あれ、死神界に行ったんじゃないのか？」

「あれは、直接死神界に行ったわけじゃないと思うわ」

　リサラが静かに否定してくる。

「どういうことだ？」

「つまりですわ、良介さん」

　何か機械を弄いじっていたキュールが割って入ってきた。

「あの連中は一回、この人間界のどこかに転移したんですわ」

「人間界のどこか？」

「ええ、あれは転移系の術式ですもの。人間界なら人間界、死神界なら死神界、同じ世界の中でしか移動出来ない術式ですわ。まぁもっとも……」

　キュールがやれやれとため息を吐つく。

「かなりの規模を持った死神組織の仕し業わざだってことは確かですわね。転移の術式なんて、いったいどれだけスピリットマネーを使うか、見当も付きませんもの」

「どういうことだ？」

　良介の疑問に、リサラが答える。

「つまり、ガルダーブロウグの背後には何かしら組織があるってことよ」

「そうなりますわね。そして、美菜さんはその組織のアジトから、死神界と人間界を繋つなぐゲートを通って、死神界に連れ去られたんだと思いますわ。ま、ガルダーブロウグの言っていることが正しければですけど」

「なるほど」

　良介は頷うなずいてから、リサラを見た。

「なら俺達も早くレストール家の支部に行って、そのゲートってヤツで死神界に行こうぜ」

「……無理よ」

　リサラが頭かぶりを振ふる。

「どうしてだよ……つぅ」

　勢いよく立ち上がって、良介は肩かたを押さえた。

「私とキュールだけなら、レストールのゲートを使うことは出来るわ。でも、良介……貴方絶対に付いてくる気でしょ？」

「当たり前だ」

「なら、やっぱり使えないわ。正規の理由が無い限り、人間を死神界に連れて行くことは出来ないの」

「あのな、美菜がさらわれたんだぞ。正規の理由じゃなくてなんなんだよ！」

「でも、それで良介が死神界に行く理由にはならないでしょ。確かにガルダーブロウグが貴方目当てだって言ったらしいけど、それだけじゃ許可は下りないわ」

「……なら、お前達二人だけで行くつもりかよ」

「馬鹿ね」

　リサラが微び苦く笑しようした。

「良介の性格を私が把は握あくしてないと思うの？」

「え？」

「正規のゲートが使えないのなら、非正規のゲートを使えばいいのよ。そもそも、私が抜け駆がけ、つまり非正規な方法で人間界に来てるのを忘れたの？」

　リサラはウインクすると、キュールを呼ぶ。

「分かってますわ。ポイントを見つけろって言うんでしょ。さっきから検けん索さく中ですわ」

　ワンセグ……いやスマートフォンのような器具をキュールが覗のぞき込む。

「ポイント？」

「偶ぐう発はつ的に発生する死神界と人間界の接点よ。このポイントに臨時のゲートを設置すれば、死神界と人間界を行き来することが出来るわ」

　リサラが、長い髪かみをかき上げながら答えた。

「でも、ポイントの寿じゆ命みようは短いし、一度現れるとその周囲には時をおかないと発生しなかったりするのよ。この辺りに、今あるといいけれど……」

「その心配は杞き憂ゆうのようですわよ、お姉様」

「あったのね！」

「ええ、ありましたわ。ほら」

　キュールが器具を良介達に見せつける。

「この近くに一つポイントが発生してますわ。もっとも、発生から時間が経ってますので、予測によればあと一時間程度で消失しそうですが」

「それを早く言いなさいよっ!!」

　リサラの叫さけび声を聞きつつ良介は、ガルダーブロウグが言った自分の魂たましいのことを考えていた。

《旧き五つ》に匹敵する──なんだと言うのだろうか。

　美菜を助け出すのは当然として、そのこともまた死神界に行く理由の一つだった。




　　　　※　　　※　　　※




「ここの二階……二〇一号室にポイントがあるはずですわ」

　キュールがスマートフォンみたいな死神器具を見つつ、目の前の建物を見た。

　間ま違ちがいなく築三十年は超こえている、二階建ての木造のオンボロアパートだ。気のせいか、明るい町中にあってこの一角だけ心うら寂さびしい暗さがあるような……。

「う、うーん、素す直なおに部屋の中に入れてくれるかな」

「気合いよ、気合い」

　良介の疑問におよそ世間常識とはかけ離はなれた回答をすると、リサラはまるで借金の取り立てか何かのようにズンズンと乱暴に歩き出す。

　階段を上ると、カンカンカンと安っぽい音が響ひびき、二階の廊ろう下かはギシギシと怖こわい音を立てる。

「見た目通りのオンボロですわね……」

　キュールが興味深そうにアパートを見回す。

「いったいどんな人がこんなオンボロに住むのかしら」

「キュール、そんなにジロジロ見るもんじゃないぞ……」

「だって面おも白しろいんですもの。ほら、洗せん濯たく機きが外にありますわ」

　確かに洗濯機はどの部屋も外に置いてある。

「どうして部屋に入れないんでしょう」

「そりゃ狭せまいからに決まってるだろ」

「ふうん、貧びん乏ぼうって大変ですわね」

　ここの住人に聞かれたら、絶対に怒おこられる発言だ……。

「ええと、二〇一号室でいいのよね」

　リサラが、一番端はしで立ち止まった。

「その通りですわ。玄げん関かん入ってすぐ左にポイントが開いているはずですわ」

「了りよう解かい」

　頷くと、リサラが尻しり込ごみすることなくピンポーンと呼び鈴りんを押す。

　数秒──、

「遅おそい！」

　またリサラがピンポーンと呼び鈴を押す。

「ちょっとは待ってやれよ」

「時間がないのよ！」

　また押す。

「おいおい……家主さん、ごめんなさい」

　そう良介が謝った時だ、　中からドタドタと足音が響いてくる。

　そして暫しばらくの沈ちん黙もく。

「どうしたのかしら？」

「中から覗いてるんじゃないか。あんなに何度も押したら、不ふ審しん人物扱あつかいされて当然だしな」

「わ、悪かったわね！」

　そうリサラが唇くちびるを尖とがらせると同時に、ギーッと扉とびらが開き家主が顔をのぞかせた。

「あ、あの、リサラ・レストールさんが、私の家に何の用事ですか？」

　それは、少し怯おびえた顔のジャージ姿のパオイ・マルベックだった。

「マ、マルベック先生っ。なんで貴方あなたが！」

「なんでって言われても、あの、ここは私の家なんで」

　マルベックが戸と惑まどいながらリサラに答える。

「メルローは随ずい分ぶんと薄はつ給きゆうなんですわね……」

　キュールの言葉に、マルベックは否定せずに肩を落とした。

「うう、仕方ないんです。新興勢力ですから……って、私の暮らしぶりを調べに来たんですか？　あ、ああぁっ、もしかしてヘッドハンティングってヤツですか。ついにっ、ついに私もあの極ごく悪あく非道上司から解放されて、幸せなエリート街かい道どうに乗ることが！」

「違ちがうわよ」

　容よう赦しやなくリサラに否定され、マルベックは固まった。

「…………キュール、残り時間は！」

「あと五分あるかないかですわ」

　キュールの返答を聞いて、リサラがマルベックの肩を掴つかむ。

「この家に今、ポイントがあるの。美菜がさらわれたの。死神界に行くの。急いでるの。通して！」

　有う無むを言わせぬ迫はく力りよくだ。マルベックは「は、はぁ」としか答えられずに、ドタドタとリサラとキュールと良介と……カエサルの侵しん入にゆうを許してしまう。

「すぐ左よね！」

「ええ左ですわ」

「この扉の奥ね」

　入ってすぐ、左に扉がある。

「いい、良介にカエサル。私がすぐに術式でゲートを開くから、躊躇ためらわずに飛び込むのよ」

「ゲートってどんな感じなんだ？」

「視覚的には、空間が光りながら歪ゆがんでいる程度ね。そこに物があれば、物ごと歪んでいるから、少し怖いかもしれないわ」

「いや、任せろ。美菜のためだ、怖いとか言ってられないだろ」

「ふふ、良介らしい答えね」

　笑い、リサラが扉のドアノブに手を掛かける。

「え、ちょ、ちょっと、リサラさんっ、そこは鍵かぎ壊こわれてるから待って───！」

　ガチャリ。

　マルベックの訴うつたえ虚むなしく、扉が開け放たれる。

「《橋の番人ヘイムツダル》よ、我らが死神界に行くこと許し給たまえ！」

「行くぞ、カエサル」

「オンッ」

「キャ──────!?」

　リサラの術式と、良介とカエサルの気合いと、謎なぞの悲鳴がほぼ同時に起きる。

　中に飛び込み、良介は固まった。

「…………え、え、ちょ、え、おめぇさんだちっ、なんずらぁぁぁ」

　イリアがいた。

　座っていた。

　洋式トイレに。

「ここ、トイレかよぉ！」

「良介っ、時間がないって言ってるでしょっ」

　後ろから押される。いやでも、空間が歪んでる所ってトイレの中央なんですけど……。

「ああもうっ、早く飛び込みなさい！」

「え、ちょ、でもトイレっ、しかもイリアがいる……う、うわぁぁぁっ!?」

「いやぁぁぁぁっ、来ないで────！」
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　良介の頭が、自分の足と足の間に落ちていくのを見て、イリアは慌あわてて逃にげようと思わず立ち上がった。ガクンッ。下に引きずられる。

「ふえ？」

　良介の頭がパンツに引っかかっていました。

「うっそぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?」

「早く、行きなさい！」

　リサラに突つき押された良介と共に、イリアもまたトイレの中に落ちていった……。

「オン……」

　カエサルがその後に慌てる様子もなく、普ふ通つうにゲートへと入ったのは言うまでもない。




　　　　※　　　※　　　※




　イライラと歩き回っていたリサラが立ち止まり、ピクンッと眉まゆを撥はね上げた。

「良介の座標を見失ったですって？」

　ガラス張りのテーブルが一脚きやくある広く贅ぜい沢たくな造りの部屋だ。マルベックの住居スペースよりも更さらに広い。

「ええ、イリアさんともみ合いながら落ちたじゃないですか。そもそもイリアさんが居ることなんて考えてなかったもので、指定座標に狂くるいが出たみたいですわ」

　キュールが座り慣れた椅い子すに腰こし掛かけて、はぁとため息を吐ついた。

　チリンッと机の上にあった鈴すずを鳴らす。

　すると控ひかえていたのかメイドが一人部屋に入ってきて、二人分の紅茶を淹いれていく。

「イリアはいいわよ別に。死神界に来て困る死神なんていないんだから」

　リサラは椅子に座ると、メイドの淹れた紅茶に口を付ける。

「私達がこの部屋に戻もどって、もう十分は経たってるのよ。そう余よ裕ゆうはないわ」

「ですわね。そろそろキュール達が帰ったことは叔お母ば様の耳に入るでしょうし」

「お母様はいいわよ。何とでも言いくるめるから。それよりも」

「ええ、良介さんやカエサルは死神ではありませんからね。本来はこの世界にはいない存在ですわ。ゲートを通った影えい響きようで、暫くはこっちの世界に存在出来るんでしょうけど」

　キュールがカエサルの毛を撫なでながら、そっと唱える。

「《存在ボドウライス》」

　淡あわい光がカエサルを包み込み、彼をこの世界の存在として同化させていく。

「いそがないと良介のヤツ……あと一時間もすれば人間界に強制送そう還かんよ。それも、あのトイレに！」




　　　　※　　　※　　　※




「ん……んぅ？」

　意識が戻ってきた。

　トイレに押し込まれて──、

「トイレじゃないのは確かだな」

　何か温かく柔やわらかい物に良介は包まれていた。

「…………ふかふかベッド？」

　サラサラとした触さわり心ごこ地ちの高級シーツに包まれたフカフカのベッドだ。

「夢を見ていたわけないよな。俺のベッドはもっとオンボロだ」

　頭を上げようとして、ムギュッと押さえ込まれた。

「──もがががががっ!?」

　パニックになってジタバタとする。が、すればするほど抱かかえ込まれてしまう。そもそも息苦しい。何かもの凄すごく柔らかく温かい物に顔面を包み込まれている！

（え……それって）

　頭をグリグリと動かしてみる。

「あんっ」

　色っぽい声が落ちてきた。

　両手で触ってみる。

「ああん」

　もっと色っぽい声が落ちてきた。

　これはもしかして、おっぱい？

　それも、質量からしてＦ級？
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「んんぅ……」

　おっぱいの持ち主が、ようやく良介を解放した。

「………………あら」

　やや赤みがかった栗くり色いろの髪かみをした大人の女性だった。スラリとした鼻筋だが、垂れ目気味で唇も厚ぼったく、いかにも色っぽいお姉様といった感じだ。

　しかも服装は薄うすピンクのネグリジェ。豊満すぎるほど豊満なおっぱいが、圧あつ倒とう的な迫力、まさに飛び出る３Ｄ的に迫せまってきてる。

「おはようございます」

　寝ねぼけているのか、目を擦こすりながら頭を下げる。ブルゥゥゥゥンとおっぱいが揺ゆれる。

「お、おはようございます」

　鼻血出そう。

「ちょっと待って下さいね」

　にっこりと微笑ほほえむと、その女性は布団から立ち上がり枕まくら元もとにあった鈴を鳴らした。

　すると扉が開いて、わらわらとメイドさん達が入ってくる。

「ええと……」

　戸惑う良介に、その女性はにっこりと微笑んでからメイド達に言った。

「あの、パンツを被かぶった変態さんが夜よ這ばいに来たんですけれど」

　メイドさん達が一いつ斉せいに色めきたつ。

「え、パンツ？」

　自分の頭を触ってみる。何かがある。

　取ってみた。

　…………イリアのパンツでした。

　そう、リサラの時には手に入れ損そこねた脱ぬぎたてパンツ。

「って、タイミング悪すぎるだろ！」

「パンツを被って夜這いに来るなんて、最近の変態さんはちゃんと自分が変態ですって分かるマークを付けるんですのね。感心ですわ」

「違ちがう、違いますから───────！」

　こうして良介の最低な死神界デビューが始まったのだった……。









　あとがき




　本作を手にとって頂いただきありがとうございます。

　なんと今回は三巻から三ヶ月で四巻をお送りしています。嘘うそみたいです。飲んだくれてるだけの人間にも、こんな奇き跡せきが舞まい降りることがあるのですね。仕事って素す晴ばらしい！

　嘘うそです。

　辛つらかったです。

　泣きたいです。

　遊びたいです。

　と冗じよう談だんはさておき、ありがたいことに四巻まで続けることが出来ました。これも読んで下さっている皆みな様さまのおかげです。本当にありがとうございました。

　さて話は変わるのですが、やはりどうしても触ふれないわけにはいかないと思います。

　二〇一一年三月に起きました東日本大だい震しん災さいに被ひ災さいした多くの方々にお見み舞まいと応おう援えんを申し上げます。ちょうど今巻執しつ筆ぴつ作業中に起きてしまった災害でしたが、もしかしたら読者の方の中にも……と色々な情報が入る中、心配していました。いえ、今もって心配しております。

　ささやかですが募ぼ金きんなども行ったのですが、そこはやはり物を書いて出している立場の人間です。読んでいる時は色々忘れて楽しんでもらえるものを、皆様にお渡わたしすることもまた応援することになると思っています。

　そしてこれからも、被災地の方や、また今回の震災で心を痛めている多くの方に、楽しんで馬ば鹿かだなぁと笑ってもらえるものをお渡し出来るように頑がん張ばりたいと思います。




　頑張ろう日本！　応援してます東北！




　とお堅かたいあとがきとしましたが、はい今回もあとがき締しめ切きり当日に書いてますっ。どこかに俺のスケジュール管理をしてくれる美人秘書はいないものですかね。眼鏡と網あみタイツのよく似合う方が。いるわけないので、自分で頑張ります……。

　五巻もなるべく早く出せたらいいなぁと思いつつ、あとがきを終わります。

　みんなで頑張りましょう！

橘たちばなぱん












だから僕ぼくは、Ｈができない。４




死しに神がみと初はつ体たい験けん














橘たちばな　ぱん
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